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この報告書 は,日 本 自転車振興会か ら競輪 収益の一部 であ

る機械工業振興資 金の補 助 を受けて昭和53年 度に実施 した

「海外におけ る情報処理 お よび情報処理産 業の実態調 査 」の

一環 としてとりま とめた ものです
。







序

当 財 団 は,わ が 国 にお け る情 報処 理 産 業の 発 展 に資す るた め ,昭 和43年 以

来,毎 年 海外 に調 査 団 を派遣 し,ア メ リカお よび ヨー ロ ッパ諸 国 に お け る 情報

処 理 関 係 の諸 問題 の実 態 を 明 らか に して ま い りま した。 本 年 度 調 査(ア メ リカ

班)は,最 近 とみ に 注 目さ れ る よ うに な った オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン の展

開 を調査 す る こ と と し,関 連 の 国際 会 議 へ の参 加 をあわ せ ,先 進 的 な大 手 ユ ー

ザ ー な ど8ヵ 所 を訪 問 し,そ の動 向 を調 査 いた しま した
。

こ こ にそ の結果 を と りま とめ,海 外 の 情報 処理 に 関心 を もた れ る方 々の ご参

考に 供 した い と思 い ます 。

なお,本 調 査実 施 に 当 っ て,ご 支援 ,ご 協 力 をた まわ っ た在 日各 国 大 使館 を

は じめ,調 査 訪問 先 等 関係 各位 に対 し心 よ り感 謝 の 意 を表 します
。

昭和54年3月

財団法人 日本情報処理開発協会

会 長 上 野 幸 七
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調 査 の 概 要

1.目 的

海 外諸国 におけ る情報処理お よび情報処理産業 につ き,そ の実態 を調査 する

とともに各国 での発展の背景 と今後の動向 を把握 し,わ が国 におけ る情報処理

お よび情報処理産業の発 展 に資する ことを目的 とす る。

2.調 査 事 項

ア メ リ カの オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン の 現 状 と 動 向

3.調 査 時 期

昭和53年10月15日(日)出 発

昭 和53年10月29日(日)帰 国

4.調 査 機 関

・InternationalDataCorporation(調 査 会 社)

・Citibank ,N・A・(銀 行)

・MetropolitanLifeInsurance(保 険)

・Alexander's(小 売)

・ComputerMicrographicsInc .(マ イ ク ロ ・ サ ー ビ ス)

・WesternAirいnes(航 空)

・LosAngelesTimes(新 聞)

●ComQuestCorporation(調 査 会 社)

な お,企 業 訪 問 に 先 だ ち,シ カ ゴ で 開 か れ て い たINFO'78(情 報 省 理

展 示 会/会 議)に 参 加 し た 。
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5.調 査 員

・ 中 山 晴 康 当財団技術調査部次長

・ 宗 像 徳 英 同 調査課主任

一2一



』
日田第1部:総

V





は じめ に

"オ フ
ィ ス ・オ ー トメ ーシ ョン"と い う言葉 は,す で に1960年 代 後 半 に

海 外文 献 に登 場 して くるが,本 格的 に論 じ られ る よ うに な っ たの は70年 代 も

後半 に入 っ てか らであ る。 ため しにLockheedの 文 献検 索 サ ー ビス で関 連論 文

を検 索 してみ る と,71年 か ら78年6月 まで の 間 で66論 文 が 出 て くるが,

そ の うち%は76午 以 降の もの で あ る。論 文 の数 に 象徴 され る よ うに,こ こ1,

2年 のオ フ ィス ・オ ー トメ ーシ ョ ンに 対 す る 関心 の 高 ま りは 注 目す べ き もの が

あ る。

現 在 で は,オ フィ ス ・オ ー トメ ー シ ョンは一 種 の ブー ムに さえ な りか け て い

る とい っ て もい い状 態 で あ る。 しか しなが ら,こ の概 念 の 意味 す る 内容 は 深 く,

"オ ー トメー テ ッ ド ・オ フ ィス"が 現実 の姿 とな
っ て現 れ て くるの は3年 先 や

5年 先 とい った 近 い 将来 の こ とで は な い。 オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンは ,単

な る新 しい装 置 の 導 入問 題 では な く,オ フ ィス の構 造 そ の もの,つ ま リオ フィ

ス で の 仕事 のや り方 そ の ものの 根底 的 な変 革 を伴 うので あ る
。 こ こには 当然 入

間 的 な問 題 が介 在 して くる。 か っ てのMIS論 の よ うな うわつ い た論 議 で はす

まさ れ な い もの が あ る。 逆 に い えば,虚 像 の まま で終 ったMISの 究 極 の形 が

トー タル な意 味 で のオ フ ィス ・オ ー トメー シ ョ ン とい うこ と もで き よ う。

ア メ リカの 先 進 ユ ー ザ ーの間 では,こ う した新 しいオ フ ィス像 へ 向け ての 種

種 の 試 み が なされ 始 め て い る。 また これ をめ ぐる論 議 も,人 間的 な側 面 を含 め,

そ の必 要 性,実 現 可能 性,お よび 問題 点 な どが体 系的,網 羅的 に語 られ てい る。

ワー ド ・プ ロセ シ ン グの 問題 な ど,そ の ま ま 日本 に適 用 で きな い面 も少 ぐは な

いが,オ フィス ・オ ー トメ ー シ ョンの 「先進 国 」であ るア メ リカの 現状 を調 査

す る こ とは,わ が 国 の 今後 の動 向 を う らな う上 での 貴重 なデ ー タ を もた らす こ

とに なろ う。 今 回の 調 査 は,こ うした 観 点か ら行 わ れ た。

調 査 で は まず,シ カ ゴで行 わ れ たINFO'78(情 報 管 理展 示 会/会 議)に

参 加 し,続 い て ボス トンの 調査 会社IDC(lnternationalDataCorpo－
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ration)で オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン関 連 機 器 市 場 に 関 す る レ ク チ ャ ー を

受 け,そ の 後 各 地 の 先 進 的 ユ ー ザ ー,注 目 さ れ る サ ー ビ ス ・ベ ン ダ ー を 訪 れ,

最 後 に ロサ ン ゼ ル ス の 調 査 会 社comQuestcorporationで 電 子 郵 便 に 関 す

る レク チ ャ ー を 受 け た 。

INFOは,情 報 を い か に 効 率 的,効 果 的 に 管 理 し,企 業 経 営 に 生 か して ゆ く

か,と い う こ と を 基 調 テ ー マ と した ユ ニ ー ク な コ ン ピ ュ ー タ会 議 で,NCC

(全 米 コ ン ピ ュ ー タ 会 議)に 比 べ,よ リユ ー ザ ー ・オ リエ ン テ ッ ドで あ る こ と

を 表 面 に 打 出 して い る 。 オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン は 会 議 の5本 柱 の1つ と

して 掲 げ られ,今 回 は18の セ ッ シ ョ ンが 設 け られ て い た 。 会 議 で の 講 演 者 は

延 べ200人 以 上 に の ぼ り,展 示 会 も7万 平 方 フ ィ ー トの ス ペ ー ス に 約200社

が 出 品 した 。 参 加 者 数 は こ れ ま で 最 高 の1万7,000人 を 記 録 した 。

Citibank,Metropolitan .LifeInsurance,WesternAirlines,

LosAngelesTimesと い っ た 訪 問 調 査 先 は,ア メ リ カ の 中 で も先 進 的 な ユ

ー ザ ー と して 知 られ る と こ ろ で,そ の オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン に 対 す る 見

解 は 示 唆 に 富 ん だ もの だ っ た 。ComputerMicrographics,Inc・ は,単 な

る 記 録 保 管 の 媒 体 と して の 地 位 か ら脱 却 しつ つ あ る マ イ ク ロ グ ラ フ ィ ッ ク ス の,

今 後 の展 望 を 調 査 す る た め 訪 れ た サ ー ビ ス会 社 で あ る。

各 訪 問 先 で の 調 査 結 果 は 後 段 の 各 論 に 譲 り,以 下 に オ フ ィ ス ・オ ー ト メ ー シ

ョ ン の 概 念 に つ い て の 論 を 少 し く展 開 した い 。

なお,本 論お よび各論 での展 開は,調 査期間中に得 た各種 の資料 を参考に し

てい ることは勿論であ るが,取 りま とめ の段階での最新 資料 も参 考と した こ と

を付 記 してお く。
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オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョン と は 何 か

オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンの 必要 性

オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンは,ttオ ー トメー テ ッ ド ・オ フ ィス","オ フ

ィス ・オ ブ ・ザ ・フ ュー チ ャ ー","エ レク トロニ ック ・オ フ ィス",さ らに

は ひオ フィ ス ・イ ンフ ナ メ ー シ ョン ・シ ス テ ム"あ るい は"オ フィ ス ・コ ミュ

ニケ ー シ ョン ・シス テ ム"な ど と も称 され て い る もの であ る が ,多 くの用 語 が

存 在す る よ うに,そ の意 味 す る内容 は必 ず しも完 全 に同一 で は な い。 また あ る

べ き将来 のオ フィス 像 とい う もの が,ひ とつ の完成 され た姿 と して論 じ られ て

い る わ け では な い。 事業 所 毎 に異 った ニ ー ズがあ る ように,将 来 の オ フィス像

とい った ものは,無 数 の 選 択 肢 の 中 に置 か れ てい るの で あ る。 た だ そ の方 向 性

とい うもの は示 され てい る。 オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンの概 念 が そ の 方 向 性

に 他 な らな い。 この 方 向 性 とは,オ フ ィス の単 な る機械 化 とい うこ とでは ない 。

そ れ はオ フィ ス労 働 の構 造的 変化 を含 む もの であ る。

表1は ア メ リカの雇 用 動 向 をま とめ た もの で あ るが,社 会 が工 業 化 社 会 か ら

脱 工業 化社 会,情 報 化社 会 に移 行 しつつ あ る時期 の 雇用 情 勢 の変 化 が 端 的 に示

され てい る。54年 か ら74年 に かけ て,技 術 職/専 門 職 お よ び管理 職 の い わ

ゆ る知 識 労働 者 の 数 が大 き な伸 び を示 して い るのが わか る。 ま た この 間 デ ー タ

処 理 技術 の導 入 が進 展 した に もか か わ らず,事 務 員数 も79.8%と い う高 い 伸

び を示 した こ とが 注 目され る。1860年 頃 に ア メ リカの 就 業 人 口の40%強

を 占め て いた 農業 従 事 者 は,こ の間 に も減 少 を続 け,3.5%に まで低 下 した。

今 後 の 予想 と しては,過 去10年 間 の 傾 向が持 続す るで あろ うとい うこ とで

あ る。 す なわ ち,知 識 労 働 者 と事務 労 働 者 の雇用 が 平 均 を上 回 る伸 び を みせ る

と見 込 まれ てい る。

情 報化 社 会へ 向 け て,ア メ リカの 労働 人 口の情 報 分野 へ の 流 入が 引 続 き起 っ

て は い るが,こ う した状 態 は 次第 に平衡 化 しつ つ あ る。 つ ま り農 業 お よび 工業
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分野 の生 産 性 は 高度 に改 善 され,こ の分 野 か らの 労働 力が 他 の分 野 に流 出す る

とい うこ とは もは や な くな って くる で あ ろ う。 同 時 に,行 政機 構 お よび企 業 内

部 に蓄 積 さ れ た情 報 の 処理 の ため の諸 費用 の 問 題 が 噴 出 して くる。 つ ま リオ ー

バ ーヘ ッ ド ・コス トの 削減 とい うこ とが ,経 済成 長 を促 進 す る合理 化 の大 きな

目標 と して設 定 され る こ とに な るの で あ る。

表1ア メ リ カ の 雇 用 動 向
(単 位:1,000入)

1954 1974 74/54増 減 1985 85/74増 減

技術職/専 門職 5,705 12β38 +116.3% 16ρ00 +297%

管理者 6,282 8,941 +423% 10,900 +219%

セ ー ル ス マ ン 3,976 5,417 +36.2% 6,300 +163%

事務員 8367 15,043 +79.8% 20ユ00 +33β%

技能職 8,718 11,477 +316% 13,800 +20.2%

作業者 13,269 13,919 +4⑨% 15200 +92%

非農業労働者 4,038 4,380 +8.5% 4,800 +96%

値入営業 1,859 1228 一34
.0% 900 一26

.7%

他 の サ ー ビス 労働 者 5256 10」45 +93.0% 13,700 +35.0%

農業人 口 6474 3,048 一529% 1000 一377%

合 計 63,944 85,935 +344% 103,400 +20.3%

経 済 全体 の バ ラン ス を保 っ てゆ くため には,現 時 点 で はす で に,む しろ農 業

人 口や 工業 人 口を補 充 す る こ とが 必要 と され る よ うに な っ て き たの だ。 す なわ

ち,ア メ リカ経 済 全体 の生 産 性は,農,工 業 とい っ た 直接 的 に財 を生み 出す 産

業 分野 か ら,tt情 報 関 係 分 野"へ の過 剰 な ま での 労働 人 口移 動 の 結果,伸 び悩

む よ うに な って きた と さえ 言 われ て い るの であ る。

コン ピ ュー タ技 術 の発 展 は,事 務 分 野 を もそ の オ ー トメー シ ョンの 対 象 と し
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て い るが,現 在 ま で に 達 成 さ れ た事 務 の コン ビ=一 夕化 は ,せ い ぜ い20～

30%に す ぎない 。 残 さ れ た業 務 の大 半 は,現 在 の コン ピュ ー タ化 の 概 念 の 適

用 が 非 常 に 難 しい もの で あ る。 しか しなが ら,事 務 業務 の多 くが容 易 に 自動 化

で き ない要 因 は,業 務そ の もの の複雑 な 性格 か らだけ きて い るわ け では な い
。

問題 は,事 務 労働 者 の業 務 の多 くが"知 識 労働 者"の サ ポ ー トとい う非 定 型 的

な作 業に 携 わ って い る とい うこ とに あ る。

専 門職,技 術職,管 理 職,そ して経 営 者 層 と呼 ばれ る人 々の労 働 は,コ ン ピ

ュー タ化 とい う点 か らす れ ば事 実 上 未 開 拓 の 状 態 に あ る
。 コン ピュ ー タが 計算

の 道 具 と して補 助的 に使 わ れ て い る こ とは勿 論 で あ るが ,そ れ に して も知 識 労

働 とそ の サ ポ ー トの た め の事 務 労働 の トー タル ・コス トか らみれ ば微 々た る

もの にす ぎない。 知 識 労 働 者 の 生産 性 の 向上 は,経 済 活 動全 体 の 中 で重 要 な課

題 に なっ てい るの であ る。

では知 識 労 働 者 は,具 体 的 に どの よ うな作 業 を行 って い る の で あ ろ うか。 ま

ず管 理 者(マ ネ ジ ャー)の 一 般 像 をみ る と,執 務 時 間の34%は 会 合 に より占

め られ,25%は 書 類 等 を読ん でい る。 ま た面談 時 間 は18% ,出 張 は11%

に な つ てお り,思 考 時 間 と電 話 に よる会 話 が 共 に6%を 占 め てい る
。 これ が 企

画 立 案 者(プ ラン ナ ー)に な る と,面 談(45%),会 合(21%) ,電 話

(14%),読 書(11%)そ して思 考(9%)の 順 とな る。 さ らに専 門 職 で

は,会 合(37%),面 談(27%),読 書(15%) ,思 考(10%),報

告 書 作成(7%),電 話(5%)と な っ て い る。

つ ま り・ 知 識労 働 者 は ,時 間 の大 半 を コ ミ ュニ ケー シ ョンに 費 して い るの で

あ る。 しか もそ の コ ミュニ ケ ー シ ョンの大 部 分は ,組 織 外 の人 々 とでは な く,

同 じ組織 内 の人 々 との間 で 行 わ れ てい る。 現 在 の 組 織 内 の情 報 構 造 に は コ ミュ

ニ ケ ー シ ョンを内 部 に閉 じ込 め る基本 的 要 因 がい くつか ある た め で ある
。 これ

は 官 僚機 構 に おい て典 型 的 に現 れ て くる。

官 僚機 構 では,外 部 の サ ー ビス対 象 か らの 要求 が 多様 化 す るに 従 い ,末 端 部

門 の細 分 化,専 門 化 が進 む傾 向 があ る 。 つ ま り新 しい要 求 に対 処 す るた め に 次
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々に 新 しい 部門 が追 加 され るわ けで,こ の結 果 管理 機 構 は 際 限 もな く肥 大 化 し,

管 理 は ます ます 困 難 に な って ゆ く。 部門別 細 分化 の問 題 は,内 部 の 部 門 間 の連

絡 パ イ プに よ り補 わ れ な けれ ば な らず,こ れ は 内 部通 信 の増大 を もた らす。 し

か も単に 外 部 サ ー ビス の都 度 に大量 の内 部 通信 が 必要 に な る とい うこと に どど

ま らず,組 織 内 の業 務 処 理 に関 す る規則 の変 更,あ るい は新 しい機 能 の 導 入 等

に よっ て組 織 の一 部 に変 化が 生 じた 場 合 に,部 門 相互 の 関 係 に非 常 に大 きな影

響 が もた らされ る とい うこ とで もあ る。 こ う した官 僚機 構 にお い ては,組 織 内

通 信 量 と組織 外 通 信 量 との比 率が50対1に もなる こ と もあなが ち珍 しい こ と

で は ない 。

1973年 の連 邦 政府 資料 に よれ ば,職 階 がGS1～GS8の 連 邦政 府職 員(給

一与レベ ル で7 ,000ド ル ～16,000ド ル)の 数 は全体 の55.9%に 達 してお り,

給 与総 額 は38.2%を 占め て い る。 この ク ラス の職 員 は,大 体 事 務 職 とみ なす

こ とが で きる。 知 識 労 働 者 とい え るGS9～GS13(同16,000ド ル～24,000

ドル)の 職 員 は,全 体 の40.3%で あ るが,給 与総 額 は53.4%に 達 して い る。

基 本 給 与 の 他 に,各 個 人 に対 す る各種 の手 当,年 金,オ フィ ス ・ス ペ ース,教

育 費等 の諸 費 用 を 考慮 す る と,平 均的 な知 識 労働 者1人 を維 持 す るた あ に は,

年 間5万 ドル以 上 か か る こ とに な る。

こ う した維持 コス トが 高 い知 識 労働 者 は,先 に の べた よ うに,サ ー ビスの 向

上 や 生 産 性 の改 善 に直 接結 び つ か な い組織 内 コ ミュ ニ ケー シ ョンに多 くの時 間

を費 して い る。 知 識 労 働 者 の作 業 環 境 の 効 率 化 とい うこ とが,コ ス ト要 素 と し

て最 も大 き な存 在 に な っ て きて い る とい うこ とは,こ こか ら も明 ら か であ る。

そ して この ビジ ネス ・コ ミュ ニ ケー シ ョン の ボ トル ネ ック の解 消 を 図る ため

求 め られ た もの,そ れ が オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョンで あ る。

事 務 労 働 の効 率 化 の担 い 手 と して注 目され る オ フィ ス ・オ ー トメー シ ョンで

あ るが,そ の 現 実 の 歩 み は遅 々 と した もの で あ る。 そ の 中 で も進 展が 著 しい と

いわ れ る ワー ド ・プ ロ セシ ングを 中心 視座 に据 え,以 下 に ア メ リカの 状況 を も

う少 し具 体 的 に展 望 してみ よ う。
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ハ ー ドウ ェ アは 万能 で はな い

「オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン を実 現す るハ ー ドウェア は全 て 既 に 存在 して

い る。 必要 なの はそ れ を使 い始 め る こ とだ。 」と述 べ る"識 者"も い る。 これ

は確 か に一 面 で はそ の通 りであ る か も しれ な い し,オ フィス ・オ ー トメー シ ョ

ンの推 進 の ため の 力 づけ と もな る。 しか し,実 践 的 な面 か らみ れ ば これ は全 く

の ウ ソで あ る。 種 々の ハ ー ドウ ェア装 置 が市 場 に 氾濫 して い るのは 事 実 だ が
,

そ れ らの 大 部分 は デ ー タ処理 の 分 野 か ら出 て きた もの で ,入 間 工学 とか オ フ ィ

スで の 日常 的 な使 用 とい うこ とに 関 し,全 くとい ってい い程 考 慮 が 払 われ て い.

ない のが 現 状 で あ る。 こ う した機 器 は,時 と してそ れ が解 決 す る問 題 よ り も も

っ と多 くの新 しい問 題 を生 み 出 す。 しか も大 てい は コス ト的 にみ あ わ ない 。

しか しなが ら先 に も述 べ た よ うに,オ フィ ス の生 産 性 を高 め な けれ ば な らな

い とい うこ とが,今 や誰 の 目に も明 らか に な って い る以 上
,何 らか の解 決 策 が

求 め られ ねば な らない。 多 くの ベ ンダ ーが そ れ ぞ れ の 奴解 決 策"を 携 え ,オ フ

ィス ・オ ー トメー シ ョン市場 に乗 り込 ん でい る。

ワー ド・プ ロセ ッサは そ の 典型 的 な例 で あ る
。 しか しい ぐ らす ば ら しい機 能

を備 え て い る とい っ て も,数 万 ドル もす る ワー ド ・プ ロセ ッサ を ,850ド ル

の タ イ プ ライ タ と1対1で 取 り換 え る とい うのは ,コ ス ト的 に で きな い 相談 だ。

そ こ で ベ ンダ ーが 提示 した の は,"プ ー リング"の 概 念 で あっ た
。 つ ま り,ワ

ー ド ・プ ロセ シ ン グを 集中 的 に行 うセ ン タ ー をつ くった方 が 効 率 的 で
,し か も

コス トは安 くなる ,と い うこ とで あ る。 デ ー タ処 理 の分 野 では 成 功 した 手 だ っ

た 。

これ に は重 大 な見 落 しが あ る。 秘 書 の 仕事 は タイ プだ け で は な いの であ る
。

電 話 の応 対,訪 問者 との応 接,予 定 管 理 な ど もタイ プと同様 重 要 な仕事 で あ る
。

ま た秘 書 と ボス の1対1対 応 を好 む者 もい る。 さ らに,タ イ プを一 ヵ所 で 集 中

的 に行 う とい うや り方 は,今 まで の 仕事 の進 め 方 には な じみ に くい とい うこ と

もある。

集 中化 した ワ ー ド ・プ ロセ シ ング ・セ ン タ ーが うま ぐ稼 動 してい る企 業 もあ
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る こ とは 事実 だ が,そ の大 部 分 は以 前か ら集 中 ダ イ ビ ング を行 って い た企 業 で

あ る。 多 くの ベ ンダ ーは,現 在 ワー ド ・プ ロセ ッサ の グルー プ化 利 用 を勧 め て

い る。"ダ イ ビン グ ・セ ンタ ー"よ りは企 業 組 織 に与 え る影響 が 少 いか らで あ

るが,そ れ で も大 て い の場 合 は 何 らか の組 織 替 え が 必要 とされ る。 た だ単 に ワ

ー ド ・プ ロセ シ ン グに あ わせ るた め に組 織 を替 え る とい うこ とは ,ま ず うけ入

れ られ難 い こ とで あろ う。

ワー ド ・プ ロセ シ ン グは,オ フィ ス ・オ ー トメー シ ョンそ の もの で は ない。

ワー ド ・プ ロセ シ ン グは オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ ンに 向 け ての ほん の 第 一歩

にす ぎない の で あ る。 しか しそ れ は最 も入 りや す い入 口で あ る。 現在 ア メ リカ

国内 で使 わ れ て い る ワー ド ・プ ロセ ッ サは30数 万 台 に のぼ り,毎 年 高 い成 長

を続 け て い る。 ワー ド ・プ ロセ ッサは 文 書 の作 成 や処 理 に大 き な力 を発 揮 し,

これが こ う した 利用 拡 大 を生ん で い る の だが,保 管 とか 検 索 とか伝 達 とい う面

では,ご く限 られた 機 能 しか持 って い な い。 この た め,事 務 合理 化 の た め に導

入 され た ワー ド ・プ ロセ ッサ が コ ピー ・マ シ ン と併 用 され る結 果,ま た 新 しい

書 類 の 山 をつ くり出す とい う事 態 を時 と して招 来 してい る。 しか も高 い 金 を払

って。

ワ ー ド ・プ ロセ ッサ を よ り安 く導 入 す る方 策 の1つ と して,最 近 で はOCR

との連動 シス テ ムが 注 目され つ つ あ る。OCRを 導入 す れ ば,全 ての タイ プ ラ

イ タは ワー ド ・プ ロセ ッサ の 入 力 ター ミナ ル と なる。 つ ま り通 常 の タイ プ 印字

をOCRフ ォ ン ト印字 にす れ ば よい ので あ る。(例 えばIBMの セ レク ト リック・

タ イ プライ タ では,印 字 ボ ー ル を換 え る だ け でOCRフ ォ ン トが 出 力 で き る 。)

ワー ド ・プ ロセ ッサの 入 力効 率 は普 通 の電 動 タ イ プ と同 じで あ るか ら,キ ー

ボ ー ドの ため に1万5,000ド ル も支 出す る 必要 は な いわ け だ。 入 力 はOCRで 行

い,ワ ー ド ・プ ロセ ッサ を編 集 に 使 え ば い い の で あ る。 技 術 革 新,特 に マ イク

ロプ ロセ ッサ技 術 の 進展 の 結果,OCRの 機 能 は大 幅 に 向上 し,か つ 価 格 も安

くなっ て きてい る。 現在 で はOCRは1万5,000ド ル以 下 で も 手 に 入 る よ うに

な った。 ワー ド ・プ ロセ ッサ とOCRの 組 合せ(そ して 勿論 通 常 の タ イ プ との
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組合 せ)は ・ ワー ド ・プ ロセ ッサを6～10台 導 入 した の と 同 じ 効 率 を もた

らす と も言 わ れ て い る。 しか も こ う した 使 い方 は,オ フ ィス の 組 織 とい う もの

に は影 響 を与え ない 。 つ ま り組 織変 更 を必要 と しな い とい う大 きな メ リッ トも

あ る のだ。

OCRは この よ うに ワー ド ・プ ロセ シ ング にお い て大 きな コス ト効果 を もた

らす もの であ る が,ワ ー ド ・プ ロセ ッサ の導 入 を減 らす とい う点 か ら,一 部 の

ベ ンダ ーはOCRの 利 点 を ユ ーザ ーに 知 らせ て こ なか っ た
。 しか しユ ー ザ ーの

意 識 の高 ま りや市 場 での 競 争 の激 化 が,こ う した 状 態 を変 え つ つ あ る。 同 時 に

ベ ン ダ ー側 も,長 期 的観 点 で み れば 結果 的 に市 場 拡 大 につ なが る との 認 識 に至

る よ うに なっ た。

ワー ド ・プ ロセ ッサ で の経 験 か ら,次 の こ とが ベ ンダ ー側 の 考慮 す べ き点 で

ある といえ よ う。第1に,現 在 オ フ ィス で使 わ れ てい る機 器 を統 合す る よ うな

もの で な けれ ば な らな い と い うこ とだ。 この 場合 ヒュ ーマ ン ・イ ン タ フ ェース

に,十 分注 意 を払 わ なけ れ ば な らな い こ とは 勿論 であ る。 第2は,コ ス ト効 果

が 高 いモ ジ ュ ラー ・シス テ ムを 開発 してゆ か なけれ ば な らな い とい うこ とで あ

る。 そ して同 時 に,拡 張 性 と他 の機 器 との イ ン タ フ ェー ス機 能 も持 た なけ れ ば

な らない。

機 器 の イ ンテ リジ ェン スに も注 意 が 向 け られ ねば な らない 。 ユ ーザ ー の介 入

操作 は最 小 限 で基 本 機 能 が行 わ れ,ユ ーザ ーは 日常 言語 で シス テ ムに アク セ ス

で きる ように す る必 要 が あ る。 第4点 は,例 え ば ワー ド ・プ ロセ ッサ に デ ー タ

・エ ン ト リーや 照 会機 能 を加 え る とい うように
,多 くの機 能 を有 す る機 器 の開

発 が 望 まれ る こ と。第5は,ア プ リケ ー シ ョンに応 じた専 用 の ソ フ トウ ェア開

発 の 必要 性 で あ る。 そ して ユ ーザ ー教 育 に も力 を入れ な け れ ば な らない
。 先 進

的 な ユ ー ザ ー を育 て て ゆ くとい うこ とは,そ の ユ ーザ ーか らの 受注 が 期待 で き

る とい うこ とだけ で な ぐ,実 例 と し てPRに も役 立 つ か らで あ る。 最 後 に言 え

る こ とは,オ フィ ス ・オ ー トメー シ ョンは,導 入 す る企 業 ,組 織 体 の 中 で実 践

的 に構 築 され る もの だ とい う認 識 を,常 に念頭 に 置 く必 要 が あ る とい うこ とで
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あ る。

ユ ーザ ー の姿 勢

では オ フィ ス ・オ ー トメ ー シ ョンの 主体 とな らなけ れ ば な らな い ユ ー ザーは

どの よ うな 態度 で 臨 まね ば な らない のだ ろ うか 。 一 口に ユ ーザ ー とい っ て も,

現 実 の姿 は そ れ こそ千 差万 別 で あ る。規 模 も違 えば 事 業 内容,組 織 形 態 も違 う

し,ニ ー ズ もそ して情 報 処理 や オ フィス ・オ ー トメー シ ョンに対 す る 関心 の高

さ,習 熟 度 も異 って い る。 オ フ ィス ・シス テ ムの 導入 や そ の計 画 担 当 者 も企業

に よ り様 々 で あ る。

こ うした一 様 で ない 集 団 に 対 し,1つ の抽 象 モ デ ル を押 しつ け る こ とは で き

ない。 ただ 共 通 して いえ る こ とは,社 内教 育 が 絶対 的 に必 要 で あ る とい うこ と

だ。 オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン ・シ ステ ム を最 も効 率 的,効 果 的 に運 用 す る

には,そ の 組 織 全 体 の協 力が なけれ ば な らない。 これ は大 企 業 では事 業 部 間の

十 分 な共 同体 制 が必 要 だ とい うこ とで もあ る。

組 織 の 中 の 人 間 は,ト ップ ・エ グゼ ク テ ィ ブか ら秘 書 に至 る ま で,た とえ シ

ステ ムの 間 接的 な ユ ー ザ ー にす ぎない と して も,シ ス テ ムが どの よ うに運 営 さ

れ,ど の よ うに作 動 し,ど の よ うに して効 率 化 を もた らす の か,と い う こ とを

知 らされ なけ れ ば な らな い。 そ して オ ー トメー シ ョン ・シス テ ムの 導 入 は,自

分 の 仕事 が 奪 われることで も,ま た 急激 な変 化 を伴 う もの で も ない こと も納 得 さ

せ られ なけ れ ば な らな い。

こ うした こ とは どの よ うにす れ ば実 現 で きるの か 。最 良 の方 法は,社 内 に推

進 者(グ ル ー プ)を 設 け る こ とで あ る。 推進 者 とは,導 入 を計画 してい る シス

テ ムの ハ ー ド/ソ フ トに 深 い知 識 を持 って い るだ け では な く,社 内 の ニ ー ズ も

熟知 して お り,そ の ニ ーズ と各種 のハ ー ドウ ェア との イ ンタ フ ェ ース とな る人

物(グ ル ー プ)で あ る。 各 種 の ハ ー ドウ ェア とは,例 えば ワー ド ・プ ロセ ッサ

であ り,フ ァク シ ミリや マイ ク ログラ フ ィ ッ クス機 器 で あ り,あ る い は ミニ コ

ン ピ ュー タや イ ン テ リジ ェン ト ・コ ピヤ ー な どで あ る。 ア プ リケ ー シ ョン ・二
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一 ズ が高 度 で あれ ば あ る程
,事 の成 否 は こ う した 推 進 者 の双 肩 に か か っ て くる

とい って も過 言 で は ない。 推 進者 は,シ ス テ ム導 入 の 初期 に於 ては ,う る さが

られ,疎 ん じ られ,ま た メー カー の代 理 人 と陰 口 をた たか れ る こ と もあ るか も

しれ ない。 しか しこ う したt'社 内 セ ール ス マ ン"は オ フィス ・オ ー トメ ー シ ョ

ンの成 功 に必 須 の条 件 な ので あ る。

内 部推 進 者 の 代 りに,外 部 の コ ンサ ル タ ン トを使 う とい う手 もあ る。 しか し

この場 合,コ ン サ ル タ ン トへ の依 頼心 が 大 き くな りす ぎる傾 向 があ り,そ うな

る と真 の成 功 はおぼ つ か な くな る。

'具 体 的 な機 器 の 導 入 とい うこ とに な る と
,そ れ に よ りもた らされ る コス トの

節 約 とい うこ とが 最 大 の 関心 と なる。 この た め には十 分 な事 前 調査 や 分析 が 必

要 で あ り,複 数 の メー カーの製 品 の 比較 検 討 も重要 で あ る。 選定 に 当 って は 拡

張 性 や他 の機 器 との イ ン タフ ェー ス 機 能 を 考 慮 し な け れ ば な らな い こ とは 勿

論 だが,メ ー カ ーの サ ー ビス体 制 や メ ンテ ナ ンス ・ポ リシ ー の検 討 を忘 れ て は

な らな い。 そ して 導 入 は,ま ず 試 験導 入 とい う形 で試 用 した 後 リー ス あ るい は

買取 に進 む方 が 賢 明 であ る。 メー カ ーの ア フ タ ー ・サ ー ビス ,そ して 引続 く技

術 革 新 に伴 う性 能/価 格 比 の向上 を考 え る と,機 器 の 導 入は レ ンタル な い しは

リース の 方 が 得策 か も しれ な い。 ちなみ に ワー ド ・プ ロセ ッサ の設 置 ベ ー ス の

7割 以 上 は リース で あ る と いわ れ てい る。

最 大 の,そ して最 も乗 り越 え難 い問 題 は,や は り人 間心 理 の 問題 で あ ろ う。

新 しい機 械 の 使 用 は 決 して難 か し くない こ と,現 在 の オ フ ィス にそ の ま ま導 入

で きる こ と,大 きな変化 を伴 った り入 間 関係 を預 っ た りしな い こと ,業 務 の遂

行 が うま くいか な くなっ た り業 務上 の秘 密 が 漏 れ る よ うな こ とは ない こ と,…

… といっ た認 識が 組 織 の隅 々 に まで 浸透 しなけ れば な らな いか らで あ る
。

入 間 心理 の問 題 が伴 う以 上,オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンの 歩 みは 漸 進 的 とな

らざ る を得 な い。 しか しそ れ は 同 時 に長 期 的 な展 望 と細 心 の 計 画 を伴 っ て い な

けれ ば な らな い。 デ ー タ処 理 技術 だ け で な く,入 間 工 学 や 各 種 行動 科 学 を フ

ル に動 員 して ゆか な けれ ば な らない の であ る
。 長 期 的 にみ た 場 合,こ の問 題 に
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対 す る一 つ の光 明が ある。 つ ま り,電 卓,ビ デ オ ・ゲ ー ム,各 種 の 電 子 的 な メ

ッセー ジ ・シス テ ムな どの下 で 生れ 育 った 世 代 が 次 々 と企 業 の一 翼 に 加 わ っ て

い る こ とで あ る。 良 かれ 悪 しか れ エ レク トロニク ス技 術 に慣 れ 親 しみ,そ れ に

頼 る こ と を当然 と してい る 世代 が 増 え て い る とい うこ と は,少 く と もオ フィス

・オ ー トメー シ ョンの進 展 とい う点 か らみ れ ば
,プ ラス要 因 といえ よ う。

オ ー トメ化 が もた らす もの

こ う して導 入 され た オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン ・シ ス テ ムは 何 を もた らす

の か。 そ れ は一 言 で言 え ば,1つ の"場 所"で ある オ フ ィス を1つ の"シ ス テ

ム"に 変 え る とい うこ とだ ろ う。

現 在 オ フ ィス労働 者 は,働 くため に オ フ ィス とい う場所 に 所 定 の 時 間 に 出勤

しなけ れ ば な らな い。 しか し一 担 この 場 所 に入 る と,電 話,会 話,会 議,管 理

手続 き等 々の非構 造 的 な ビ ジネ ス ・コ ミュ ニケ ーシ ョンの 渦 の 中に巻 き込 まれ,

自分 の 労 働時 間 を管理 す る こ とが 殆 どで き な くなる。 これ は,現 在 のオ フィス

・コ ミュ ニク ー シ ョ ンが同 時 的 で
,同 時 に話 し合 う こ とが 要 求 され るため で あ

る。

対 面 コ ミュニケ ー シ ョンは 最 も強 力 な情 報 交換 方 式 で あ る と 同時 に,最 も費

用 のか か る方 式 で もあ る。 電 話 に よる コ ミュ ニ ケー シ ョン も,オ フ ィス の 日常

作 業 を中断 させ る し,ま た1回 で結 ば れ な い こと も多 い。 議 論 の記録 が残 らな

い とい う欠 陥 もあ る。 会 議 は,し ば しば1入 の 人間 の 独 壇 場 と な る場 合 が あ る。

オ フィス ・オ ー トメ ーシ ョ ン ・シ ス テ ムは,こ う した同 時的 な ビジ ネス ・コ

ミュ ニケ ー シ ョンの 多 くを非 同時 的 に す る。 端 末装 置 を介 して,必 要 な相 手 を

"呼 び 出"し
,メ ッセ ー ジを 伝え る こ とが で き る。"呼 び 出"さ れ た 相手 側 は,

いつ で も都 合 のい い 時に,電 子 的 に記 憶 され たそ の メ ッセ ー ジを受 け 取 り,そ

れ に応 え る ことが で きる。 この場 合 同 時的 な会 話 は必 要 で な くな る。

コ ミュニ ケ ー シ ョンが 非 同 時 的 に な る こ とで,オ フィ ス労働 者 は 自分 の時間

を管 理 しやす くな る。 メ ッセ ー ジを受 け 取 る時 間 を,そ の受 け 手 が 決 定 で きる
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よ うに な るた め,中 断 に わず らわされ る こ とが 少 くなるか らで あ る
。 これ は結

果 と して コ ミュ ニ ケ ー シ ョンの質 の 向 上 を もた らす。

各 種 デ ー タ,メ ッセー ジ,フ ァイル が電 子 的 に 記憶 され る た め ,情 報 と人 々

へ の ア クセ ス能 力 が 増 強 され る。 各 人 は異 っ た執 務 時間 を持 て る よ うに な るの

で あ る。 端 末 装 置 を家 庭 に持 ち込 み ,自 分 の書 斎 で執務 す る とい う事 態 は,技

術 的 に は可 能 で あ っ て も,人 間心 理 の面 か ら当分 起 りえ ない と して も
,こ れ は

例 え ば時 差 の あ る地点 間 の コ ミュ ニ ケー シ ョンの 不便 の解 消 に決 定 的 な解答 と

な る。

管 理層 か らみ れ ば,オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン ・シ ス テ ムは ,プ ロ ジ ェク

トの状 態や そ の 他 の コ ミュ ニケ ー シ ョンを ,い つ で も容 易 に 提示 す る もの であ

る。 しか もそ れ は他 の人 々の 仕事 を中断 させ る こ とな く
,リ ア ル タイ ムに行 わ

れ るの で あ る。

下 の レベ ル の者 に対 しては,オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン ちシス テ ムは
,上

方へ の ア ク セ ス能 力 を提供 す る もの で もあ る。 電 子 メ ッセー ジ ・シス テ ム を通

じれ ば,従 来 は 殆 ど近 づ くこ との で きなか っ た 高 位 の管 理 者 に ,自 分 の意 見 や

ア イ デ ィア を伝 え る こ とが で き る よ うにな る の で あ る
。

オ フィス ・オ ー トメ ー シ ョン ・シス テ ムは また
,オ フ ィス の構 造 化 を明確 に

し,そ して 強 化す る もの で あ る。 そ してそ の結 果 オ フィス ・コス トは 明確 化 さ

れ,コ ン トロー ル し易 くな る。

この よ うに,進 展 は 漸 進 的 で あ っ て も,オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ ンが最 終

的 に もた らす新 しいオ フ ィス の姿 は ,現 在 とは か な り異 った もの で ある。 オ フ

ィス ・コ ミュニ ケ ー シ ョンの質 を根 底 的 に変 え る もの で あ る以 上
,そ れ は 現 在

の オ フ ィス での 仕事 の や り方 を根 本 か ら変 え る もの とい っ て い い だ ろ う
。
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お わ りに

ヨー ロッパで の苦 い経 験 を生 か し,農 業 中心 社 会 か ら工業 社 会 へ の移 行 をス

ム ーズ に行 った ア メ リ カは,今 度は 情 報 化社 会 へ 向 け て世 界 の先 頭 を歩 み つ つ

あ る。 世界 に 先駆 け ての 試み で あ り,当 然 試 行 錯 誤 も伴 お う。 しか しこ こでの

大 きなつ まづ きは,ア メ リカの世 界 に対す る リーダ ーシ ッ プの喪 失 に もつなが

っ てゆ くとの認 識 も生 れ てお り,各 種 科学 を総 合 しての オ フ ィス ・オ ー トメ ー

シ ョン論 が 盛ん に闘 わ され て い る。

オ フ ィス の生 産 性 をめ ぐる 問題 は,今 や 先進 諸 国に共 通 に語 られ る テ ー マ と

な って お り,ア メ リカで の先 駆 的 な試 み は各 方 面か ら注 目され て い る。

欧 米 の オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンの道 は ワー ド ・プ ロセ ッ サに よ り拓 かれ

て い るが,こ の背 景 に は タイ プ ライ タが 日常的 に 使 われ て い る とい う現 実 が あ

る。 漢字,片 カナ,平 が な と種 々の 表 記 文 字 を持 つ わ が国 で は,和 文 タイ プ ラ

イ タは特 殊 技 能 の一 つ で あ り,こ れ を大 前 提 と した 和文 ワー ド ・プ ロセ ッサ は,

少 く とも革 命 的 な入 力 方法 が 開発 され ない 限 り,ア メ リカで の ワー ド ・プ ロセ

ッサ と同様 の展 開 をみ せ る こ とは無 い だ ろ う。IDCも ワ ー ド ・プ ロセ シ ン グ

に関 す る調 査 レポ ー トの 中 で,ヨ ー ロ ッパ で もア メ リカ と同様 ワー ド ・プ ロセ

ッサの利 用 拡 大 が 進 む と予 想 しなが ら,日 本 をその 偉大 な る例 外 と して言 及 し

て い る。

しか し文 字 の 多 様 さは,一 面 で フ ァ ク シ ミリ技 術 の 発 展 を生 ん で い る。今 で

は 日本 の フ ァ クシ ミ リ技 術,そ して そ の市 場規 模 も世界 を圧 して い る。 こ うし

た点 だけ をみ て も,わ が 国 の オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョ ンが ア メ リカ とは異 っ

た発 展 の道 程 を辿 るで あ ろ うこ とは,容 易 に想 像 が つ く。 稟 議 制 や秘 書 の 使 い

方 な ど ビジネ ス の や り方 に も欧 米 と 日本 で は違 い が大 きい。

しか しだ か ら とい っ て ア メ リ カの経 験 が 日本 に 全 く無 縁 な もの とは い え な い。

そ れ は 多 くの 示 唆 に富 ん だ一 つ の,し か し重 要 な指標 だか らで ある。
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11NFO'78 ・情報省理展示会/会 議

1.lNFO'78の 概 要

ア メ リカのオ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンの 現状 と動 向 を調 査 す るに 当 り,ま

ず10月16日 か ら4日 間 シ カ ゴで開 かれ たINFO'78に 参加 した。 この会

議 は,規 模 ではNCC(全 米 コ ン ピュー タ会 議)に は お よば な い もの の,そ の テ

ー マは他 にな い ユ ニー ク な もの で ある
。

1.INFOの 経 緯 と 今 回 の 特 徴

INFOは,正 式 に はInformationManagementExpositionandCon-

ference(情 報 省 理 展 示 会/会 議)と い い,78年 で5回 目 を 迎 え,シ カ ゴ の

マ コ ー ミ ッ ク ・ブ レ ー ス(McCormickPlace ,Chicago)で 開 催 さ れ た 。 名

前 か らも 明 らか な よ うに,情 報 を い か に 効 率 的,効 果 的 に 管 理 し,企 業 経 営 に

生 か して ゆ くか,と い うの が 基 調 テ ー マ で,今 回 は 「情 報 化 時 代 に お け る 戦 略

的 プ ラ ン ニ ン グ 」が 主 題 と して 掲 げ られ た 。

INFOの 発 足 は,NCCの 発 足 に 端 を 発 し て い る。 つ ま り,従 来SJCC

(SpringJointComputerConference),FJCC(FallJointCom-

puterConference)の 名 で 春 と秋 に 行 わ れ て い た 世 界 的 な コ ン ピ ュ ー タ会

議 が,73年 か らNCCと し て 統 一 され,毎 年 春 に 開 催 さ れ る よ う に な っ た た

め,秋 季 の 穴 をINFOで 埋 め よ う とい うの が 当 初 の 狙 い だ っ た わ け だ 。同 時 に

技 術 者 志 向 のNCCに 対 し,マ ネ ー ジ ャ ー志 向 とい う特 色 も打 ち 出 され た 。NCC

に 比 べ,よ リユ ー ザ ー ・オ リ エ ンテ ッ ドな 会 議 で あ る と い う こ とが で き よ う。

会 議 はAMA(AmericanManagementAssociation;ア メ リカ経 営 協会)が,

そ し て 展 示 会 はClapp&Poliak社 が マ ネ ジ メ ン トを 行 っ て い る
。 会 議 は,
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① 情 報 管理,② 情 報処 理 技 術,③ オ フィス ・オー トメー シ ョン,④ スモ ール ・

ビジネス ・シス テ ム,そ して⑤ 産業 別 セ ッ シ ョンに 分 け られ ,約70の セ ッ シ

ョンで延 べ200人 以 上 の講 演 が行 わ れ た。 展示 会 は7万 平 方 フィ ー トと前 回

(ニ ュ ー ヨー ク)の 倍 近 くの スペ ー スに200社 が 出 品 した。

参加 総数5万7,000人,出 品企 業350社 を数 え た78年 のNCCと ま で は

い か ない が,INFO'78の 参 加 者 は これ まで の最 高 の1万7,000人 を 記 録 し,

展示 スペ ー ス は第1回NCCと 同 じ規模 で あ った。 こ れ はNCCと は 一 味 違 う

INFOが,規 模 の点 でNCCの 追 撃 に入 った こと を示 唆 す る もの と受 け とめ る

こ とが で き よ う。

展示 で注 目され た こ とは,CDC以 外 の 主要 メイ ン ク レー マーがそ ろっ て 出

品 した こ と,初 参 加 出品 企 業 が 一挙 に60社 もふ え た ことな どが あ るが,NCC

に こ こ2年 程 出 品 してい な いHewlett-Packardが 初 めて参 加 し た こ と,IB

MのDPD(デ ー タ ・プ ロセ シ ン グ部 門)が 出品 した こ と(従 来 はGSDとOPD

のみ が参 加),そ してNCRが 展示 スペ ー ス を一 挙 に5倍 に した こ と な ど も注

目を集 め てい た。

5大 テ ー マの も とに さ ま ざ ま な セ ッ シ ョンが並 行 して行 わ れ,合 計2,600名

にの ぼ る出席 者 を数 え た 。4日 間 の会 議 登録 料 が225ド ル とい うこ と を併 せ

考 え る と,こ の数 字 は注 目に 価 す る といえ よ う。

表1は セ ッシ ョン ・プ ログラ ム を ま とめ た も の で あ るが,タ イ トルが あい

ま い な セ ッシ ョンも少 くな く,参 加 者 を とまどわせ る とい った 状 況 も見 うけ られ

た。 この点 に つ い て は,プ ログ ラム ・チ ェア マ ンの エ ドワー ド ・ブ ロック博 士

(Dr.1.EdwardBlock)も その 不 十 分 だ っ た点 を認 め て い た。

会 議 で は,デ ー タ処 理 の新 しい時代 を迎 え つ つ あ る,と い う見 解 が 多 く示 さ

れ て いた。 「分散 処 理 へ の 移 行一 そ の 前提 条件,計 画 そ して管 理 」と題 され た

セ ッ シ ョンで,Deere社 の 分散 処 理 担 当 マネ ー ジ ャー ,ラ リー ・D・ ウ ッズ

(1・arryD・Woods)氏 は,こ れ を 「デ ー タ ・コ ン トロー ル,ユ ー ザ ーの 時代 」

と呼 ん でいた 。
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表1:INFO',78 セ ッ シ ョ ン ・ プ ロ グ ラ ム

午
★CrossroadsinInformationManagement[1][2][3】 【4]

前
★NewOpportunitiesfortheDPManager[1】[2]【4]

★ProgressinOff五ceAutomation【3]

一 一 一 一 ー 一}一 一 ー ー ー ー ー ー ー 一 一 ー 一 一______ __

★InformationSystemsPla皿ingforthel980CorporateEnvironment国

10/16 午
★PlanningfortheMergingTrendsinComputerArchitecture【2】

★OrganizingaLargeCorporationfbrOfficeAutomation[3]

★OCRinOfficeAutomation【3]

★TrendsinInformationStoragefbrOfficeAutomation【3]

後
★WhatYouNeedtoKnowtoAchievea``No-Non・Sense"

Profitable,andSuccessfulSystem[4]
、

★EconomicandBusinessForecastingin``What-IP'Planning[5】

★LongRangePlanningforDataCommunicationsI1]【2]

★ProjectManagementTec㎞iquesandStandardsfbrEDP【1】

★InteractiveGraphics・NewApproachestoDataAnalysisforManagement

午 PlanningandDecisionMaking{2]

★ConvertingtoDistributedDataProcessing・Prerequisites
,Plannmg,and

ControLPartlof2[2]

★The``19800ffice"-AViewfromtheTopI3]

★MatchingWordProcessingConnguratiohstoOrganizationalStructures【3]

10/17

前

★GettingStartedinWordProcessing[3]

★ProgressinElectronicMail .Partlof2【3]

★FortheUserWhoHasaSmallBusinessMinicomputerSystem・What'sNext?

[4]

★InformationSystemsforBudgetingandAnnualPlanningandReview[5]

一 一 一 一 一 一 一 一 ー 一 一 ー ー ー ー ー 一__ _______

★CapacityPlanning-ANecessaryComponentδfDPManagement田

午
★HumanResourceManagementtoIncreaseProductivity[1]

★ConvertingtoDistributedDataProcessing・DataBaseConsiderations
.

Part20f2[2]'

★TrendsinManufacturingInformationSystems[2][5]

後 ★ImplementingaWordProcessing/AdministrativeSupportSystem[3】

★ProgressinElectronicMail .Part20f2131
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10/18,

午

前

午

後

★ .PrepackagedSoftwareforSmallBusinessMinicomputerSystems

★StrategicPlanningand"What・lf"PlanningModels[5】

[4][5]

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

ManagingtheProliferationofMinicomputers田

ProductiVityPlanningtolncreaseSystemImpactonOrganization

Performance[1]

ImprovingProductivityinSoftwareDevelopment[1】

Front・endSystemstoSpeedUpandImproveDataEntry[2】

EvaluationandAssessmentofDistributedDataProcessing

intheManufacturingEnVironment[2][5]

EvaluationandAssessmentofDistributedDataProcessinginBanking
'【2】[5】

On・lineInsuranceApPlications-CaseStudies[2】[5】

PlanningforaDataBase[2]

IndustryApplicationsforWordProcessing[3]

SystemPlanningforIntegratedWordProcessingandDataProcessing[3】

TrendsinPhotocompositionSystemsfortheWoldProcessing

EnVironment[3]

MarketingInformationSystemsinConsumerOrganizations【5】

ManagingtheEDPResource-ATopDownViewforHospital

Management[5】

ProductiVityPlanningandControlfortheComputerSystems

Organization[ll

PlanningforDisasterRecovery【1]

Sy・t・m・t・SpeedUp・nd㎞P・ …D・t・O・tp・t・ndDissemin・ti・n・[2]

Insuran㏄NetworkDirectionsandSurvey

NewDevelopmentsforDataBaseLongRangePlanning

ReportonWordProcessingSystems1978

0fficeAutomationinCommercialBanks

[2][5]

[2]

[3]

[3]

HumanFactorsConsiderationsinCreatingOfficeSystemsChange

WhattheSmallBusinessExecutiveNeedstoKnowAboutSmall
BusinessComputerSystemsBefbreCommitment[41

TrendsinSystemsforMaterialsManagementandProductionPlanning
inaManufacturingOrganization[5]

[3】
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★ OfficeAutomationinCommercialBanks 15]

★ MakingEffectiveUseoftheHospitalFinancialSystem

forManagementPlanningandDecision Making 【5】

★ PlanningfbrtheEDPAudit 【1】

★ PreparingtheFeasibilityStudyfbraNew ApPlication [1]
★ ComputerandCommunicationsSecurity R)rData

午
Processing [IH2】

★ TrendsinSystemDevelopmentforhlternationalBanking 【2】

★ TechniquesinDataBaseAdministration [2】

★ OfficeAutomationintheInsufanceIndustry [3H5]

★

★

WordProcessingtoStreamUneOfficeOperationsinHospitals

StrategicPlanningfortheAutomatedOffice

【3]【5]

【3】.

★ ClinicalTreatmentofCommonProblems inhstalling
10/メ9

前
YourFirstSmallBusinessComputerSystem [4】

★ TrendsinSystemsforOrderEntryandDistribution

inWarehousingandManufacturingOrganizations 【51

★ SystemsOptionsforTrustManagement andTrustProntabihty 【5]

『 『 一 ー ー ー ー 一 一_一 一 一 ー 一 一 一 一 一 一 一
'

★ SystemIntegration-AManagementStrategyfor

午 InsuranceCompanyOperationsofthe1980's [2H5]
★ PatientInformationManagementSystems-1978

andBeyond
【2][5]

★ ImpactofTechnologyontheBankingIndustry

後 inthe1980's [2川51

★ DistributedFinancialSystemsintheManufacturing

Environment 【5】

w

〔注〕[1】

[2]

[3]

[4]

[5]

;「 情 報 管 理 」 関 連 セ ッ シ ョ ン

;「 情 報 処 理 技 術 」 関 連 セ ッシ ョ ン

;「 オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン」 関 連 セ ソシ ョン

;「 スモ ー ル ・ビ ジネ ス ・シ ス テム」 関 連 セ ッシ ョン

;産 業 別 セ ッ シ ョ ン
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また,DataGeneral社 の マ ー ケ テ ィ ング ・システ ム ・マ ネ ー ジ ャー,ハ

リー ・フ リー ドマ ン(HarryFriedmann)氏 は,「 カル チ ャー ・レベ ル で みれ

ば,コ ン ピュ ー タは 広 く受 け 入 れ られ て お り,ま た 望 ま れ て い る 」と述 べ,さ

らに 「今 や わ れわ れ は非DPリ ソー スの 開発 に努 め,単 純 な技 術 指 向 の 考え 方

か ら抜 け 出 さ なけれ ば な らない。 技 術 偏 重 の 考 え方 は シ ョー ビニ ス ム を生 むだ

け だ 」と語 った。

「大企 業 にお け る デ ー タの構成 につ い て 」と題 す る講 演 でUnitedAir-

lines社 の ダ ビッド・R・ コ ー ン ウォー ル(DavidR.Cornwall)氏 は,次 の

よ うに語 って いた。 「専 門家 の い うこ とが 正 しい とす れ ば,企 業 活 動 が コ ン ピ

ュー タ ・パ ワー に よって受け る利 益 は信 じられ な い くらい大 きい。 コ ス トが下

が る に つ れ,需 要 は 急上 昇 して ゆ こ う。 将 来 の ビジ ネスの た め に,そ の基 礎 を

構 築 して ゆか なけ れ ば,わ れ わ れの ビジ ネスは 崩壊 の道 を辿 るだ ろ う。 トッ プ

・マ ネ ジ メ ン トに向 け られ るべ き言 葉 は こ うだ。 わ れ われ は80年 代 の情 報化

企 業 を創 ろ うと して い る。 これ を達成 で きた 企 業 が競 争 の 中で,主 導 権 を持 つ

こ とが で きる の だ。 」

こ う した技 術発 展 が ひ き起 す変 化 の重大 性 に対 す る警 告 は,基 調 講 演 で も行

われ て い た。 講 演 資料 に よれ ば,ArthurAnderson社 の ウ ィ リア ム ・J・

ミュ ー ラー(WilliamJ.Mueller)氏 は,一 般 的 に コ ン ピ ュー タの重 要 性 は

知 られ てい るが,新 しい技 術 発展 の 及ぼ す 影響 の重大 さ を十 分 に理解 してい る

マ ネ ー ジ ャーや ユ ー ザー は きわ め て少 な い,と 述 べ,シ ス テ ム計 画 とそ の実 施

過 程 の 責 任 と権 限 を有 す る 「イ ン フォ メー シ ョン ・マネ ー ジ ャー 」の 必 要性 を

説 い て い る。(基 調 講 演 は16日 の午 前 中に行 われ た 。)

DistributionManagementSystems社 の コー ネ リアス ・ピー ター ソ ン

(CorneliusPeterson)社 長 も,技 術 発 展が ひ き起 す 変 化 に つ い て語 ってい

た 。

1一 般 家庭 向 け に,個 人用 コ ン ピュー タの宣 伝 が行 われ る よ うに なれ ば,今

の コ ン ピ ュ ー タ専 門技 術 者 が 考え られ てい る よ うな,一 種 の神秘 性 とい った も
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表2:展 示 会 出品企 業(ア ル フ ァ ベ ッ ト順)

AddressographMultigraphCorp,

VaritypeFDivision

AdministrativeManagement

Advan⊂eAccessGroup,lnc.

AmericanComputerApPraisalService

AmericanTdephoneand

TelegraphCompany

Ame「icanTerm[na

AmericanUsedComputer

Corporation

AmeslnformationSystems

AmpexCorporation

AndersonJacobson,lnc.

ApPliedComputerSystems

AppliedDataResearch,lnc,

AppliedDigitalDataSystems,lnc.

ArteclnternationalCorp.

AstrocomCorporation

AtlanticResearchCorporation

AtlanticSoftwarelnc.

AuerbachPub巨sherslnc.

AveryLabel

lLeaslngCompany

BankersBox/recordsstoragesystems

Basic/FourCorporation

BasicTimesharing.lnc.

BoeingComputerServiceslnc.

BowneTimeSharing

BurroughsCorporation

BusinesslnformationSystems,lnc.

COrvlSERVCorporation

CPTCorporation

Ca【comp

CentronicsDataComputerCorp.

QncomSystems,lnc.

CiticorpSalesManagementSystem

CodexCorporation

CognitronicsCorporation

ComDataCorporation

CommercialMai[ingAccessories,lnc.

ComptekResearch

CompudataSystems,|nc.

CompugraphicCorp.

CompuServlncorporated

ComputerDecisionstvtagazine

HaydenPublishingCompanylnc.

ComputerDeviceslncorporated

Computer-LinkCorporation

ComputerRoomers,hc,

ComputerTransceiverSystemslnc.

CornputerWE)rehouse

Computerw。rld,lnc,

ComputoneSysヒems,lnc,

ConsolidatedComputer

lnternationa1.lnc.'

CorporateSystemsMagazine

Cu[linaneCorporation

Cummins-AIIisonCorp,

(二urtis|000

DASDCorporation

DatalOO(=orporation

DataPackagingCorp.

Datagraphix,lnc.

DatamationMagazine

TechnicalPub[ishingCompany

DatapointCorporation

DataproResearchCorporation

Datatab,hc.

Datawarelnc.

DecisionDataComputerCo.

DennisonManufacturingCompany

OfficeSystemsDivision

A.B.DickCompany

A.B.Dick/ScoU

DictaphoneCorporation

DigitalAssociatesCorporation

DigitalCommunications

Associates,lnc,

Dun〔}BradstreetInternationa)Ltd.

DurangoSystems,|nc.

DynatechDataSyslems

EastmanKodakCompany

BusinessSystemsMarketsDivision

EverReadyLabelCorporation

FinancialComputerCorporation

GeneralAutomationInc.

GeneralE]ectriclnstrumehtatione

CommunicationsEquipmentService

GenesisOneComputerCorporation

H/GProfessionalForms、

HamiltonSorter

HazeltineCorporation

HendrixE|ectronicsInc.

Hewlett-PackardCompany

IBMCorporation,

DataProcessingDivision

GeneralSystemsDivision

OfficeProductsDivision

ICC/Milgo

l.O.A.DataCorp.

lmageSystems,[nc.

lnfodataSystemsInc.

]nfonational/OnitedComputing
lnrorex,lnc.

lnformatiCShc.

lnformationDesign,Inc.

lnformationProcessing,lnc.

lnformationSciencesCompany,Division

o『planningResearchCorporation

lnformer,lnc.

InfOSyStemSMagaZine

HitchcockPublishingCompany

ln「oton|nc,

lnput

lnsyteDatacomCorporation

lntelligentSystemsCorporation

lnterfaceMechanismslnc,

lnternationalComputerPrograms,lnc.

lnternationalDataCorporation

lnternationalSystemslnc.・

JacquardSystems

JanesvilleDataCehterlnc,

KeyTronicCorporation,

OCRDivision

LCSCorporation

LanierBusinessProducts

BradLaycockandAssociates

LearSieglerlnc.

DataProducts

LexitronCorporation

MRISystemsCorporation

MSIDataCorporation

ManagementScienceAmerica ,lnc.

MartinMariettaDataSystems

MathematicaProductsGroup,lnc .

McCormackandDodgeCorp.

MegadataCorporation

MicomDataSystems,lnc,

MicrodataCorp.

MicroformCommunications

lnternational,Ltd、

Micrographics,lnc.

MiniComputerSystems ,lnc.

MinicomputerAccessoriesCorp,

Minicomputer卜lews

BenwillPublishingCorporation

3MCompany,

lnformationManagementDept .

MiCrofi]mProductsDivision

MitronSystemsCorporation

ModernOfficeProcedures

NBI,lnc,

NCI,lnc.

NCRCorp.

NECInformationSystems,lnc.

NanodataCorporaヒion

NashuaCorporation

NationalBlankBookCo.,lnc.

NationalComputer

CommunicationsCorp.

NationalComputerSystems,lnc.

NationalElectrたContro]Co.

Nichols&Company,lnc.

NixdorfComputerCorporation

TheOfficeMagazine

OfficePublications,lnc,

OlivettiCorporationo「America

OpticalBusinessMachines,lnc.

OxfordPendaflexCorporation

PansophicSystemslncorporated

PerformanceDevelopmehtCorp.

PerkinElmerDataSystems

PhilipsBusinessSystems,lnc.

PlexusCorporation

ProgramProductslncorporated

PryorCorporation

QantelCorporation

Quantor,lnc.

QumeCorporation

Racal-Miigo,lnc.

RapたomCorporation 、

Realist,lnc.

ResourceDataSystems

RingKingVisibles,Lnc.

Roya|BusinessMachine,lnc.

RuscoElectronicSystems

SDl

Sabar,lncorporated

SavinBusinessMachinesCorp..

SmallSystemsWorld

So廿wareAGof卜{orthAmerica,|nc.

Sb『twareInternationalCorp.

SonyCorporationofAmerica

SPectronCorporation〆
SperryUnivac

Sunln「ormationSeMces

SupremeEquipmentε)Systems

Corporation

Sycor,lnc.

Systoneticslnc.

TandemComputers,lnc.

TeleramCommunicationsCorp.

T…lerayDivision,Researchlnc,

TelesystemsNetwork,lnc.

TdetypeCorp.

TeleVideolnc.

TeXaSlnStrUmentS,lnC.

3MCompany,

lnformationManagementDept.

MicrofilmProductsDivision

TiffanyStandandFurnitureCo,

〔∫arCO,lnc.

Vシdec,lnc.

WangLaboratories,lnc.

Washingtonaniversity

CenterfortheStudy

forDataProcessing

WestinghouseElectricCorporation

WilsonJonesCompany

WordProcessingReport

WordProcessingWorld

XeroxComputerServices

XeroxCorporation

TheYankeeGroup
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の は 消滅 して い くだ ろ う。 しか し,コ ン ピ ュー タ技 術 者 が 自分 の会 社 の基 本的

な構 造,そ して分 散処 理 の 基 礎 概 念 を十 分 理 解 し把 握 で きた な ら,こ れ は逆 に

利 点 と して作用 す るこ とに な る 」

「ミニコン ピュー タを使 う よ うに なっ た人 間 は,新 しい技 術 を 習 得 す る と と も

に 自分 の視 野 を広 め る よ うに な る。 つ ま り,自 分 の 仕事 の役 割 を,初 め て全 体

との 関連 か ら把 え る よ うに な るの で あ る。 企 業 の従 業 員 は,技 術 革 新 を よ り身

近 な もの と して感 じる よ うに な るのだ 。 コ ン ピュ ー タを気 軽 に使 うこ とで,デ

ー タベ ー スが遠 隔 地 か ら も使 わ れ る ように な り,技 術 を マ ス ター した とい う自

覚 が 生れ て くる。 」

「コ ン ピュー タは 問 い に答 え,ま た 問 い返 し,あ るい は指 示 を与 え て くれ る。

しか し,最 終 的 に は人 間 に従 う もの な のだ 。 コ ン ピュー タは,も は や恐 ろ しい

もの で も強 大 な もの で も,ま た わ け の わ か らない もの で もな く,役 に 立 ち優 し

く,そ して理 解 で きる僕 な の で あ る 」 ピー ター ソ ン氏 は,分 散 処理 に 関 す る講

演 を この ように しめ く くっ た。

2.「 将 来 の オ フ ィス 」へ の 関 心

「オ フ ィ ス ・オ ブ ・ザ ・フ ュ ー チ ャ ー 」,「 オ ー ト メー テ ッ ド ・オ フ ィ ス 」

な ど と もい わ れ る いわ ゆ る オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ンに 対 す る 関 心 は,急 速

な 高 ま りを み せ て い る が,情 報 の 効 率 的 管 理 を 標 榜 す るINFOに と っ て,こ れ

が 大 き な 柱 に な っ て い る の は 当 然 と い え ば 当 然 の こ と で あ る 。 そ して 事 実,オ

フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン に 関 した セ ッ ン ヨ ン は,大 会 議 場 で 開 か れ,多 くの

参 加 者 を 集 め て い た 。

コ ン サ ル テ ィ ン グ会 社 と して 名 高 いADL(ArthurD.Little)社 の ロ バ

ー ト ・フ ロ ン グ(RobertL.Fronk)氏 は,電 子 郵 便 に 関 す るセ ッシ ョ ンで

「将 来 の オ フ ィ ス に お け る 電 子 郵 便 」 と題 す る講 演 を 行 い,マ ネ ー ジ ャ ー の 役

割 増 大 に つ い て論 じた δ

そ れ に よ れ ば,オ フ ィ ス ・マ ネ ー ジ ャ ー に は,事 業 運 営 シス テ ム に 対 す る よ
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り以 上 の 管理 権 が 与 え られ る よ うに なるだ ろ うとい う。 これ は 新 しい オ フィス

を形 づ くる諸機 器 に よ り,企 業 活動 を よ り広 い見地 か ら見 る こ とが で き る よ う

に な るた め であ る。 もは や,1つ の製 品が 主 流 を 占 め る とい うよ うな こ とは な

くな るだ ろ う。 デ ー タ処 理 部 門 は,そ のDPン ステ ムが複 雑 で あ る とい うこ と

の た め に,他 の一 般 事 業 部 門 と切 り離 され て きた。 しか し将 来 に おい て は ,D

P部 門 は 企業 体 の 一 構成 要 素 と して機 能 して ゆか なけれ ば な らない 。 それ は数

字 の処理 を行 い,企 業 の持 つ メ イ ン ・ファイ ル を扱 い ,ペ ーパ ー ・ワ ー クを行

い,そ して情 報 フ ロー の ス イ ッチ ング を行 うの であ る
。 一 方,企 業 内 の各所 に

置 か れ た ワー ク ス テー シ ョ ンでは,ま す ます 多 くの 処理 が行 わ れ る よ うにな ろ

う。

ス マ ー ト ・コ ピ ア ー も 使 わ れ る よ うに な る だ ろ う
。 セ ー ル ス ・マ ン は ポ ー タ

ブ ル ・ワー ク ス テ ー シ ョン と で もい う よ う な も の を 持 ち歩 く よ うに な る だ ろ う
。

そ し て さ ら に マ ネ ー ジ ャ ー が タ ー ミナ ル に 向 か っ て すわ り
,コ ン ピュ ー タ に

話 しか け る だ け で ・ 多 くの 書 類 を 読 ま な け れ ば な ら な い 今 の マ ネ ー ジ ャ ー よ り

も,は るか に多 くの情 報 を把 握 し管理 す る こ とが で きる一 この よ うな 日が
,

い つ の 日か 訪 れ る だ ろ う と 予 測 して い る
。

Exx・n社 の スSyレ ー ・M・ ウ ・ ラ ン ド博 士(D・ .St・n1・yM.W。lland)

は,同 じ セ ッ シ ョ ン の 中 で 「 オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー ン ヨン の 概 念 」 と題 す る 講

演 を行 っ た 。 そ の 中 で 同 博 士 はBCS(ビ ジ ネ ス ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン・ンステ

ム)と い う言 葉 を 使 っ て 将 来 の オ フ ィ ス 像 を論 じた
。 同 博 士 の い うBCSと は,

デ ー タの 創 出(ク リエ ー シ ョ ン)か ら廃 棄(デ ィ ス ポ ー ザ ル)に 至 る7つ の 要

素 か ら な る も の で,一 部 は す で に オ ー トメ ー シ ョ ン化 が 行 わ れ て お り
,ま た 他

の も の は オ ー トメ ー シ ョ ン化 へ 至 る種 々 の 段 階 に あ る とい う
。

ぞ?オ フ
ィ ス ・オ ブ ・ザ ・フ ュー チ ャ ー"と は 何 か とい う こ と に 関 し

,同 博 士

は,1つ の 明快 な 答 と い う も の は な い とい う
。 「 オ ー トメ 化 さ れ た オ フ ィ ス の

最 高 の 形 と い う もの は な い 。 使 う人,ま た採 用 す る 組 織 の ニ ー ズ に よ り異 な っ

て くる の だ 。」
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INFO'78展 示 会風 景

この 言葉 か ら も明 らか な よ うに,講 演 者 に よ り"オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョ

ン"の 概 念 は 少 しず つ異 な って い た。 しか し,大 部 分 の講 演 で共 通 して語 られ

た こ とが あ った 。 人 間 の心 理 的 側 面 であ る。 い ろ い ろ な セ ッシ ョン,講 演 で

ヒ ュー マ ン ・フ ァク ターの 重 要 性 や,オ フ ィスの 自動 化 を進 め るに 当 っ て の職

員教育 の 重要 性 が論 じ られ て いた。

前述 した電 子 郵便 に 関 す る セ ッ シ ョンで,CommercialUnionLeasing

社 のケ ネス ・G・ ウ ィル キ ン ソン(KennethG.Wilkison)氏 は次 の よ うに

語 った。 「社 長 自 らが オ フィ ス ・オ ー トメー シ ョン ・シス テ ムを使 う よ うに な

れば,そ この 全従 業 員 も使 う よ うに な るだ ろ う。 」フ ロン ク氏 は,社 内 で の利

用 を広 め るた め に は,使 っ てお も しろい シス テ ムに しなけ れば ダ メだ とい う。

こ の例 とい え るか ど うか わ か らないが,ワ ー ド ・プ ロセ シング ・シス テ ムで

お も しろ い例 を紹 介 した 講 演 者が いた 。 そ の システ ムは,間 違 っ て入 力 した の

を訂 正 す る と きに押 す キ ー に,『 しま っ た!』 と書 いて あ る とい う。 また,お

も しろい エ ラー ・コー ドを表 示 す るCRTな ど につ い て も話 され た。

オ フ ィス の将 来 動 向 を論 ず る時,や は りIBMの 動 向 とい うもの に も注意 を
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向 け な け れ ば な らな い 。 こ の と こ ろ とみ に 名 が 知 られ る よ うに な っ た,ACT

(AdvancedComputerTechniques)社 か らは,ロ バ ー ト ・フ ァ ー テ ィ グ

(RobertFertig)副 社 長 が 招 か れ,「1980年Vak・ け るIBMシ ス テ ム の

影 響 」 と題 す る 講 演 を 行 っ た 。

こ の 中 で 同 氏 は,IBMは 今 移 行 期 に あ る と語 っ て い る。オ フ ィ ス市 場 ,サ テ

ライ ト,ス モ ー ル ・ビ ジ ネ ス ・シ ス テ ム,そ して さ らに は ホ ー ム ・コ ン ピ ュ ー

タ の 比 重 を 増 大 さ せ つ つ あ り,一 方 い わ ゆ る メ イ ン フ レ ー ム 市 場 へ の コ ミ ッ ト

メ ン トは 減 少 し つ つ あ る とい う。

同 氏 は,さ らにIBMの 企 業 組 織 に つ い て も言 及 し,80年 ～81年 ま でに は

IBMはGM(GeneralMotors)の よ うな持 株 会 社 と子 会 社 とい う形 態 を と り
,

そ の 子 会 社 間 の競 争 も促 進 され る だ ろ う と述 べ た 。

次 にINFO'78(ρ オ フ ィ ス ・オ ー トメー ン ヨ ンに 関す る セ ッ シ ョ ン の 資 料 を

2,3訳 出 し,紹 介 す る。

ぷ憲㌘ 、
… 一〔 ÷

密事 李
、

撫 選が
禰6's＼

.、～

一 心P

鹸

鐘

INFO,78会 議 風 景
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2オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ ン の 概 念

原 題:TheConceptofOfficeAutomation(Abstract)

講 演 者:Dr.StanleyM.Welland

DivisionHead,ReferenceServices

ExxonCorporation

期 日:1978年10.月17日

本 稿 では,オ フ ィス ・コ ミュニ ケ ー シ ョンの問題 点 と将 来 性 を取 扱 い,オ フ

ィス ・リソース ・ユー テ ィ リゼ ー シ ョン,そ の方 法 と プ ロ ンー ジャ ー を分析 す

る。 オ フ ィス とい う場 合,従 業 員 が 会社 の ビ ジネ ス活動 の 遂行 のた め 必 要 と し

且 つ ビジネ ス上 の決定 に要 す る手 段 をす べ て具 備 した 環境 を意 味 す る。 オ フ ィ

スは,「 ビ ジネ ス ・コ ミュニ ケー シ ョン ・シス テ ム 」,BCSを 構 成 す るす べ

て の従 業 員 レベ ル を包 含 す る もの で あ る。

企 業 又 は機 構 では既 存 のBCSを 使 用 して お り,BCSは そ れ ぞ れ の ビ ジネ

ス環 境 に独 特 な もの とな って い る。 が,一 般 化 は 可能 で あ るbBCSを 理 解 し

又 分析 す るた め,こ れ を7個 の ブ ロ ック又 は コ ン ポ ー ネ ン トに分 け て定 義 づ け

た。7個 の ブ ロ ック とは,作 成,デ ー タ収 集,プ ロ セ ッサへ の イ ン プ ッ ト(キ

ー ・イ ン) ,拡 張,分 散,蓄 積 及 び検 索,そ してデ ィスポーザルをい う。 各 コ ン

ポー ネ ン トに 対す る新 機 器 テ クノ ロジーのアプ リケーシ ョン,並 び に事 務 機器,シ

ス テ ム,機 構 及 び 人間 的 側 面 の統合 が い わ ゆ る 「未 来 のオ フ ィス 」と よばれ る

もの で あ る。

「未来 の オ フ ィス」 に於 け るエ レク トロニ ック ・メー ル(電 子 郵 便)を 上 記方

法 論 に従 っ て分 析 す る。 分析 作 業 に於 い て は,最 新 の オ フ ィス ・テ ク ノ ロジ ー

を も とめ る誘 因 と,そ れ に伴 な う利点 も論 ず る こ と とす る。
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オ フ ィス ・オ ー トメ ーシ ョンの概 念

は じめ に

オ フ ィス環 境 に過 去 及 び 現 在 影 響 を与 え てい る新 しい テ ク ノ ロジー につ い て

は十 分 読 ん だ り,聞 いた りしてい る こ とと思 う,こ う した テ ク ノ ロジー の数 は

近 年 増 加 の 一途 を た どっ てお り,近 い将 来 い っそ うの増 加 が 予 想 され てい る。

ビ シ不 ス ・コ ミュニ ケ ー シ ョンの処 理 の 仕方 ,従 っ て機 構 及 び人 的 側 面 に 与 え

る影 響 は 重大 な もの になる と考 え られ る。効 率 及 び効 用 の 向上 も相 当期 待 で き

る。 が,進 度 が 分野 毎 に バ ラつ い た り,投 資 にバ ラつ きが でた りす るた め ,リ

ス クが存 在 す る。

本稿 で は,オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンの概 念 を,Exxon社 が い う と こ

ろ の 「ビ ジネス ・コ ミュニ ケ ー シ ョン ・シス テ ム 」BCSと い う観点 か ら論 じ

る つ も りで あ る。

ビジ ネ ス ・コ ミュニ ケ ー シ ョン ・シス テ ム

企 業 叉 は機 構 では既 存 のBCSを 使用 してお り,BCSは そ れ ぞ れ の ビジネ ス

環 境 に独 特 な もの とな っ て い る。 が,一 般 化 は可 能 で ある。 例 え ば,次 の機 能

を含 む もの としてBCSを 定 義 づけ る こ とが可 能 であ る:

・ 社 内 の ビジネ ス ・コ ミェ ニ ケー ションで
,ド キ ュ メ ン ト化及 び/又 は 記

録 され る もの。

・ 社外 とや りと りす る ビ ジネ ス ・コ ミュニ ケー シ ョン
。

BCSを 理 解 し又 分析 す るた め ,こ れ を7個 の ブ ロ ック又 は コ ンポ ー ネ ン ト

に 分 け て定 義 づ け た。7個 の ブ ロ ック とは,作 成 ,デ ー タ収 集,プ ロセ ッサへ

の イ ンプ ッ ト(キ ー ・イ ン),拡 張,分 散,蓄 積 及 び検 索 ,そ してデ ィスポ ーザ

ル で あ る。 各 コ ンポ ー ネ ン トに 対 す る新機 器 テ ク ノ ロジー の ア プ リケ ー ン ヨン

並びに事務機器・システ ム,機 構 及 び人 間的 側 面 の 統合 が いわ ゆる 「未来 のオ フ ィ

ス 」 とい わ れ る もの で あ る。

過去10年 か ら15年 の間 に,タ イ プ ライ タの改 良 ,い わ ゆ る ワー ド ・ブ ロ
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セ ッサ の導 入,フ ァ イ リン グ ・ンステ ムの改 良,フ ァク シ ミ リ,コ ン ピュ ー タ

制 御 式 メ ッセ ー ジ ・ス ウィ ッチ ング,フ ァー ス ト ・レス ポ ンス ・イ ンフ ナ メー

ン ヨン ・シス テ ム等 の 導 入 に よ り,ビ ジ ネス ・オ フ ィスの 効 率 も格 段に 向上 し

て きた。 こ う した変 化 は,コ ス ト引下 げ 効果 に よ り有効 性 を示 した もの もあ り,

マネ ジ メ ン ト上 の決 定 が 適 時且 つ十 分 にお こ なえ るた め必 要 とされ た もの もあ

る。

上 記 の テ ク ノ ロ ジー に よ り企 業 の オ フィス は一 定 の進 歩 を しめ して い るが,

BCS方 法論 の 採 用 に よっ て さ らに進 化 す る とい え る。

創造,ビ ジネ ス ・コ ミュニ ケ ー シ ョンの思 考 形 成 活 動,(以 下 「創 造 」とす

る)は,BCSを 経 て外 部 か ら受 け る コ ミュ ニ ケ ー シ ョンに よ りは じま り,イ ン

フォ メー ン ヨンへ の効 率 的 且 つ効 果 的 な ア クセ ス を必 要 とす る。 この要 件 は,

金銭的 な利益 が あ る場合BCSの 構 成 要 素 とな り うる。 この 問題 に つ い て は 後

で論 じる ことに す る。 デー タ収 集 とは,思 考者 の 考 え を普 通 の書 体,或 い は機

械 や 速 記法 に よ り記録 す る プ ロセ スで あ る。

プ ロセ ッサ ・イ ン プッ ト・収 集及 び キ ー ・ス トロー クに よる ビジ ネス ・コ ミ

ュニ ケ ー シ ョンは,タ イ プ ライ タ又 は テ レタ イ プ ・キ ー ボ ー ドでテ キ ス トを タ

イ プす る作業 を含 む 。 ワー ド ・プ ロセ シン グ及 び管 理 的 サ ポー トに よ り,自 動

的 テ キス ト ・エ デ ィテ ィン グ機 器 が タイ プ作 業 を集 中的 に お こな う よ うに な り,

秘書 の 役 目が 変 化 して きた。 ワー ド ・プ ロセ シ ング ・オ ペ レー シ ョンは 主 と し

て,集 中化 され た デ ィ クテ ー シ ョ ン ・シス テ ムか ら構 成 され,オ ペ レー タは デ

ィ クテ ー シ ョンか らWP機 器 に タイ プす る。 この 場 合,オ ペ レー タは磁 気媒 体

に蓄積 され た一 連 の 圧縮 パ ラグ ラ フを取扱 うこ とに な ろ う。

次 のBCS構 成 要 素 は拡 張 であ る。 企 業 内 の ドキ ュメ ン トの範 ち ゅ うを拡 充

す る手段 と しては,コ ピヤ ー,プ リン ト装置,マ イク ログラフィック ス な ど があ

る。 拡張 は,メ ッセー ジの搬 送,対 内 的 又 は対 外的 郵 便,或 い は 電子 技 術 に よ

る他 地 点 へ の情 報 の送 受 を含 む。

創造 され拡 充 され た ドキ ュ メン ト及 び記 録 の 大 部 分 は,将 来 利 用 で きる よ う
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に何 らか の方 法 で保 有 され る。 情 報 が 必 要 とな る と,一 定 の検 索 プ ロセ ス が 開

始 され る。 が,十 分 なイ ンデ ック ス を備 え て い るか ど うか に よっ て ,検 索の成

否が 決 って くる。

第7番 目の構成 要素 は,デ ィス ポ ーザ ル の問 題 で あ る。 情 報 が 不 用 と な った

時 の ため に,不 用 情 報 の確 認,取 出 し,廃 棄 のた め の メ カニ ズ ムが 必 要 とな っ

て くる 。

BCSを 促 進す る要因

現在 のBCSの 欠 陥 は 何 か。 コス ト高,ス ピー ドが遅 い こ と,非 効 率 で あ る。

Exxon社 の ア ドバ ンス ト ・オ フ ィス ・テ ク ノ ロ ジー ・チ ー ムは
,専 門家1,000

名,秘 書300名,書 記100名,そ の他 事 務 員 に つ いてBCSコ ス トの 内訳 を

定義 した 。

こ こで よ く問題 と な るの は,規 模 の大 きなオ フ ィス環 境 の コス トをオ フィ ス

・オ ー トメー シ ョンに よ り如 何 に引 下 げ るか で あ る
。

す で に の べた よ うに,創 造 は オ フ ィス全 般 に 関 わ る もの で ,他 のBCS構 成

要素 の す べ てが 創造 の プ ロセス に必 要 な メ カニズ ムを提 供す る。 創 造 プ ロセ ス

は外 部 か らの コ ミュニケ ー シ ョンに よっ て促 進 され る。

オ ー トメ化 され た オ フ ィス での 電子 郵 便 の 役割

我 々は オ フ ィスの 目的 を,創 造 の プ ロセ シ ングで ある と規 定 した
。 だが も し

創造 の成 果 が 効果 的 に 分散 され なけ れ ば,そ の価 値 は半 減 す る。 電 子 郵便 は 確

か に 多 くの人 々が 用 い てい る 用 語 だが,そ の 明 確 な定 義 は 現在 与 え られ て い

な い。 本 日の セ シ ョンで は,幾 つか の 電 子 郵便 の定 義が 登場 す る と思 わ れ るが
,

私 の 場 合,電 子 郵便 には,ケ ー ブル に よる伝送(テ レタ イ プ) ,フ ァ ク シ ミ リ,

ワ ー ド ・プ ロセ ッサ に よ る コ ミュ ニ ケー シ ョン,CPU本 体 や ミニ コ ン ピュ ー

タの デ ー タ/テ キス トの 連 係 ,テ レコ ン フ ァ レン シ ング な どを含 む 。

電 子 郵便 の個 々の エ レメ ン トは,今 す ぐ導入 し得 る もの で あ るが ,オ フ ィス
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・オ ー トメ ー シ ョン の概 念 は ,管 理 的 オ ペ レー シ ョンを先 進 オ フ ィス機 器 や テ

ク ノ ロジ ー を駆 使す る統 合 体 系 と して,ま た 人 員及 び 手 順 の構 造 化 システ ムと

して把 え る よ う,経 営管 理者 に挑 戦 して い る と言 え よ う。 だが この 目標 を達成

す る道 の りは,長 く,多 くの問 題 をは らん で い る。

現 在 の ワー ド ・プ ロセ ンン グ産業 に 重 大 な 影 響 を与 え てい る問 題 の 中 に,相

異 な るメ ー カ ー の製 品 間 に通 信 プ ロ トコル の 非 互 換 性 が 存 在 す る こ と が あ

る。 ま た この業 界の 進 展 を阻 害す る第 二 の要 因 と して,電 子 郵 便 に伴 う 高 い

伝送 コス トが あ げ られ る。 将来 の電 子 郵便 の シナ リオ に は,き っ と通 信 プ ロ ト

コル の規 格 化,「 ブ ラ ック ・ボ ッ クス 」型 の 顧 客 イ ン タ フ ェース の使 用 が 記載

されて い る こ とだ ろ う。 ワー ド・プ ロセ シ ング装置 は,コ ス トとテ ク ノ ロ ジー

の両 面 で著 しい効果 を示 し,更 に 回線 コス トの 低 下 は企 業 財 政 に大 い に助 け と

な ろ う。 デ ー タ処理 部 門 は,こ うした 問 題 点 や 現 状 認識 を既 に 充分 把 握 してい

るか も知 れ な い。 こ う した 部 門 の 多 くは,ネ ッ トワ ー クを介 して デ ー タと コン

ピュー タ間の 伝 送 を行 う 通 信 プ ロ ト コル を 実 用 化 して い る し,こ う した プ ロ

トコル が,ワ ー ド・プ ロセシ ン グ上 の 必 要 性 に 徐 々 に 適 応 して行 く可能 性 も

考 え られ る。 管 理 者 は,通 信 回 線 を最 大 限 活 用 す るた め に は,当 該 装 置 とデ ー

タ処 理 装 置 をイ ンタ フ ェース させ 得 る ワー ド ・プ ロセ シ ン グ要件 が 存在 す る こ

とに,や が て気 づ くで あ ろ う。

旧来 の ビジネ ス ・コ ミュニ ケ ー シ ョンは,大 部 分 商業郵 便 と電 話 に よっ て処

理 され て来 た。 そ して ワー ド ・プ ロセ シ ン グ装 置 が 自動 化 され,イ ン テ リジ ェ

ン ト ・リモ ー ト、・タ ー ミナルが 登 場 し,情 報 の処 理 と流 通 が一 体 化 す る こ とに

なっ た。 成 熟 した 電 子 郵便 システ ムは,中 央 コ ン ピ ュー タ ・システ ム ある いは

下 位 プ 廿セ ッサ ーで 構 成 され,こ れ らは 同 時 に複 数 の端 末機 器 に ドキ ュ メ ン ト

を配 布 出来 る保 護 メ ッセー ジ ・ス イ ッチ を特 徴 と して備 え るに違 い ない。 ま た

こ う した シス テ ムは,メ ッセ ー ジ蓄 積 交換,テ レ ック ス用 フ ナー マ ッ ト,情 報

の再 伝 送 な どの特 徴 も持 つ こ とに なろ う。 当 然 会 議 日程 に も便 宜 を提 供 す る し,

電話 の バ ック ア ッ プ ・システ ム の機 能 も果 す は ず だ。 ニ ュ ー ヨー ク のCiti－
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bankは,ミ ニコン ピュータ をベ ースに した オ ー トメー シ ョン環 境 を設定 して い て

管理 者 や秘 書 は,CRTタ ー ミナル を介 して 情報 の 生成,伝 送,受 信,読 み 取

りが 出 来 る よ うに な っ て い る。 電 子 郵便 へ の全 面的 な転換 は,シ ス テ ム外 部 で

発 生 した 全 ドキ ュ メ ン トの 転換 が なけ れ ば 実現 し得 な い。

将 来 は 予測 し得 な い もの だ が,し か しこの こ とは,戦 略 的 プ ラ ンニ ングが 実

りのな い行 為 で あ る証左 とは な らない。 も し将来 が 知 り得 るな らば,プ ラ ンニ

ング な どは殆 ど無 意 味 であ ろ う。 この こ とは同 時 に我 々の プ ラ ン ニ ングが 柔 軟

性 を持 た ね ば な らな い こ と を示 して い る。 周 期 の短 い 意 思 決 定 の 点 検 ポ イ ン

トや 合 理 的 な 将来 の選 択 肢 を持 た ない計 画 に は決 して の め り込 ん で は な らない。

常 に 変 動 要因 は現 出 して来 る もの だ し,変 化 の ペ ー ス も日 々加 速 をつ け て い る。

情 報 シス テ ムの領域 で は,イ ンテ リジ ェ ンスの分 散 化,ビ デ オ コ ン フ ァ レン ン

ン グ な ど少 くと も斬 新 な5つ の分 野 で顕 著 な進展 が 予 想 さ れ る。
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31980年 の オ フィス 情報管理の進歩のための青写真一

原 題:"The19800ffice"

aBlueprintforProgressinInformationManagement

講 演 者:VincentJ.Byrne

Management&AdministrativeSciences部 長,

XeroxCorporation

期 日:1978年10月17日

過 去20～30年 間 に著 わ され た幾 つ か の空想 物 語 を一 瞥 す る・と,人 間 と技 術

の 関係,換 言 す れ ば 矛 盾 と調 和 の未 来 像 が浮 か び上 っ て くる。

・引 用 して い る最 も初期 の作 品 「1984年 」で は
,登 場 人 物 の 誰 もが 「偉

大 な兄 弟(BigBrother)」 と呼 ば れ る進 歩 的 な コ ミュニケ ー シ ョン ・シス テ

ム に よっ て,四 六 時 中監 視 され て い る情景 が 生 き生 き と描 かれ て い る
。

・空想科 学 映 画 の古 典 的 作 品 「2001年 宇 宙 の旅 」 で は
,非 常 な進 歩 を と

げ 遂 に は創 造 者 としての 人 間 を凌 い で しま う巨大 な コ ン ピュー タが登 場 して い

る。

・また最 近大 当 りを と った 映 画 「ス ター ・ウォ ー ズ 」の一 連 の シー ンも様 々

な引 喩 を内 包 し実 に暗 示 的 で あ る。 名 前 をR2D2とC3POと い う愛 す べ き

そ して忘 れ 得 ぬ二 人 の登 場人 物(正 確 には二 体 の ロ ボ ッ ト)が ,こ う した シ ー

ンの 中心 に位 置 してい る。 誠 に皮 肉 な こ とに この 登 場 人物 は 人 間 で は な くコ ン

ピュー タ化 さ れ た ロボ ッ トで,調 和 の とれ た 愛 想 の 良 い態 度 で人 間 の 命令 を実

行 す る。

最 初 の2つ の 引喩 即 ち偉大 な兄 弟 と呼 ば れ る抑 圧的 な監 視 体 制 と西 暦2001

年 に世 界 を接収 して しま うコ ン ピュ ー タは,と もに,そ の創造 主 の知 識,価 値,

自尊 心 を踏 みに じる こ と を容 認 され る テク ノ ロジ ーの例 示 で もあ る。 これ とは
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対 照 的 に,ス タ ー ・ウ ォー ズの 観 衆 を魅 了 して止 まな い のが最 後 に と りあ げ た

愛 す べ き ロ ボ ッ ト達 だ。 このR2D2及 びC3POは,人 間の,ま た人 間 に よ る

技術 的 産 物 で あ るだけ で な く,人 間 のた め の もの で もあ る。 つ ま り技 術 の 創造

・応 用 とい う課題 を肯 定 的 に把 え
,人 間 の 必要 性 のみ な らず 最 高 度 の 利害 の点

で も調 和 の とれ た形 態 を実現 出来 る可 能 性 の具 体化 と言 え るだ ろ う。

この 人 間 の 必要 性 と利 益 を満 た し得 る可 能 性(ポ テ ン シ ャル)は ,オ フィ ス

・テ クノ ロジーが 従業 員 や 企 業組 織 に提 供 出来 る機会 で もあ る
。 オ フ ィ ス ・オ

ー トメー シ ョン ・シス テ ムは
,そ の企 画 の 仕方 に よ り,ユ ー ザ ー の親 近 感 を増

しそ して ユ ー ザ ーの不 安 を減 ず る こ とが 出来 る。 そ の よ うに す る責 任 は ,シ ス

テ ム ・エ ン ジニ アの知 恵 と理 性が チ ャ レ ン ジす る総 体 的 な もの で あ ろ う
。 しか

しなが ら,こ れ らの シス テ ムは,長 期 に 亘 る試 行錯 誤 の みが 生 み 出 し得 る鋳 型 ,

成 型,鍛 造 を 必要 とす るだ ろ う。 ユー ザ ー は,蓄 積 して来 た経 験 を生 か す 機 会

に恵 まれ るはず だか ら,1980年 代 初 頭 の 重荷 は結 局彼 等 が 背 負 う運 命 と な

るに違 い ない 。

先 ず最 初 に 言 わ ねば な らな い こ とは,テ ク ノ ロジーや システ ム を物 質 化 す る

力 や そ れ らをオ フ ィス環 境 に 利用 す る方 法 な どは,我 々の よ うな管理 者 の 手 中

に 握 られ て い る こ とだ。 も し書 類 の一 切 な い オ フ ィスが従 業 員 に 脅威 を感 じさ

せ た り或 は余 りに も不 快 な もの であ る な ら,書 類 の よ り少 ない オ フ ィスが 志 向

され ねば な らな い。 また も し従業 員 の業 績 を監 視 す る シス テ ムが 彼 等 の プ ライ

バ シー権 を侵 す 澄そ れ が あ る な ら
,自 己啓 発 の意 図の もとに彼 等 自身 の 勤 務 態

様 を彼 等 自 身が モ ニ ターす る よ うな システ ム を企 画 出来 よ う。 更 にエ レ ク トロ

ニ クス技 術 が も し労働 者 の必要 性 を根 本 的 に 減 ず る な らば
,仕 事 は,排 除 す る

よ りむ しろ再 編成 及 び高 度 化 す る よう もっ て行 くべ きであ り,労 働 者 は 他 の タ

イ プの 仕事 に配置 転換 す る方法 が 可能 で あ ろ う。 ある シス テ ムの導 入 に よ り従

業 員 の労 働 意 欲 が著 しい低 下 を きた す よ うな ら,管 理者 は,特 定 の 問 題 ご とに

反 応 調 査 を行 い,そ の 結 果 を フ ィ ー ドバ ックさせ る こと に よって ,士 気の低

下 を克 服 す る こ とが 出来 る。 また 分散 型 デ ー タ処 理 に よっ て可 能 とな る新 しい
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自宅 作 業 重 視 の 傾 向 が,従 業 員 の社 会 活動 をか え っ て阻 害す る結 果 と な る な ら,

柔 軟 な勤 務 時 間 や オ フ ィス ・スケ ジ ュール の 設 定 を考慮 す べ きで あ る。

初期 の 試行 錯誤 か らの学 習及 び 習得 知 識 を基 礎 とした構 築 作業 は,我 々の挑

戦 課 題 であ る と と もに責 任 で もあ る。 私 が 今 日お 話 しす る中 心 の 意 図 は,私 の

個 人 的 な体 験 をXerox社 だ け で な く他 の 様 々 な企 業 とも共 有 しあ うこ とで あ

る。 「情 報 管 理 の進 歩 の ため の青 写 真 」と題 す るこの ス ピー チは,次 の よ うな

3つ の パ ー トか ら成 り立 っ て い る。

1)た ゆ まず テ ク ノ ロ ジー を前 進へ と駆 りた て る変 化 の エネ ル ギ ー を評 価 し,

同時 に この前 進 に制 約 を加 え る障 壁 を把 握 す る。

2)1980年 代 に 効 果 的 な オ フ ィス ・オ ー トメ ーシ ョン ・シス テ ム を 実 用

化 す る青 写 真 の 展 開。

3)テ ク ノ ロ ジーに よ り達 成 され る組織 的改 善 の可 能 性 を如 何 に 手 中 に収 め

得 るか を判断 す るた め,自 己 分析 の ス テ ップに 今 一度 回帰 す る。

オ フ ィス ・オ ー トメ ーシ ョンの推 進 力及 び 抑 止 力

我 々は,オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンを推 進 す る強 力 な力 に つ い て,様 々な

会 議 で討論 して来 た。 そ して運 動 を推 進 させ る よ うな力 に も,そ れ を抑 制 す る

側 面 が あ る こ とに留意 す べ きで あ る とい う点 で意 見 の一 致 をみ てい る。 次 に示

す10項 目の各 々は,オ ー トメー シ ョンを 前進 させ る力 と,そ の 勢い を減 ず る

力 とが 同居 した形,つ ま り盾 の両 面 を あ らわ した もの で あ る。 我 々は 「1980

,年 の オ フィ ス 」を組 織 内 に実 現 す るに 当 っ て,こ の よ うな併 存 形 態 を実 際 に直

面 す る もの と して把 握 しなけ れ ば な らな いだ ろ う。

1)生 産性 の 向上 一 社会 的 抵 抗

過 去10年 間 に工 業生 産性 はほ ぼ90%上 昇 した 。 この事 実 は,同 期 間 中 に

オ フィ スの生 産 性が僅 か4%し か上 昇 してい ない とい う統計 結 果 と較 べ てみ る

時,我 々を漂 然 とさせ る。 そ して オ フィ スへ の オ ー トメー シ ョンの導 入 が 相応

す る 生産 性 の増 加 を もた らす だろ うとい う結 論 は,残 念 なが ら全面 的 に是 認 す
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る こ とは 出来 ない 。 従 前 の 工場 を今 日の オ フィ ス と較 べ よう として も社 会構 造

の複 雑 さが 全 く違 うの で同 次元 で の類 推 は まず 不可 能 であ る。 また人 間 の変 化

に抗 す る性 向 は,生 活 の 全 局面 に 生 じる変 化 が 個 々人 に 絶 え ざる衝 撃 を与 え た

結 果,一 層 強 め られ るに 至 った。 そ して現 在 のオ フ ィ ス集団 は しば しば,家 庭

にお け る家 族 の 親 近 感,信 頼 あ る いは相 互依 存 と同 質 の もの を内 在 した「現状 」

に執 着 し,テ レ ビ,ピ ル,時 には オ フ ィス ・オ ー トメ ー ン ヨン さえ解 放 感 を得

るた め の 余 りに も強 い足枷 と なっ てい る こ とが 判 る。 人 間 相互 の 関 係 だ けで な

く,旧 態依 然 た る組 織 化 の方 法,仕 事 の処 理 形 態が,非 人 間的 なそ して非 社 会

的 な も のに転 化 し得 る可 能 性 の あ るオ フィ ス ・オー トメー シ ョンに対 し,セ キ

ュ リテ ィ を提 供 し抵 抗 の基 盤 を与 えて い る と言 え よ う。

2)性 急 な稼 動 開始 一 高 い故 障 率

オ フィス の営 業 経 費は,こ の10年 間 に倍 増 し,間 接費は ア メ リ カ企 業 が 支

出 す る総 経 費 の30～50%を 占め るに至 った。 更 に人 件 費だ け に絞 っ て も,毎 年

6～8%の 着 実 な 伸 びが み て とれ る。 こ う した コス トのマ イ ナス 要因 が あ らゆ

る レベ ルの 経 営者,管 理 者 に 圧 力 を及ぼ し,彼 等 は,人 件 費 削減,生 産性 改 善,

コス ト節 減 に 躍 起 とな る と ともに,早 急 に最 低線 の 実 績 を確 保 し よ うと して シ

ス テ ム ・イ ン プ リメ ンテ ー シ ョンを必要 以 上 に急 ぐ結 果 とな っ て い る。 この よ

うなせ っか ち な稼 動 開 始 は 当 然 プ ラン ニ ン グ,コ ミュニ ケー シ ョン,ト レー ニ

ン グの面 に不 充 分 性 を もた ら し,高 い故 障率 の原 因 と もな って い る。 こ うした

事 態 は 次に は,以 降 の イ ンプ リメ ンテ ー シ ョンを著 し く困難 か つ挑 戦 的 な もの

とす る労働 意欲 面 の 問題 を生起 す る こ とに な る。

3)補 助 的 要素 の 重視 一 バ ラ ンスの 崩壊

企 業 の内 部管 理 コス トは,こ の 間製 造 コストをは るかに上 回るペ ー スで 増大 し

て い る。 サ ポー ト ・ス タ ッ フの タイ プや コ ピ ーに まつ わる作 業 だけ でな く,管 理

職 や専 門 家 の 管理 的業 務 もま た問 題 に され る べ きだ。 だが,我 々 は傾 向 と して,

ワー ド ・プ ロセ シ ン グを通 じて情 報 の生 成 ・操 作 を行 う方 法 を 重視 し て 来 た 。

タイ プや コ ピーの 作 業 にお け る短期 的 な生 産 性 の 向上 は,管 理 業 務 に よ り達 成
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され る長 期 的 なそ して実 体 の把 み に くい改 善 よ りず っ と確 認 しや す い。 とい う

の も,員 数 の 削減,行 数 の増 加,従 事 時 間 の比 率 な どい わ ゆ る物 理 量 で測 定 出

来 るか らであ る。 しか し,こ うした サ ポ ー ト(補 助的)部 門 を重視 すれ ば,ア プ

リケ ー シ ョンやサ ー ビスの レベ ル に対 す る広 い視 野 が 欠落 して しま う こ と も考

えね ば な らない。 そ う した 配 慮 を して こそ 直 接的,間 接的 な人 的 及 び経 費 的 要

素 の バ ラ ンスが保 た れ る訳 だ 。

4)デ ー タ処理 と オ フィ ス情 報 システ ムの ア ナ ロジ一 一 ンス テ ム と環 境 に

お け る相 違

経営 者 達は,能 率 の向 上 や コス トの低 減 を問 題 とす る 時,オ フ ィス ・テ ク ノ

ロジ ーに無 限 の可能 性 を与 え る もの として デ ー タ ・プ ロセ シ ング を見 て来 た。

だ が デ ー タ処 理 とそ の 他の 形 態 の オ フィス ・オ ー トメー シ ョ ンを ア ナ ロジ ー し

て も無 意 味 な ことが 多 い。 何故 な らオ フ ィス ・イ ンフ ォー メー シ ョン ・ン ステ

ムは,デ ー タ ・プ ロセ シ ン グ ・シス テ ム と較 べ,実 体 が 把 み に くく,画 一 性 が

乏 し くそ して正 確に 表 現 しに くい とい う側 面 を持 って い る。 従 って紙 か ら電 子

処理 へ の 移 行 が よ り難 し くな る。 とい うのは,シ ス テ ムの 監 視,統 計 の収 集,

調 査 の 実施 な どがや は り困 難 に な るか らだ。 加 え て,ジ ョブ構 造,作 業 の 相互

関 係,組 織 的 責任 等 の領 域 で は,デ ー タ体 系 と情報 処 理 の 間 とに相 違 が あ るこ

と を留意 しな けれ ば な らない。

5)情 報 量 一 目的 と価 値

最 近 の 調査 に よる と,平 均的 な製 造 企 業 は従 業員1人 当 り2つ の ファ イル ・

キ ャ ビネ ッ トを保 有 して い る とい う。 この 統計 結 果 は,急 速 な成 長 を遂 げ つ つ

あ るサ ー ビス 産業 が 従 業 員1人 当 り4つ の ファ イル ・キ ャビ ネ ッ トを擁 して い

る の と実 に対 照 的 で あ る。 この膨 大 な書 類 の量 は,10年 前 の2倍 に達 して お

り,今 後 僅 か5年 間 で更 に2倍 に な る こ とが見 込 ま れ て い る。 だ が大 部 分 の 管

理 者 及 び 組織 は,情 報 処 理 が 何 で あ り,誰 が如 何 に それ らを取 扱 うか に つ い て

だ け 注 意 を向 け てい て,一 層 肝 心 なあ らゆ る こ とにつ い て の 「何故 」とい う疑

問 を なお ざ りに してい る。 つ ま り価 値 と 目的 が 軽視 され て い る訳 だ。 何 らか の
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書類 関連 の作 業 が 存 在 し,そ れ ら書類 を生 み 出 す機 能 を労働 者 が持 っ てい る限

り,疑 問 を抱 く態 度 と絶 え ざる チ ャ レ ンジ精 神 が 必要 で あろ う。

6)組 織 的 な錯綜 変 化 へ の対 応

情 報 処 理 の複 雑 化 と足 並 み を揃 え るかのように,組 織 面 の複 雑 さ も増 して来 た 。

企業 が大 規 模 と な り多様 化 す るに つれ,企 業 内 で事 務 を達 成 す る ことが増 々難

し くな っ て来 て もい る。 また これ らの業 務 を片 付 け るの に必 要 な情報 量 も着 実

に増 え て い る。(例 え ばGeneralElectric社 の場 合,128の 事 業 部 門 を

持 っ てい るが,OSHA規 定 の適 用 を高次 元 で調 整 せね ば な らな くなっ てい る。

結=果的 に は,経 理 上 の問 題 よ りず っ と複 雑 な情 報 処理 上 の問 題 が生起 す る。)

7)情 報 処理 界 一 プ ライ オ リテ ィ決 定 にみ られ る 混乱

今 日,情 報 処 理 関係 の 活 動 に携 わ る人 々の雇 用 カー ブは,鉱 業,農 業,畜 産,

製 造業,サ ー ビス業 にお け るそれ を上 回 っ てい る。 この情 報 処 理 界 に籍 を 置 く

いわ ゆ る知 的労 働 者 が,口 頭 や書類 で情 報 交換 す るの に如 何 に 時 間 を 費や して

い るか を分 析 す る こ とは,極 め て重 大 な作 業 で ある。 他 方,多 くの 企業 は,情

報 の蓄 積,検 索,複 写,伝 送 の方 法 を除 外 して,情 報 が 創造 ・処 理 され る様 態

に の み視 点 を置 い た シス テ ム の創 設 に努 力 を傾 け て来 た。 この よ うな片 寄 った

関心 は,当 然 情 報 管理 コス トの動 因 を見 誤 る結 果 とな る。

8)青 年 現 代 の エス タ ブ リッシュ メ ン ト

ア メ リカの青 年 層 は,か つて なか った 程 テ ク ノ ロ ジー を歓 迎 し,従 来 の懸念

を捨 て去 る と と もに魅 惑 さ れ る程 度 も強 い よ うだ。 テ レ ビ世 代 と呼 ば れ る彼等

は,電 卓 を操 り,ト ラ ン シー バ ーに馴 じみ,そ して端 末機 器,ミ ニ コ ン,銀 行

の 自動 預 金機 な ど を巧 み に使 い こなす。 この よ うな現 状 は,将 来 の事 務労 働 者

と して 彼 等 の オ ー トメー シ ョンに対 す る態度 を積 極 的 な もの とせ ざ るを得 ない 。

だが,古 い 世代 の 中に は,依 然 オ ー トメ ー シ ョンを人 類 の敵 と見 なす 層が 存 在

す る。 会 社 が オ フ ィス のオ ー トメ化 推進 を発 表 す れば,ま ず 秘 書 や 事務 労 働 者

が 失 職 の危 惧 を示 す だ ろ う。 一 方管 理 者 は,従 業 員 の勤 務 状 態 を従 来 以 上 に監

視 ・査定 しなけ れば な らない ので は,と い う懸 念 を持 つ。 また 経 営 陣 は,従 業
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員 の サ ボ ター ジュ,配 置 転 換,労 働 意 欲 の低 下等 が 発 生 す る こ と を予 想 して 対

処 しなけ れ ば な らない。

9)コ ス ト効 果 の 高 い テ ク ノ ロ ジー ユ ーザ ーの リソー ス及 び責任

コス ト効果 の 高 い テ ク ノ ロ ジーは,1980年 代 の 我 々 の オ フ ィ スに 浸 透 す

る だ ろ う。 何 故 な ら こ う した技 術 は 今現 に 存 在 して い る し,日 毎 に単 位 原 価 ベ

ー スの 生産 性 を高 め て い るか らであ る。 ミニ コン,マ イク ロコ ン,衛 星通 信,

共 有 ロジ ック ・システ ム,ワ ーク ス テ ー シ ョ ン の ネ ッ ト ワ ーク化,音 声 認識 ・

マイ ク ログ ラ フ ィ ックス,TV会 議,電 子 郵便 な どがそ の先 兵 と言 え る。 更 に

これ らの コ ス トが年 平 均10～20%の 割 合 で低 下 し続 け て い る こ とが,増 々

浸 透 を強 め る結 果 とな っ て い る。 だが,テ ク ノ ロジ ーの急 速 の発 展,組 織 体 系

の激 変,通 信 ンステ ム需 要 の急 上 昇 な ど に伴 い,ユ ーザ ー 側 は そ の 意 思 決 定

及 び 承 認 の プ ロセ スの再 編 を迫 られ て い る。 い わ ゆ る組織 的 な責 任 な ど とい う

もの は,も は や 明確 な もの で は な くな っ てい る。 こ うした 様 々 な錯 綜 状況 と変

化 の め ざま しい ペ ース故,テ ク ノ ロ ジーの提 供 企 業 は,今 後3～4年 間 は シス

テ ム よ りむ しろ装 置 に 重点 を置 いた マ ーケ テ ィ ング戦 略 を と り続 け て行 くこ と

だ ろ う。 そ して,積 極 的 に製 品 開発 を推 進 させ る原 資 を得 るた め,マ ー ケテ ィ

ン グ ・ス タ ッフは 装置 セ ール ス の 努 力 を増 々要 求 さ れ る だろ う。 この過 程 を成

功 裡 に経過 して こそ,1980年 代 後 半 の統 合 シス テ ム 環 境 に対 処 出来 るのだ 。

導 入,評 価,拡 大,統 合 な どの挑 戦 課 題 が我 々の 前 面 に 生起 して い る と言 え よ

う。

10)情 報 管理 の向 上 一 メ リ ッ トの量 化

現 代 の マ ネ ー ジャー は,単 な る意 思 決定 で な く,正 確 な意 思 決 定 を強 く要 求

され て い る。 また そ うした背 景 で 冒険 をお か す意 欲 の低 下 が お こ れば,よ り良

質 の 情報 に対 す る要 請 が 当然 浮 か び上 って 来 る。 情報管 理 ア プ ロー チ の経 験 が

未 熟 な ら,全 く未 知 の領 域 を 開 拓 す る破 目に な る こ と も銘 記 す べ きだ 。 プ ロ ト

タイ プの 不在 は,分 野 の新 しさが 一 因 とな っ て い る。 また も う一 つ の理 由 と し

て,各 組織 及 びそ の 運営 手 順 が 個 々に独 自性 を持 っ てい る 点 が あげ られ る。 我
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我 は 今 回 の よ うな会i議や ユrザ ー ・グル ー プとの密 接 な連係 で ,常 に コ ミュ ニ

ケ ー シ ョンを保 ち,情 報 交 換 を絶 や さ な い よ うに しなけ れば な らない
。

これ らの阻 止 要 因 の全 て は ,容 易 に処理 し得 ぬ摩 擦 を引 き起 こす。 そ して こ

れ らの 要 因 の 全 てが,オ フ ィス環 境 に 於 て 人 間が 作 り出す もの であ る こ と も考

慮 しなけ れ ば な らない 。 反 面,人 為的 要 因 で あ るが 故 に変 化 す る必 要 性
,重 要

性 及 び プ ライオ リテ ィを補 完 す る た め ,そ れ らを改 変 す る こ と も可 能 だ。 だ が

そ の よ うな作 業 で確 固 と した 長期 の成 功 を納 め るた め には ,決 意 の堅 い 秩序 正

しい努 力 が 不 可欠 と なろ う。

シス テ ム 開発 の分 析的 ア プ ローチ … … 「進 歩 の ため の青 写 真 」

以 上 述 べた 諸 力 は,オ フ ィ ス情 報 シス テ ム展 開 の 青写 真 を描 く上 で 重要 な役

割 を果 た す。 次 に示 す 活 動 計画 は,3つ の部 分 か ら構成 され て い る。

1)中 心 的 な システ ム構成 要 素 の分析

2)組 織 的 な進 捗 を区画 す る

3)組 織 の必 要 性 に焦 点 を合 せ た ゲ ー ム ・プ ラ ンを策 定す る

構 成 要 素 の 分析,つ ま り第 一 段 階 では,自 動 オ フ ィス ・システ ムの複 雑 な問

題 を,相 互 に密 接 な関 係 の あ る部 分に 区 分 けす る。 そ の結 果 は 末尾 の表 「第 一

段階,構 成 要 素 の分 析 」の最 左 欄 に 示 した通 りで あ る
。 ファ シ リテ ィ,ハ ー ド

ウ ェア,通 信,デ ー タ処理,要 員 ,資 本,責 任,進 度 調 整,焦 点,情 報 管理 …

・とい う具 合 であ る
。

また 各構 成 要 素 に は,進 展 の3段 階 が あ り最 後 の表 の形 にお さま る
。 キ ー ワ

ー ドは ,複 雑 化 の レベ ル を示 し,左 か ら右 にそ れぞ れ ,進 歩 して い な い もの か

ら最 新 の ものへ,既 知 の ものか ら未知 の ものへ ,現 在 か ら未 来 へ と移 行 す る。

我 々の作 業 は,ま ず組 織 の 現 状 を この進 度 で把 握 し,そ れ に応 じた 活 動 プ ラ ン

を策 定 す る こ とで あ る。 そ の結 果 は,高 ,低 及 び ギ ャ ップを図 示 す る線 グ ラ フ

と して 表 わ され る はず だ。10の シス テ ム構 成 要 素 は 上 か ら下 へ 伸び る縦 軸 と

な る。 進 度 の3段 階 は,横 軸 と な る。 この プ ロフ ィ ー ルを完 成 出来 れ ば,1980
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年代 の ジ ョブ ・セキ ュ リテ ィの全貌 をつか め るだ ろ う。

で は次 に,各 構 成 要 素 並 び に1980年 代 に予期 し得 る進展 の各 段 階 を考察 し

て み た い。

フ ァ シ リテ ィは,作 業環 境 及 びそ の環 境 に あ る調 度 ,装 置,シ ス テ ム,要 員

の円 滑 な相互 関 係 を扱 ってい る。 この フ ァ シ リテ ィ は,恐 ら く他 の どの構 成 要

素 よ り も,経 営者 の要 員,役 割,意 欲 に対 す る基本 的 な考 え方 を示す もの であ

ろ う。

第一 段階:経 営 者 は,新 装 置 及 び 新 しい作 業 形 態 に必 要 な十 分 なス ペ ー ス を

提供 す る。 場合 に よ って は,新 装置 用の 配 線 で,ス ペ ース に影 響 が 出 て来 る こ

と もあ る。

第 二 段階:経 営 者 は,新 しい装 置 及 び システ ム をオ フ ィス環 境 に統 合 させ る

調 度,設 計,レ イ ア ウ トを用 意す る。 この 調整 作 業 は,環 境 の美 的 向上,要 員

の 労 働 意欲,作 業 の しやす さ等 に影 響 を持 つ 。

第 三 段 階:経 営 者 は,調 度,シ ステ ム手 順,装 置,要 員 の最 適 関係 を ベ ース

に作 業 スペ ース を計 画 す る。そ の基 本 的視 点 は ,人 間 工学 と して知 られ てい る

領域 の もの だ。 従 業 員 の 作業 遂行 を援 助 す る上 で入 間 工学 は幾 つ か の具 体 的方

法 を提 示 出来 る。 労 働 者 が,傾 け た り上 下 動 させ 得 る作 業 平 面,各 従 業 員 の要

求 に 合せ て,冷 暖 房 及 び 照 明 を提 供 出来 る調 度 配 置,ま ぶ しさ を減 らし 目の疲

れ をい や しそ して エ ネル ギ ーの 浪 費 を防 ぐた め全 体 照 明の 代 りに 個別 周 辺 照 明

の採 用 な どがそ の実 例 で あ る。

ハ ー ドウ ェア には,装 置 の機 能 ,型 式,サ イズ,構 造 及 び他 の システ ム との

総 合 能 力,購 入 に 当 って の企 業 基 準 と政 策 が含 ま れ る。

第 一 段 階:ス タン ドア ロン型 の装 置 は,労 働 を,デ ー タ入 力,蓄 積,検 索,

ドキ ュ メ ン ト生 成 の よ うな分 離 した 作 業 に 分岐 させ る。末 端部 門 の管 理 者 は,

個 々の 必要 性 をベ ー スに そ の 購 入決 定 を下 す。

第 二段 階:装 置 は,結 合 して 多 目的 ワー クス テ ー シ ョンを形成 す る。 個 々の
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企業 内努 力 や ソ フ トウ ェア 開発 に よ り,し ば しば 独 特 の イ ン タ フェ ー スが 編み

出 され る。 特定 の コ ンポ ー ネ ン ト用 に書か れ る入 出力 コマ ン ドを持
っ た もの な

どそ の 典型 例 で あ る。 も う一 段 レベ ル の上 の 管理 者 が
,購 入 決定 を行 う。

第三 段階 … 一 ドウ・ ア ・エ レメ ン トは ,ワ ー クス テー シ 。ン ・シス テ ム全

体 を専 門 に扱 うベ ンダ ーに よ り提供 され る ソ フ トウェア を介 して
,は じめ て シ

ス テ ム と して機 能 し始 め る
。 各 機 能 コ マ ン ドは 豊 富 な ソ フ トウェ ア ・ンス テ ム

を もとに導 入 され,一 部 は マ イ ク ロコー ド化 され てい る
。 この レベ ルで の シス

テ ムは,最 高度 の情 報 管 理 を容 易 にす るた め設 計 され る
。 こ の段 階 に到 達 す る

と・ 全 て時 効 で・ 制 約 のな い ,そ して総 を感 じさせ な い ・・一 ドウ。ア条 件

樫 う・ 経 営 首 脳 が ・ 企業 全般 を考慮 し縫 靴 もとづ 舗 入 決 定 を行 う
。

通信 は ・ 個 々の鑓 の技 術的 高 度 化 ,ネ ・ トワー ク ・シス テ ム との統 合,。

頭 註 は書 式 及 び企 業 内 牡 は 対 外 とい う よ うな伝 送 メ 。セ ー ジの形 態 を左 右

す る もの であ る。

第一 購:個 々の ・一 ク ス テー シ ・ン に 酉己され た 各 タ ー ・ナル は
,外 部 と

の ア プ リケ ー シ ョンで使 用 さ れ る。 これ らの メ ソセ ー ジは,電 話,フ ァク シ ミ

リ・ テ レタ イ プ・鞭 及 び通 信織 付 ・一・ ・プ吐 ・サ を介 して送信される
。

第 二 段階 個 々の ター ミナルは 正式 の ネ ・ トワー クに接 続 され
,現 在 内部 の

メ ッセ ン ジ ャー ・サ ー ビス ・シス テ ムや テ レ コン フ ァレ ンス を通 じて送 られ て

いる 企業 内 メ ッセ ー ジ を送 信 す るた め使 用 さ れ る
。

第 三 段 階:相 互 接 続 ネ ッ トワー クは ,広 帯 域 回線 を介 した 高速 通 信 が 焦 点 と

な る・ それ らは ・・ ン ピ・ 一 夕間 の デ ー 樋 信
,電 子垂順(現 在 音 声 で伝 送 さ

れ て い る様 々 な メ ・セ ー ジ もこれ 障 まれ る)
,対 話型 マ ネ ジ メ ン ト.ワ ー ク

ス テ ー ン ヨン用 に使 用 さ れ る
。

デ ー タ処理 は・ 鑓 ・ フ ・シ リテ ・及 び ア カ ノケ ー シ 。ンの高 度 化 だけ で な

く・ コス ト・ 管 理 ・組 織 に紺 る可用 性等 の理 編 も内容 を 及ぼ す
。

第 一 段 階:人 件 費及 び 資材 費 を削 減 し得 る 個別 ア プ リケー シ ョンが導 入 さ れ

る。 デー タ処 理 リソー スは,各 ア プ リケ ー シ ョンで 相殺 し得 る コス トで
,ブ ロ
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ジ ェ ク ト毎 に増 や され る。

第二 段階:遠 い将 来 を見通 した 注 意深 い プ ランニ ングが 必要 だ。 よ り複雑 な

フ ァ ン リテ ィの 開発,ま た そ れ らが 可能 とす る広汎 な ア プ リケ 「 シ ョンの展 開

に 焦 点が 置 か れ る。 これ らの ア プ リケー シ ョンは ,短 期 的 な人 件 費節 約 に こだ

わ る こ とな く,ビ ジネ ス機 能 へ の寄 与 とい う視点 か ら評 価 され るべ きだ。 この

段 階 で しば しば,大 型 ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジの 引渡 しプ ロセスが 緊張 関係

を生 じ るこ とが あ る。 責 任,プ ロジ ェク ト管 理,機 能 分 野 の 資 金計 画 等 を 明確

に規 定 す る必要 が ある。

第 三 段 階:よ く制 御 され,広 範 囲 の ユ ーザ ー を想 定 した 各機 能 デ ー タベ ース

を備 え た情 報 サ ー ビス環 境 が形 成 さ れ る。 デ ー タ ・セ ン ター施設 の確 立 に当 っ

て,偶 発 事 故 対策,信 頼 性,セ キ ュ リテ ィ等 の 面 に十 分 な投 資 をす る。 新 しい

ア プ リケー シ ョンの 大 部 分 は,通 信 ベ ー スで,対 話 式 照 会,ト ラ ンザ ク シ ョン

処 理 を対 象 と してい る。 ま た か な りの量 の プ ロセ シ ングは,ユ ー ザ ー ・サ イ ト

の分 散 処 理 プ ロセ ッサ を介 して行 わ れ る。

シス テ ム管理 者 は総 体 的 に,こ れ ら4つ の構 成 要 素 の 現在 及 び未 来vak・ け る

可能 性 を よ ぐ認識 して い る。 しか し,未 来 の オ フィ スへ の 移行 を円滑 に す る た

め に は,更 に6項 目の構 成 要 素 に も配 慮 を至 さ ねば な らな い。

要 員。 ハ ー ドウ ェアや フ ァ シ リテ ィ と同様 に,あ らゆ る レベ ル,職 種,カ テ

ゴ リー の従 業 員は ,シ ス テ ム開発 の 不可欠 な構 成 部 分 と見 な さ ねば な らない。

要 員 問題 は,事 後 の 関心 とい うよ り,む しろ予 め 考 慮 す べ き対 象 で あ る。

第 一 段階:従 業 員 は,そ の識 見,経 験,態 度,嗜 好 等 に十 分 配 慮 して選 別 ・

配 置 され る。

第 二段 階:要 員 は,装 置,手 順,新 シス テ ムの作 業 連 関 に適 応 出来 る技能 と

行 動 を保有 す べ く訓練 す る。 職 種 の削減 や再 検 討 を行 う際 は,従 業 員 を啓 発

訓 練 し配置 転 換 す る。 も しオ ー トメ化 に よって オ フ ィスの 仕事 の20%以 上 が

消滅す ることになれば,組 合や従業員評議会 は,再 訓練 の保 証,労 働時間の短

縮,休 暇 の 延長,早 期 の退 職等 を要 求 して抗 議 を起 こす だ ろ う。
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第 三 段階:人 的 資源 は,最 終 的 には トップの 優先順 位 を与 え られ る。 そ の価

値 は,彼 等 が や め る時,彼 等 を雇 用,教 育,啓 発,再 配 置 した経 費 を も とに算

定 され る。 要 員 の活 動及 び行 動の 全 て も,こ の概 念 に基 づ く。

資 金 計 画。 この 分野 で対 象 とな る項 目は実 に 多岐 に亘 り,単 一 プ ロ ジ ェク ト

の コス ト節減 か ら,従 業 員 へ の投 資計 画 の尺 度,会 計業 務,返 済 の基 準 な どに

及 ぶ 。

第一 段階:初 期経 費は,短 期的 な最 低 レベ ル の 回収 を軸 に して いる。

第 二 段 階:プ ラ ンニ ン グは,Z年 間 に 回収 利 益Yを 得 る た めに はXド ルが 必

要 で あ る とい う よ うな形 の,長 期 投 資が 基 礎 とな る。

第 三 段 階:プ ラン ニン グは,プ ロジ ェク トや プ ログ ラムの全 期 間 を通 じて 絶

えず そ して活 発 に評 価 され るROI(収 益 率)に 焦点 をあ て,よ り長 期 間 の想

定 で実 施 す る。

責 任。 この 主題 は,誰 が,ど の よ うな レベル の,そ して ど の よ うな責 任 を持

った 誰 に報 告義 務 を持 つか とい う形 で問 題 に され る。 仕事 は,実 績 と して の成

功 や失敗 を判断 して配 され る。

第 一 段階:様 々な分 野,例 え ば,人 事,デ ー タ処 理,マ ー ケテ ィン グ,経 理

等 の人 材 か ら構 成 され る タス ク ・フ ォ ース を作 る。 タス ク ・フ ォー ス形 成 の不

利 な点 は,そ の短期 的性 格 に 由来 す る。 新 シス テムの オペ レー ターは,通 常 そ

の成 功 ・失 敗 につ い て は彼 等 自身 に のみ 責任 を負 ってい る。

第二 段 階:タ ス ク ・フ ォ ースの 活 動 を監 督 し,そ の進展 状 況 を上 級 管 理 者へ

説 明す る恒 久 的 な調 整 理事 会,委 員会,計 画 オ フィス を創設 す る。 オ ペ レー タ

ーは オ フ ィス ・マ ネー ジャー に責 任 を負 う
。

第三 段 階:直 接 上 級 管理 者 に報 告 し,情 報 シス テ ム管理 全 体 に恒 常 的責 任 を

持 つ 真 に恒 久 的 な機 関 を企 業 内 に 設 立す る。 新 しい 開発 システ ムの オ フ ィス ・

マ ネ ー ジ ャ ーは,管 理 担 当副 社 長 に責任 を負 う。

進 度調 整。新規 テクノロジーを組み込む程度 は,個 々独 自の企業構 造,運 営,プ ライオ

リテ ィに視座 を据え,組 織 ごとに決定されねば ならない。余 りに遅す ぎる,或 は遅 す ぎ
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る職 換 は,全 体 的 な移行 に不 可欠 な試 行 錯 誤 の プ ロセ スを軽 視 した もの だ。

第 一 段 階:変 化 は 革 命 に よく例 え られ る。 中心 的 な問題 は,何 が最 終 目標 で,

如 何 にす れ ば速 くそ の 地平 に 到達 出 来 る か だ。 焦 点 は 明確 に短期 的 に設 定 され,

「傷 は 時 間が いや す 」とい う哲学 が こ こで は生 か され る。 労 働者 個 々の 差異 は

殆 ど問題 とな らな い。 生 産性 が唯 一 の関心 事 とな る。

第 二 段階:変 化 は短期 的 革 新 に 例 え られ る。 問題 とな るの は,も しこれ が 現

実 目標 な ら,ど の よ うな中間 ス テ ップが必 要 とな るか,或 は も し労働 者 が受 け

容 れ姿 勢 を とって い ない な ら,ど うす れ ば そ の 方 向 を調 整 出来 るか とい うこ と

だ 。

第 三 段 階:変 化 は 長期 的革 新 に なぞ らえ られ る。 問題 とす べ き内容 は 第二 段

階 と 同 じだ が,先 見性,プ ラ ンニ ン グ,フ ォ ロー ア ップな どで は一 層 の視野,

理 解 力 を必 要 とす る。

焦 点。組 織 的改 編 の見 通 しは,3つ の 領域 で チ ェ ック し得 る。 利用 す る階 層

レベ ル,活 動 の 幅,企 業 内 で の利 用状 況 が そ れ に 当 る。

第 一 段 階:ン ス テ ムの変 更 は,第 一 に管 理 面 に 携 わ る サポ ー ト ・ス タ ッ フに

影 響 を 与え る。 情 報 の創 出 と処理 が この ス テ ッ プで は強調 さ れ,シ ス テ ムは単

一 の 部 門 で利 用 され る
。

第 二 段階:変 更 は サ ポ ー ト ・ス タ ッフだ け で な く管理 ス タ ッ フや 専 門要 員 に

も影 響 を及 ぼ す 。 情報 の蓄 積,検 索,再 生,伝 送 に重 点 が置 か れ る。 シス テ ム

は複 数 の部 門 で活 用 され,職 種横 断 的 とな る。

第 三段 階:変 更 は,組 織 の トッ プ ・レベ ル に まで影 響 を与 え る。 全 般 的 な情

報 管 理 の 中 で,情 報 の存 在 自体 が 問題 とさ れ る。 ま た シス テ ムは,上 級 管理 者

の意 思 決定 に活 用 され る。

これ ら上 述 の構 成 要 素 は,こ こに至 って最 後 の 情報 管理 に行 きつ く。 この 項

目は,未 来 の オ フ ィス を形成 す る上 で必 要 な あ らゆ る システ ム変 更 の エ レ メン

トを包 括 す る もの だ。

情 報 管 理 。 情報 は,他 の リソー ス,つ ま り現 金,人 材,設 備 と同様 な方 法 で
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評 価 され る。 管理 者 が行 う正 確 な 決 定 は,廃 棄 され る情 報 の量 では な く質 に

依 拠 す る。 マネ ー ジ ャー は常 に よ り速 いそ して よ り良 い意 思決 定 を要 請 さ れ て

い る。

第一 段階:ど の よ うな情 報 が 生み 出 され,そ して誰 が そ れ を創 り出す かが,

そ の シス テ ムに よ り規 定 され,他 の 労働 者 に 情報 関係 の 仕事 の再 割 り振 りが 行

わ れ る。

第二 段 階:ン ス テ ムは,情 報 が どの よ うに生 成 され るか,ま た他 の 違 っ た ア

プ ロー チや 作 業方 法 を使 用 す れ ば よ り効 果 的 に 情 報 が 生み 出 し得 るか ど うか に

つ い て精 査す る。 特 定 の労 働 者 が最 終結果 を得 る に 当 っ て どの よ うに そ の 仕事

に取 り組 ん でい るか を分析 す るの も,こ の 段 階 だ。

第 三 段 階:シ ス テ ムは,各 々の ペ ーパ ー ワー ク が何 故 生 じた か を精 査 し,そ

の作 業が 依 然 必要 な もの で あ るか 否か を判断 す る。

このス テ ップに達 せ ば,各 組織 が未 来 の オ フ ィ ス達成 の どの レベ ルに ま で進

展 して い るか が,3番 目の表 で図示 出来 る はず だ。 現状 を評 定 す れ ば ,当 然次

の ステ ップは,ど こに進 む べ きか ,ま たそ の進 む コース を どの よ うに組 み立 て

るべ きか を決 定 す る こ とであ る。

個 々の組 織 の採 るべ き コー ス の決定

シス テ ム ・ニ ー ズの 潜 在 的 可能 性 を検 討す る際 ,当 該 組 織 やそ の業務 の分析

を加 味 しなけ れ ば な らな い。 また プ ランは ,シ ス テ ム中心 で は な く ビジネ ス を

視 座 の 中心 に置 い た もの であ る 必要 が あ る。 野心 的 試 み とい う感 じでは な ぐ,

現 実 に即 した必要 性 が 主 眼 とされ るべ きだ。

各組 織 の 歩 む コー ス を設 定 す る際,次 の様 な問 題 を考慮 に入 れ れ ば一 貫 した

視 点 を獲 得 出来 る と思 う。

・テ ク ノ ロジーに よって 提供 され る根 本 的 な ビ ジネ ス機 会 とは 何 か
。(テ ク

ノ ロジーは 有 能 だが,そ れ を現 実 化す るの は管 理 者 で あ る こ と を銘 記す べ きだ
。)

・競 合 企業 と対 比 した時
,ど の よ うな基本 的 ビジネ ス ・プ ロセスが 改 善 を必
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要 と して い るか 。

・質の 高 い情 報 は,ど の よ うな領 域 の 意 思決 定 を向上 させ る か。

・第 一 義的 な 目標 は 厳 密 に は 何 か。 人件 費 の 削減 か そ れ とも生 産 の増 強か 。

・各 目標 間 の 優先 順位 は ど うか。

・初期 計 画 と して成 功 率 が 高 く最 も有 望 なア プ リケ ー シ ョンは 何 か。

・新 システ ム導 入が 最 も受 け容 れ やす い分 野 は ど こか 。

・パ フナー マ ンス及 び成 功 の基 準 を どこ に設定 す べ きか 。

・重要 な初 期 段 階 で,新 シス テ ムを如何 に簡便 にそ して管 理 可 能 な形 で保 持

出来 るか 。

・最後 に ,学 ん だ 教 訓 を如何 に生 かす こ とが 出来 るか 。 … … … こ れ らが成 功

の 鍵 とな る。

私 が 述 べて来 た青 写 真や 図 表 は,一 見複 雑 に見 え るか も しれ ない。 だが 確 固

と した プ ランは,オ ー トメ化 機 会 の 全局 面 が 明瞭 に把 握 され て は じめ て策 定 出

来 る と信 ず る。

次 に将 来 のオ フ ィスが各 組 織 で実 現 し得 るた め の ガイ ドライ ンを要 約 してお

きた い。

1)上 級管 理者 は,貴 方 の行 動 に対 し無 条 件 の 承 認 を,そ れ も確 固 と した一

貫 性 の あ る形 で 与 え ね ば な らない 。(関 与 や行 動 は,言 葉 の意 味 で の承 認 で は

な い。)

2)ゼ ネ ラル ・マ ネー ジ ャー は,製 造 や マ ー ケテ ィ ング と同様,情 報 シス テ

ムに も優秀 な人 材 を配置 し,情 報 管 理 の テ ー マに意 欲的 に取 り組 む姿 勢 を明示

しなけ れば な らな い。

3)管 理 者 は,人 間 とマ シ ンを同調 させ るた め人 的 要 因 に 十 分 な 投 資 を 行

お うとす る意 志 を持つ 必 要 が あ る。(見 直 しプ ラ ンで は な く,事 前 プ ラ ンニ ン

グの 時か ら,こ の 態度 が必 要 。)

4)企 業 の長 期計 画 に は,ビ ジネ ス ・プ ラ イオ リテ ィと して 情報 管 理 を含 ま
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ね ば な らない 。

5)テ ク ノ ロジ一-va理 解 が 深 く更 に視 野 の広 い人 材が,オ フィス ・オ ー トメ

ー シ ョン ・シス テ ムに 責任 を持 つ べ きで あ る
。 将来 の 情報 シス テ ムは,職 種 や

部 門 の機 能 を こえ た 組織 横 断 的 な もの とな ろ う。

総 体 的 な チ ャ レン ジは,実 に困 難 な こ とだが,実 り多い 人 材 開発 や専 門 開 発

の可 能 性 が ある こ とに注 目 した い。 新 規 開 拓 分 野 に 乗 り出す 時に は 失 敗 も考 慮

に入 れ ね ば な らな い。 傑 出 した 専 門性 を持 つ こ とは ,現 在 の失 敗 を将来 の成 功

に結 びつ け る能 力 を擁 して い る と考 え た い。

もち ろん この こ とは,常 に 可能 で あ るは ず もな い し,易 しい ことで もない 。

だ が サ ン タヤ ナ(ス ペイン生れ のア メ リカの哲 学 者 ・詩 人)が そ の著 作 に 書 い た よ

うに,「 過 去 を忘 れ 得 ぬ人 間 は,そ れ を操 り返 す よ う運 命 づけ られ て い る 」と

い うの も事 実 だ ど思 う。 ま た漫 画 の 主人 公PogOの 機 知 に富ん だ言 葉 もあ る。

「我 々は敵 に 出会 った。 そ して 彼 は結 局 我 々 なの だ 。 」

我 々の シス テ ムの成 功 は,必 ず しも肥 沃 な土 壌 ば か りをあて に は 出来 な い。

我 々の 仕事 の イ ンパ ク トは,我 々の勧 告 す る変 化 に よ り何 らか の影 響 を受 け る

専 門 職 の 人 々 に十分理解され てい ない のも 事実 だ。 従 っ て前 途 を確 信 す る こ とは

極 め て難 か しい が,近 い 将 来 の 進 展 は,精 緻 な テ ク ノ ロジー を生 み 出す人 間

の能 力で は な く,そ の テ ク ノ ロジー を同 時代 人 の組 織 的,社 会 的,人 間 的 要 請

に適 合 させ る能 力に よって測 られ る こ とだ ろ う。 今 世 紀初 頭 に書 か れ,今 もま

た 新 鮮 な意 義 を持 つHavelockEllisの 言 葉 を是 非 引用 して お きた い。 「文

.明 の進 歩 に寄 与 す る現 在 最 大 の 仕事は,機 械 を本来 あ るべ き姿 に ,つ ま り人 間

の主 入 では な く人 間 の奴 隷 にす る こ とで あ る。 」我 々の挑 戦 は ,テ ク ノ ロ ジー

とそ の利 用価 値 の未 来 が 人 間 を豊 か にす る こ と,そ して入 間 を隷 属 させ ない こ

とを見 守 る こ とで もあ る。

要 約 すれ ば,私 は未 来 を積 極 的 な もの と して,ま た挑 戦 す べ き もの と して 受

け 取 っ てい る。1984年 は 間 も な く我 々の上 に 来 よ うと して い る。 だ が オ ー

ウェル の 画 いた 社 会 の 予測 は,現 実 の もの とは な らない に違 い ない。 コン ビュ
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一 夕は そ の創 造 者 に 刃 向か わず
,「2001年 宇 宙 の旅 」 の よ うな結 果 とな ら

ない こ と を願 う。最 近 の 映 画 「ス ター ・ウ ォー ズ 」では,マ シ ンが 人 間 に君 臨

す る もの と して では な く,人 間 の支 援者 の よ うな位置 を与え られ てい る。 我 々

に対 す る力強 い激励 と見 る べ きだ ろ う。 この映 画 に 登場す るR2D2とC3P

Oと い う2体 の ロボ ッ ト及 び 登場 人 物 とが か も し出す 友 好的 関係 は,我 々の子

供 連 と彼等 が 玩 具 の よ うに使 って い る コ ン ピュー タ との関係 の延長 線 上 に あ る

もの だ。

結 論 的 に は,シ ス テ ムが 導入 採 用 さ れ て い る様 態 は,社 会 に お け る機 能,目

的,役 割 に対 す る機 関 や 組 織 の基 本 的 価値 或 は信 念 を反 映 して い る。 これ は歴

史 が 証 明 して い る とさえ私 は 思 う。 今 後 の我 々 の課 題 は,こ れ らオ フ ィス ・シ

ス テ ムの成 功 をそ してそ の導 入 した 組 織 の成 功 を推 測 す る こ とだ ろ う。 真 の意

味 で我 々は飛 躍 出来 る。 重 要 な諸 課 題 に寄 与 出来 る方策 を実 に 多 くの人 々が模

索 してい る現在,こ うした課 題 は我 々 に絶好 の チ ャ ンス を提 供 して い る。

変 化の 動因

生産 性 の 向上 社 会 的 抵 抗

性急 な稼 動 開 始 高 い故 障率

補 助的 要 素 の重視 バ ラ ンスの 崩 壊

デ ー タ処 理 とオ フィス情 報 システ ム ンス テ ムと環境 に お け る 相違

の アナ ロジ ー

情報量

組織的錯綜

情報処理 界

青年

コス ト効果 の高い テクノ ロジー

情報管理 の向上

目的 と価 値

変 化 へ の対 応

プ ライ オ リテ ィ決 定 に み られ る混 乱

現代 の エ ス タブ リッ シ ュメ ン ト

ユ ーザ ー の リソース 及 び責 任

メ リッ トの量 化
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4オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョンに 関す る

戦 略 的 プ ラ ン ニ ン グ の概 要

原 題:AStrategicPlanningFramework

fortheAutomatedOfficeoftheFuture

講 演 者:Gad.J.Selig

TheContinentalGroup,Ino

期 日:1978年10月19日

Aは じめ に

1977年6月,最 初 の 情報 シス テ ム及 び テ レコ ミ ュニ ケ ー シ ョン長 期 戦 略 プ

ラ ンを完 成 した 。

本 戦 略 プ ラ ンに於 ては,「 将来 の オ フ ィス ・オー トメーシ ョン」 がTheCon-

tinentalGroup社(CGI)に 及 ぼ す イ ン パ ク ト及 び そ の 意 味 す る と

ころ を調査,分 析 し,1980年 代 に 対 す る戦 略 的 指 針 を 指 摘す る こ とに 重 点

が お か れ て い る。

こ の講 演 は2部 か ら構 成 して ある。

第1部 で は,戦 略的 プ ラ ンニ ン グの 概 念 及 び オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン ・

プラ ン ニ ン グの概 要 に焦 点 を合 わせ,さ らに ,こ れ が いか に して オ フィ ス ・オ

ー トメ ー シ ョン環 境 に 適用 で き るか を のべ る
。

部2部 では,世 界 に 分散 した大 多 国 籍企 業,即 ちTheContinental

Group社,vak・ け る計画 概 要 の 導入 とそ の ア プ リケ ー シ ョ ンにつ い ての べ る
。

B目 的

将来 の オ フィ ス オ ー トメー ン ヨンの た め の戦 略 的 計 画立 案 は主 と して次 の点

を 目的 と しな くては な らない:
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・事 業 環境,組 織 と しての 目標,目 的 の達 成 の た め の支 援 。

・マ ネ ジ メ ン ト,技 術,及 び 経 営 とい う観 点 か らの オ フィス ・オー トメーシ ョン

の定i義。

・重 要 問題 点 の確 認 。

・1989年 代 に 於 け るオ フィス・オ ー トメィシ ョン の た め の戦 略 的 基 盤 の 確立。

・計画 立 案 概 要 及 び一 連 の戦 略 の 提示;利 潤 引 上 げ,管 理 面 での 生 産 性 の 向上,

作 業環 境 の改善,イ ンフォメーシ ョン ・フロー トの 減少 等 広範 な 目標 の最 大 限

の達 成;及 び不 確 実性,変 化 に対 す る対 応 及 び計 画の 改 善 。

C問 題 点

オ フ ィス ・オ ー トメ ー ン ヨン計 画 立 案 概要 で は,重 要 点 を まず 明確 に してお

くて は な らない。 こ う した 重要 点 と しては 下 記 の ものが あ る:

・未 来 の 「オ フ ィス ・オ ートメ ー シ ョン 」の必 要 性 及 び必 要 条 件。

・未来 の オ フィ スの構 成要 素。

・「未 来 の オ フ ィス ・オー トメー シ ョン 」か ら予想 され る利 益 及 び推 定 コス ト。

・責任,領 域,仕 事 の面 で の豊 か さ,プ ライバ シー,セ キ ュ リテ ィ,作 業 法 等

が機 構上 もつ意 味。

・予 想 され る リス ク又 は 障害。

・直 ちに 必 要 とされ る戦 略 上 及 び実 行 上 の決 定事 項 。 或 い は,実 施 に 伴 っ て

自動 的 に 決定 が 下 され て い く もの な の か 。

D今 日のオフ ィス環境 の定義

今 日のオ フィスは,ビ ジネス上 の決定 を企画 し,又 それに伴 う活動 を調 整す

るため事務機器 を使用 し情報処理 プ ロセスを完遂す る人間の相互作用の場 とし

て定義 で きる。

E未 来のオフィス環境の定義
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管理 とい う視点 か らは,未 来 の オ フ ィス環 境 は,管 理,経 営,リ サ ー チ,オ

フ ィス の各 面 での機 能 及 び システ ムの ア プ リケ ー シ ョン及 びそ れ らと成 長 途 上

に あ る各 種 テ ク ノ ロ ジー(電 子,写 真,印 刷)と の統 合 に よ り生産 性(効 率 プ

ラス効 用)を 向上 させ る 場 とい え る。

F未 来 の オ フィ ス ・オ ー トメー シ ョン に 対す る プ ラニ ン グ の方 法論

組 織 と して戦 略 プ ラ ンを作成 す る場 合,い くつ もの選択 肢 に直 面 して 当惑 す

る こ とが 多 い 。 ここ で は方 法論 を2つ あげ るが,そ れ らは,(1)段 階 的 方法 論,

(2)重点 方 法論 であ る。

段階 的 方 法論 で は,オ フ ィス/経 営環 境 を4つ の成 長段 階(始 動,拡 大,形

式化,成 熟期)に わけ て扱 う。各 成長 段 階 に 於 て,次 の4視 点 か らみ た 主特 性

を確 立 した:

・ユ ーザ ー及 び管理 者 の 態 度及 び認 識 。

・管理 プ ラ ンニ ン グ及 び コン トロー ル ・シ ステ ム。

・責任 叉 は分 担 範 囲 ,及 び技 術 的 リソ ー ス。

・ア プ リケ ー シ ョンの ポ ー トフォ リオ 。

基本 的 に は,重 点 的 方 法論 は次 の5つ のス テ ップを含 む:

ス テ ップ1で は,「 現 状 」に対 す る解 答 をみ いだ す こ とと し,現 行 の オ フ ィ

ス/経 営 環 境 の プ ロフ ィル を コス ト,長 所 及 び短 所,変 化 に対 す る要 求,及 び

不確 実 性 の 面 か らみて い く。

ス テ ップ2で は,オ フ ィス/経 営環 境 が 直面 す る重要 問題 点 を摘 出す る
。

次 のス テ ッ プ3で は,「 な し うる こ と 」は 何 か を も とめ る。 即 ち,戦 略 面 で

の各 種案 の検 討,各 案 の コス ト,利 点,賛 否両論,案 採 用 ・不 採用 に よる リス

ク及 び結 果,障 害 及 び 不 確 実 さ,予 想 され る ボ トム ライ ン ・オ ポチ ュ ニ テ ィー

の研 究 が お こ なわ れ る。

ス テ ッ プ4及 び5は 緊密 に 関連 しあ って い る。 これ らの ス テ ップで は,管 理

につ いて の勧 告 をお こな い,「 なす べ き こ と 」及 び 「目的 達成 法 」につ い て の
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解 答 をみ い だす 。 要 す る に,こ れ らス テ ップは,戦 略 案,リ ソー ス ・リク ワ ァ

イ ア メ ン ト,及 び プ ラ ン実 施 の た めの 行 動 計画 な ど と共 に,案 選択 プ ロセス を

規 定 す る もの で あ る。

G未 来 のオ フ ィス ・オ ー トメ ーシ ョンの戦略

調 査 研 究 に 基 づ い て,下 記 の一 般 的 戦 略 を 包 含 す る こ とが,TheCon-

tinentalGroup社 に と、っ て 最 良 の オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン に 対 す

る ア プ ローチ で あ る とい う結 論 を得 た。 こ う した戦 略 の い くつ か は,貴 社 で も

利 用 で きる もの で あ る:

・オ フ ィス ・オー トメー シ ョ ンに対 す る ひか え 目で発 展 的 な ア プ ローチ の 仕方
。

・概 念 を よ り よ く理 解 す る ため の リサ ーチ及 び 開 発(パ イ ロ ッ ト)プ ロジ ェク

トの実 施 。

・現 在 最 高 の技 術 レベ ル に あ り費用 効 果 の 高い シス テ ムの導 入 。

・新 しい機 能 の導 入 に際 して の ベ ンダ ー の活 用 。

・可 能 な限 りの技 術 革 新 の 奨 励 。

・ベ ン ダ ー との 国 内及 び国 際 的 協定 の 締結 。

・指 導委 員 会/諮 問委 員会 を通 じての上 級 管理 者 の 意 識 の 向上 。

・全 世 界 的規 模 の音 声/デ ー タ網 の設 計/構 築。

・オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン用 コ ンポ ー ネン トに つ いて の機 能 仕様 書 の 作成
。

・変 更 機 関 として 社 内 デー タ ・システ ム及 び オペ レーテ ィング ・カンパニー ・ シ

ス テ ムの機 構 の 活用 。

・オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンに対す る積 極 的 且 つ 着 実 な ア プ ロー チ の 仕方 が

最 も有 効 で あ ろ う。

・努 力が 結 実 す るに は管 理 者 一代 位 の時間 を要 す る だ ろ うが ,今 こそ そ の た め

の基 礎 を確 立 す る時 で あ る。

・人 間 工学 ,特 に,お どす だけ で な くモチ ベ ー シ ョンを与 え る よ うな管理 環 境

を得 る こ とに重 点 をお く。
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・オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョン に は ,上 か ら下 の ア プ ロ ー チ と下 か ら上 に 向 か

うア プ ロ ー チ と を並 行 させ る 。
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2.オ フ ィス ・オ ー ト メ ー シ ョ ン 市 場 の 展 望

1オ ー トメ ー シ ョ ン化 の 背 景

過 去10年 間 に製 造 部 門 の生 産 性 は90%も の向上 をみせ てい る が,い わ ゆ

る オ フ ィスの 生 産 性 は,運 営 コス トが 倍 に な っ てい る一 方 で,わ ず か4%程 度

の 向上 しか み せ て い ない。 ア メ リカ労 働 統計 局 の調 べ に よれ ば,専 門/技 術職

お よび管 理 者 の数 は2,300万 人,そ の 下 の事 務 職 員 は1,600万 人 とい われ,そ

れ らの年間 コス トは そ れ ぞ れ6,000億 ドル,3,000億 ドル に達 して い る。 し

か も これ ら彪 大 な コス トは,年 々上 昇 の一途 を辿 っ てい る。 そ して この コス ト

を ど うにか で きな いか,と い う考 え が,い わ ゆ る オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン

推 進 の大 きな原 動 力 とな って い るの で あ る。

一 口に オ フィス ・オ ー トメ ー シ ョン とい って も,そ の実 体 概 念 は 非 常 に 多岐

に わ た ってい る。 ワー ド ・プ ロセ シ ング,テ レプ リ ンタお・よび ファ ク シ ミ リ,

電 子 複 写,プ リンテ ィ ン グ ・シス テ ム,マ イ ク ロ フ ィル ムお よび フ ィ ッ シュ ・

ドキ ュ メン ト保 管/検 索 シス テ ム,PABX,オ フ ィス ・コ ン ピ ュー タ,デ クテ

ー シ ョン機 器 ,電 子 郵便 そ して さ らに,オ フィス環 境 そ の もの の コ ン トロー ル

や 保 安 シ ス テ ムな ど も含 まれ るの であ る。

企 業 組 織 の 一 部 で あ る 「オ フィ ス 」の生 産 性 を高 め よ う とす るの が オ フ ィス

・オ ー トメー シ ョンの 目的 で あ るが ,こ う した試 み は これ ま で の事務 合理 化 の

歴 史 の 中 で絶 え ず 行 われ て きた こ とは 勿論 で あ る。 それ が 最 近 に なっ て こ とさ

ら注 目され る よ うに な った わ け は,技 術 革 新 が新 しい可能 性 を示 す一 方,工 場

等 での 生 産性 の著 しい 向 上 の結 果,オ フ ィ スの低 生産 性 が 問題 と なっ て きた こ

とに あ る。 つ ま り,企 業 活 動 を トー タル な姿 でみ た場 合,オ フ ィス 部 門 の労 働

集 約的 構 造 の強化 が 目立 ち,問 題 化 しつ つ あ る一 方 で,コ ン ピュ ー タ お よび 関

一58一



連 技 術の 進 歩 が そ の解決 の可 能性 を提 示 した た め,急 速 に注 目され る よ うに な

って きた とい うこ とだ。

オ フ ィスの 生 産 性改 善 の 努 力 は,「 装 置 」の面 か ら進 め られ る一方,「 概 念 」

の 面 で も行 わ れ て きた。 この 「概 念 」とは,経 営 学 の コース で教 え られ る よ う

な組 織論,従 業 員 の動 機 づ け,経 営 の合 理 化 に 関 す る様 々な理論 な どを含 む も

の で あ る。 従来 は これ ら2つ は別 個 に取 扱 わ れ,論 じ ら れて きた。 オ フ ィス

・オ ー トメ ー シ ョ ンの考 え方 は ,こ の2つ を結 び つけ よ うとす る新 しい シス テ

ム技 術 で もあ る。

こ こで1つ 留意 す べ きこ と と して用 語 の問 題 に言 及 してk・ きたい 。 オ フ ィス

・オ ー トメー シ ョンは ,オ ー トメー テ ッ ド・オ フ ィスな どとも表 現 され る が,こ

う した言葉 は 不 正確 か つ 刺激 的 で あ る と して 別 の用 語 を使 お うとす る意 見 も あ

る。 オ フ ィス ・イ ン フ ォ メー ン ヨン ・シ ス テ ム(OIS),ビ ジネ ス ・コ ミュ ニ

ケ ー シ ョン ・シス テム(BCS)の 方 が よ り適 切 だ とす る見解 であ る。 しか しこ

こでは よ り広 く使 われ て い る 「オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン 」と い う言 葉 を使

うこ とと した い。

さ て,ア メ リカの オ フ ィス ・オートメーション機 器 市 場 を展 望 す る わけ で あ るが,

こ こ では ボ ス トンのIDC(lnternationaiDataCorp.)本 社 で 受 け た レ

クチ ャーに 準 じ,ワ ー ド ・プ ロセ ッサ,OCR,フ や ク シ ミ リの3つ の 主要 機

器 市 場 に限 定 し,展 開 す る こ ととす る。
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2ワ ー ド ・プ ロ セ ッ サ 市 場

市 場 概 要

ワー ド ・プ ロセ シ ング ・シス テ ムは,大 き く次の4つ に 分類 で きる。

① ス タ ン ドア ロー ン ・ノ ンデ ィス プ レイ型

② ス タン ドア ロー ン ・デ ィス プ レイ型

③ シ ェア ド ・ロジ ック型

④ ハ イ ブ リ ッ ド ・ワー ド ・プ ロセ ッサ

第1の タイ プは,IBMの 磁 気 カ ー ド/磁 気 テ ー プ ・システ ム(例 えばMC/

STシ リーズ)に 代 表 され る キ ー ボ ー ド ・プ リン タで あ る。 編 集機 能 を有 す る

ダイ ビン グ ・シス テ ム と して大 い に重 宝 され,こ れ が もた ら した タイ プ時間 の

短 縮 は,オ フ ィス に少 なか らぬ 貢献 を して きた。 しか しこの シス テ ムは コ ミュ

ニ ケ ー シ ョン機 能 を持 たず,ま た プ リン ト速 度 も遅 い な どの欠 点 も少 くな く,

現 在そ して将来 に わ た って用 い られ る シス テ ム と して は プ リ ミテ ィブ な もの と

い え る。

第2番 目の システ ム も,第1の もの と同 様 ス タ ン ドア ロー ン(独 立 型)の シ

ス テ ムで あ るが,大 きな相 違 点 は,① その 名 の通 りデ ィス プ レ イ装 置(CRT)

を装 備 して いる こ と,② 印 字 速 度 が 格段 に速 くな って い る こ と,そ して③ ノ ン

デ ィス プ レイ ・タイ プ に比 べ高 価 な シ ステ ムで あ る とい うこ とで あ る。 この タ

イ プの もの が市 場 に現 れ て きたの は70年 代 初期 の こ ろ で,主 要 メー カー と し

てはVydec,Xerox,Daconics,IBM,そ してWangな どが あ る。

第3の タイ プの シェア ド ・ロジ ック ・シス テ ム は,キ ー ボ ー ド ・ア ン ド ・ロ

ジ ソク ・シェ ア リング と表 現 した 方 が より適 切 か も しれ な いが,複 数 の ステ ー

シ ョン を ミニ コ ン ピ ュー タに 接 続 した シス テ ムで,上 記2つ に は ない 高 度 な機

能 を備 え て い る。平 均的 な シス テ ムは,4っ の キ ー ボ ー ドと1～2台 の プ リン

タか ら成 っ てい る。 価 格 は 当然 前 記2者 よ りも高 く,10万 ドルに達 す る シス
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テ ム も少 くな い。

4番 目の カテ ゴ リーは,ハ ー ドウ ェア的 には 第3の タイ プ と同 じで あ るが,

ソフ トウ ェア的 に大 き く異 な る シス テ ムで,ワ ー ド ・プ ロセ シング と同 時 にデ

ー タ ・プ ロセ シ ング も行 え る もので あ る
。

後 節 で ワ ー ド ・プ ロセ ッサ市 場 を量 的 にみ て ゆ くが,そ こで 明 らか に され る

よ うに,す で に ア メ リカで はか な りの数 の ワー ド ・プ ロセ シ ン グ ・システ ムが

用 い られ て い る。 中 で も第1の タイ プ,つ ま り独立 型 の ノ ンデ ィス プ レイ ・シ

ステ ムは,す で に そ の ピー ク に さ しか か ってい る。 そ してそ れ に か わ るデ ィス

プ レイ ・タ イ プの 拾 頭 な どに よ り,全 体 と して の市 場 もか な りの 伸 び が 見込 ま

れ て い る。

こ うした盛 ん な ワー ド ・プ ロセ ッサの導 入 の意図 は,大 き く次 の3点 に集 約

され てい る。 第1に 事 務 経 費k・ よび タイ プ/印 刷 コス トの低 減 を図 る とい うこ

と,第2に 事 務 作業 の 能 率 を高 め る とい うこ と,そ して第3に は作 業 の 質 を向

上 させ る とい うこ とで あ る。 そ して これ は 人員 特 に秘 書 の数 を 削減 す る こ と を

目的 と した もの では ない 点 に 留 意 す べ きだ。 意 図 さ れ て い るのは,あ くまで も

能率,生 産 性 の 向上 なの で あ る。

利 用 動 向

で は 具体 的 に どの よ うな作業 に おい て用 い られ ているのであろ うか。IDCが

調 べ た とこ ろ に よれ ば,ワ ー ド ・プロセ ッサ導 入 の 動機,つ ま りそれ に よる最

初 の ア プ リケー シ ョンで最 も数 が 多 か った の は,手 紙 や レポ ー ト類 の処 理 を行

う一 般 文 書業 務(17.4%)で あ った。 これ に次 ぐの が法 律 関連 部 門(10 .9%),

カス トマ ー ・サ ー ビス(8 .7%),経 理(8.7%),印 刷(6.5%)な どで あ る。

利 用状 況 を ユ ー ザ ーの 規 模 別 に み る と特 徴 的 なパ タ ー ンが 浮 び 上 が って くる。

比較 的 小規 模 なユ ーザ ー ・サ イ トでは,ソ フ トウェア に よ リ ワー ド ・プ ロセ シ

ング とデ ー タ ・プ ロ セ ン ン グを 同 じ機 械 で行 お うとす る傾 向 が み られ る
。 この

よ うな ハイ ブ リ ッ ド ・シス テ ムを導 入で きる小 規 模 事業 所 は ,全 米 に100万
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近 くあ る とみ られ,大 き な潜 在市 場 とな っ てい る。 ハ イ ブ リッ ド ・シス テ ムは

ワー ド・プ ロセ シ ング ・システ ム と して は最 も高 価 な シス テ ム で あ るが,比 較

的 小 規模 な事 業 所 での 使 用 が 見込 まれ る理 由 は,ワ ー ド ・プ ロセ シ ング専 用 シ

ス テ ム と して導 入 され るの で はな く,ス モー ル ・ビジネ ス ・コ ン ピ ュ ー タ

(SBC)の ア プ リケ ー シ ョン の延長 上 と して ワ ー ド ・プ ロセシ ン グ 機 能 が 導

入 され る とい うこ とで あ る。 ソフ トウ ェア と共 に 高 品位 の プ リンテ ィ ング ・シ

ス テ ム を付加 す れ ば,SBCは ワー ド ・プ ロセ ッサ と して 機 能 す るの で あ る。

一 方 ,大 規 業事 業 体 では,専 用 の ワー ド・プ ロセ シ ン グ ・ンス テ ム を導 入す

る方 向 にあ り,し か もそ の機 能 は よ り高 度化 した ものが 求 め られ て いる。 す な

わ ち,例 え ばOCR(光 学 式 文字 読 取 装置)を 接 続 し,普 通 の タ イプ文 書 を直

接 入 力 で き る よ うにす る(IBMの セ レ ク トリック ・タ イ プ ラ イ タはOCRフ ォ

ン トの 印 字 もで きる)と か,メ ッセ ー ジ処 理 と結 びつ け る とか ,EDPシ ス テ

ムの デ ー タベ ー ス と接 続 す る といっ た新 しい 使 い 方 で あ る。 この こ とか らワー

ド ・プ ロセ ッサ には 必 然 的 に コ ミュ ニケ ー シ ョ ン機 能 が 求 め られ る よ うに な る。

今 後 の 使 用が 増 え る のは,こ う した コ ミュニ ケー シ ョ ン ・オ リエ ンテ ッ ドな ワ

ー ド ・プ ロセ ッサ で あろ う
。 当面 独 立型 と して用 い られ る場 合 で も,将 来 の発

展 を考 え,コ ミュニ ケ ー ン ヨ ン ・オ プ シ ョ ンは 必須 の 要 件 とな ろ う。

この 様 なワー ド ・プ ロセ シ ング ・シス テ ムの 興隆 は,企 業 の組 織 に も影 響 を

及 ぼす こ とに なる。マネ ージャー の 役割 変 化 は そ の1つ の例 で ある。 ハ イ ブ リ ッ

ド ・シス テム を導 入 した 小 規 模 ユ ー ザ ー では,EDPマ ネ ー ジ ャ ー が コー デ ィ

ネー タ と して の役 割 も果 す よ うに な り,現 在事 務 管 理 職が コー デ ィ ネイ トして

い る大 規模 企業 では,新 しい ワー ド ・プ ロセ ッサ の ア プ リケ ー シ ョン を始 め る

こ とで,事 務 管 理 職,EDPマ ネ ー ジ ャーそ して コ ミュニ ケ ー シ ョン ・マネ ー

ジャ ーの 協調 体制 づ く りが 進 め られ る こ とに なろ う。

と ころ で,最 近 の 新 しい 製 品動 向 と して,い わゆ る イ ンテ リジェ ン ト ・タ イ

プ ライ タ とい うものが あ る。 これ は マイ ク ロプ ロセ ッサ と メモ リを組込 ん だ タ

イ プ ラ イタで,ペ ー ジ ・セ ン タ リン グ等の 初 歩 的 な ワ ー ド ・プ ロセ シング機 能
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を有 してい る。 最 初 に この種 の製 品 を発 表 した の はQyx社(Exxonの 子 会 社)

で,Zilog社 のZ80マ イ ク ロプ ロセ ッサ をベ ー ス と した もの で あ る。 この 発

表 後 わず か数 カ月 で,IBMのOPD(事 務機 器 部 門)は そ の対 抗 モ デル を発 表

して い る。そ の 後Olivetti社 も同様 の タイ プ ラ イ タを発 表,現 在 市 場 に は こ

の3社 の モデ ルが 出 され て い る。 しか し今後 は よ り多 ぐの ベ ンダ ーが 同様 の も

の を 出 して くる とみ られ て い る。

こ の イ ン テ リジ ェン ト ・タイ プ ライ タは,通 常 の タイ プ ライ タ と ワー ド ・プ

ロセ ッサ との 中 間 に位置 づけ られ る もの で,価 格 の 手 ごろ さ と使 い よさが 相 ま

って,今 後 の 利 用拡 大 が 見 込 まれ る。 ま た,タ イ プ ライ タか らワー ド ・プ ロセ

ッサへ 移 行 す る 中間 過 程 と して この種 の タイ プ ラ イ タ を導 入 す る ユ ー ザ ー もふ

え よ う。

市 場 規 模

図1は ア メ リカの ワー ド ・プ ロセ ッサの市 場 規 模 の推移 を示 した もの で ある。

図 か ら も明 らか な よ うに,台 数,金 額 ベ ー ス共 ,現 在 は ノ ンデ ィス プ レイの

ス タ ン ド ・ア ロー ン型 が主 流 とな っ て い る。 この 中 で も中心 とな っ て い る のが

IBMの 磁気 カー ド・シス テ ムで ある 。 しか し今 後 の 傾向 と して は ,ノ ンデ ィ

ス プ レイ ・タ イ プの 出荷 増 は 全 く見 込 めず ,か わ っ て デ ィス プ レイ ・タイ プが

主 流 となっ て こ よ う。(図2参 照)

デ ィス プ レイ を 持 た な い ワ ー ド ・プロセ ッサ の 新 規 出 荷 は,80年 には 殆

ど0に 近 い状 態 に な り,そ れ 以 降 は デ ィス プ レイ型 に よる リプ レース の ため ,

設置 ベ ー スそ の もの の 減 少が 起 き る こ とに なろ う。76年 には 設置 金 額 比 で

87%,台 数 比 で は実 に94%を 占めて い た ノ ンデ ィス プ レ イ ・ス タン ドア ロ

ー ン ・ワー ド ・プ ロセ ッサ も
,82年 には 金額 比 で26%,台 数 比 で も39%

を 占め るだ け に な る とみ られ る。 これ に とっ てか わ り主 流 に な る デ ィ ス プ レイ

・タイ プの設 置 ベー ス は
,台 数 比 で全体 の5%(76年)か ら,82年 に は

53%に,金 額 比 で は10%か ら59%に ま で急 増 す る と見 込 まれ る。
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ワ ー ド ・プ ロ セ ッサ 出 荷 状 況 推 移図2

(1)台 数 比

(単位:1,000台)

150

100

5

(年)198219811980197919781977

66



② 金額比
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ハ イ ブ リッ ト ・システ ムを含 む シ ェア ド ・ロジ ック ・シス テ ム もか な りの伸

びが 予 想 され て い る。76年 の設 置 ベー ス では 台 数 比 で わず か1%,金 額 比 で

も3%に しかす ぎなか った ものが,82年 に は それ ぞ れ18%,15%に な る

とみ られ る。
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30CR(OpticalCharacterR㏄ognition)市 場

市 場 概 要 と利 用動 向 .

タイ プあ る い は手書 きの文 字,つ ま り人間 の 目に 見 える文 字 を 光学 的 走 査 に

よ り,機 械 処理 に適 した デ ジタル信 号 に変 換 す る とい うの がOCRの 働 きで あ

るが,こ れは 大 き く次 の3つ に分 け て 考 え る こ とが で き る。

① ペ ー ジ ・リー ダ ー

② ドキ ュ メ ン ト ・リーダ ー

③ 手 持 ちス キ ャナ ー

こ の う ち① はそ の機 能 に よ り低 性 能,中 性 能,高 性 能 の3種 に分 類 され る。

ドキ ュ メ ン ト ・リー ダ ーは,1度 に2～3行 の走 査 を行 うもの で,ク レジ ッ

ト ・カー ド照 合 や料 金 請 求 等 の ア プ リケー シ ョンで用 い られて い る。 手持 ちス

キ ャナ ーは,POSな ど店 頭 で のア プ リケ ー シ ョ ンに用 い られ る も の で あ る。

これ ら2つ は,一 般 の ビジネ ス ・ア プ リケー シ ョンとい う点 か らみ た 場合,や

や特 殊 な もの に属 す る とい え るた め,こ こで は ペ ー ジ ・リー ダ ー を 中心 と して

論 を展 開す る こ と とす る。

なおIDCの ら うOCRに は,、バ ー ・コー ド ・スキ ャナ ー,OMR(光 学式 マ ー

ク読 取)そ してMICR(磁 気 イ ンク文 字 読取)は 含 まれ て い ない 。

低 性能 のペ ー ジ ・リー ダ ーは,限 られ た形 の字体 の み の読取 りしか で きず,

しか もそ の 読 取 速 度 は 遅 い が,価 格 が1万5,000～3万 ドル と低 廉 なた め,

ワー ド・プ ロセ シ ン グ ・ンス テ ムの一 部 として使 わ れ て い る。 中性 能 の ものは,

速度 が や や 速 くな る が,価 格 も4万 ～9万 ドル と若 干 高 くな る。 この ク ラス の

製 品 も ワー ド ・プ ロセ シン グ ・シス テ ムの一 部 に組 込 まれ る こ とが 多 いが,古

い モ デル が 多 く,ま た今 後 の 需 要 の伸 び もさほ ど大 き くは ない とみ られ る。

高性 能 の ペ ー ジ ・ リー ダ ーは,価 格 も10万 ドル以 上 とは ね 上 る た め,大 量

処 理 が 必要 な場 合 に 用 い られ て い る。
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こ こでOCRに 用 い られ る文 字 につ い て少 しみ てお こ う。OCRの 読み取 れ る

文 字の 種 類 は い ろい ろ あ るが,通 常 用 い られ て い る もの と しては,OCRA,

OCRB,7B,1428,407-1,E-13Bな どが あ り,こ の他 手 書

き文 字 も使 われ てい る。 各 フォ ン トの特 徴 は 次 の通 りで あ る。

①OCRA:ANSI(ア メ リカ規格 協 会)が 開 発 した もの で,サ イズ1,皿1,

IVの3種 か ら成 っ てい る。 サ イズ1は1イ ンチ に約10キ ャ ラク タを収 め る と

い うもの で,NRMA(全 米 小 売 業 協 会)で も採 用 を決 め る な ど,最 もポ ピュ ラ

ーな フォ ン トとな って い る
。 これ に対 し,サ イ ズ 皿 お よ びNは 殆 ど使 われて

い ない。Aフ ォ ン トの最 大 の特 徴 は,読 取装 置 の コス トが 他 の フ ォ ン トの読 取

装置 よ りも安 くつ くとい うこ とで あ ろ う。

図3:主 なOCRフ ォ ン ト

OCRA

OCRB:

7 B

1428

407-1

E-13B

手 書 き:

肌 己ヨ㎏5』76『1早JH－

0123456789〈 〉+一!

0⊥?3斗5b189

口1日 ヨ乙S』7凸q・/一 十H

Ol2345678gl+$● 一/

0`己 ヨL5ら?8『1:・llll…1

団XIX雨Ellフ繭

②OCRB:ISOBあ る い はECMA-11と も呼 ば れ る。 ヨ ー ロ ッパ で

は か な リ ポ ピ ュ ラ ー な も の に な っ て い る 。Aフ ォ ン トよ り も通 常 の タイ プ 文 字
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に近 い ため,ア メ リカで もワー ド ・プ ロセ シ ング ・ア プ リケ ー シ ョン用 と して

注 目を集 め て い る。Bフ ォ ン トの数 字 は,各 種 商 品 に つけ られ てい るUPC(ユ

ニバ ーサ ル ・プ ロダ ク ト ・コ ー ド)の 下 に併 記さ れ てい る
。

③7B:こ れ は銀 行,石 油会 社 の 口座 番 号 あ るい は旅行 ・娯 楽 ク レジ ッ ト ・

カー ドで の打 出文 字 に多 く使 わ れ て い る。

④1428:IBM1428お よび1282光 学 式 読 取 装 置 で 用い られ る アル フ

ァニ ュー メ リッ ク ・フォ ン トで あ る。 利 用度 は減 少 して い る。

⑤407-1:IBM1403プ リンタの標 準 印 字 で ある。IBMの 最 初 のOCR

(IBM1418)で 採用 され た。

⑥E-13B:OCR出 現 以前 にMICR用 と して銀 行 で 開発 され て きた もの で

あ り,厳 密 に い え ばOCRフ ォ ン トと は言 い難 い。しか しMICRエ ンコーダか ら

の 出 力 を読 取 る とい う便 宜 的方 策 と して1部 のOCRに そ の読 取 機 能 が 組込 ま

れ てい る。E-13Bは,ニ ュー メ リック ・フォ ン ト(数 字 のみ)で あ る。これ

と似 た 形 の アル フ ァベ ッ トが デ ザイ ン ・マー クな どで使わ れて いる 場合 もあ る

が,こ れ は あ ぐま で もデ ザ イ ン文 字 に す ぎず,機 械 が読 取 れ る文 字 で は ない。

⑦ 手書 き文 字:ア ル フ ァベ ン ト,数 字,各 種 記 号 な どが使 われ るが,読 取 ら

れ る形,大 き さ な どは特 定 の範 囲 内 に限 られ て い る。

さて,オ フ ィス ・ワー ク との関 連 と い う視 点 か らOCRを み る と,OCRは よ

り安 価 な入 力手 段 と してそ の将 来性 が 期待 され てい る。

か っ て キ ー ・ツー ・テ ープあ るい は キ ー ・ツー ・デ ィス クが 登場 した 時 ,も

は やOCRの 存在 意 義 は な ぐた っ た,と まで 言 わ れた こ とが あ った
。 これ らの新

しい キ ー ・エ ン トリー ・シス テ ムが,低 い誤 り率 と高 い入 力生 産 性 を もた らし

た ため で あ る。 当時 のOCRの 性 能 の低 さ も,OCRの 将来性評価 を低めていた
。

しか しそ の後 の 技 術革 新,特 に マイ ク ロプ ロセ ッサの驚 くべ き発展 は ,安 価'

で信 頼 性 の 高いOCRを 生 み 出 した。そ の一 方 ,マ ニ ュアル 操 作 を必要 とす る キ

ー ボー ド入 力の コス トは
,人 件 費 の 向上 とい う不 可避 の事 態 の進 展 の結 果,ま
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す ます 増 大 の一 途 を辿 り続 け てい る。 コン ピュ ー タへ の入 力 に 至 る まで の人手

をで き るだ け 減 らす こ とが コス ト削 減の最 短 距 離 で あ り,ま た 入 力 ミス を減 ら

す道 で もあ るが,こ の 手 段 と してOCRが 再 び脚 光 を浴 び る こ とに な った の で

あ る。

通 常 の タイ プ文 書 をそ の ま ま入 力媒 体 と して 使 え る とい う ことは,タ イ プラ

イ タが その ま ま エ ン ト リー ・ス テ ー シ ョ ンに な る とい うこ とで,生 産性 の 向上

に 役立 つば か りで な く,従 来 の コ ミュ ニケ ー シ ョン ・パ ター ンや 処理 の概 念 を

変 え る もの で もあ る。OCR利 用 の発 展は,オ フ ィ ス の 事 務 処 理 シス テ ムに大

きな変 革 を もた らす 可 能 性 を も秘 め て い る とい え よ う。

市 場 規 模

ア メ リカのOCR市 場 は,今 後5年 間 に わ た り年 間40%近 い急 速 な伸 び が見

込 まれ る。 中 で も低 性 能(低 価 格)製 品 の 伸 びは 著 し く,毎 年50%と い う伸

びが 予 想 され る。 そ して77年 には 設 置 ベ ー ス の61%だ った ものが82年 に

は85%を 占め る よ うに な ろ う。

中,高 性 能製 品 もか な りの伸 び が 見込 まれ るの で あ るが,低 性 能製 品 の伸 び

が あ ま りに も大 きい ため,OCR市 場 で の ン ェ ア は 低 下 して ゆ くこ とに な る。

中性 能 製 品 の77年 の ペ ー ジ ・リーダ ー設 置 ベー スに 占め る割 合 は22%で あ

っ たが,82年 に は9%に ま で減 少 し よ う。 高 性 能 製品 も同 じ く77年 の17

%か ら82年 に は6%に 低 下 してゆ く。(い ず れ も台数 比)

低 性 能 製 品 の こ う した 注 目す べ き伸展 は,ワ ー ド ・プ ロセ シ ングの 発 展 と密

接 に関係 して い る。 つ ま り速度 は遅 くと も価 格 の安 いOCRが ワ ー ド ・プ ロセ

ンン グの 有 力 な入 力 装 置 と して使 わ れ る よ うに な る とい うこ とで あ る。 ワー ド

・プ ロ セ シング にお・い ては ,高 速 入 力 を さほ ど必 要 とせ ず,低 速 で も安 価 な シ

ス テ ムが 求 め られ る とい うこ とが この背 景 に あ る。

さてOCR市 場 を 設 置 金 額 でみ ると,台 数 ベ ース とは や や異 っ た 相貌 を呈す

る。 最 大 の 設 置 ベ ース を 占め るの は,単 価 の高 い 高性 能製 品 で,77年 末 現在

一74一



では ペ ー ジ ・リー ダ ー市 場 の56%に 達 して い る。 中性能 機 が24%の シェア

で これ に つ ぎ,台 数 で は最 も多 い低 性能 機 は,金 額 では20%を 占め る にす ぎ

な い。

しか し今 後 の傾 向 をみ る と,台 数 比 で の 比較 と同様 の パ ター ン とな る。 す な

わ ち,各 製 品群 共 か な りの 伸 び方 が 見 込 ま れ るが,低 性 能 製 品 の 伸 び が他 を 圧

して い る ため,中 お よび 高性 能機 の シェ アは減 少 に 向か う,と い うこ とで あ る。

IDCの 予 想 に よれ ば,1982年 のペ ー ジ ・ リー ダー市場 での 製 品別 シ ェア は,

図5:ペ ー ジ ・ リー ダ ー市 場 の メ ー カ ー別 シ ェ ア

(77年 末 現 在,設 置 台 数 比)

そら⑫

・鋤 了2s・・

125(17)

㏄ξ;寵cs

Hendrix
300
(15)

ECRM

540

(27)

注:数 字 は設 置 台数,()内 数 字 は 小 区分 内 での シ ェア(%)
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低 性 能 機31%,中 性 能 機21%,そ し て 高 性 能 機48%と な る。

メ ー カ ー 別 で 市 場 を み る と,Compuscan,ECRM,REI,Hendrixと

い っ た 独 立 系 メ ー カ ー が 強 く,IBMは7%強 を 占 め る に す ぎ な い 。

図4はOCR市 場 の 推 移 を ま とめ た も の,そ して 図5は77年 末 時 点 で の ペ

ー ジ ・ リー ダ ー 市 場 の メ ー カ ー 別 シ ェ ア を 示 した も の で あ る
。
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4フ ァ ク シ ミ リ市 場

市 場 概要 と利 用 動 向

フ ァ ク シ ミ リは,い わ ゆ る電 子 郵便 といわれ るエ レク トロニ ック ・メ ッセ ー

ジ ・シス テ ムの一 部 を構 成 す る もの で あ る。電 子 郵 便 システ ムは,様 々な タ イ

プの装 置 お よび サ ー ビス を含 む総 合概 念 で あるが,テ レタイ プ通 信,フ ァク シ

ミ リ,(狭 義 の)電 子 郵便 ネ ッ トワー ク,そ して特 殊 目的 通 信 シス テ ム(例 え

ば天 気 図 の送 受網 な ど)の4つ に大別 して 考え られ る。

将 来 のオ フ ィス像 を論 ず る際 に,こ の 電 子郵 便 システ ムは避 け て通 るこ との

で きな い重要 な テ ー マ で ある が,こ こで は 一般 ビジ ネス用 フ ァ ク シ ミ リ装 置 市

場 に限 定 して論 を進 め る こ と とす る。

ビシ 不 ス ・フ ァク シ ミ リは,そ の 性能 に よ リグル ー プ1～3の3種 に分 類 す

る こ とが で き る。

グル ー プ1は,ペ ー ジ当 りの処 理(送/受 信)時 間 が4～6分 の もの で,機

構 的 に はXeroxコ ンパ テ ィ ブル に な っ てい る。 価 格 は月 間 レ ン タル で30～

50ド ルの 幅 に あ る。 グ ル ー プ2は,2～4分 マ ン ンで,こ れ はCCITT(国

際電 信電 話 諮 問 委 員会)の 標 準 に拠 っ て い る。 月 間 レ ンタル 料 は50～90ド

ル 程 度 であ る。 グ ル ー プ3は,1分 以 下 の高 性能 機 で ,こ れ もCCITTコ ンパ

テ ィ ブル とな っ て い る。 こ のク ラスの 装 置 の レ ン タル料は,月 間300ド ル 以

上 に も達 す る 。

ファクシミ リ通 信の特 徴 は,定 型 化 され てい な いあ らゆ るデ ー タ アル フ ァ

ニュ ー メ リ ック ,漢 字,グ ラフ ィ ック等 一 の伝送 が行 え る とい うと ころ に あ

るが,現 行 の ア プ リケ ー シ ョン をみ る と,図 表 等 の送 受 は 全 体 の2割 に 満 た

ず,約46%は 契 約,セ ール ス ・オ ーダ ー,イ ン ボイ スお よび そ の他 の 財務 関

連 文 書 の送 受 に使 わ れ て い る。 残 る約35%は,通 信 文k・ よび メモの 送 受 で あ

る。
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定 型 化 さ れ た ア ル フ ァ ニ ュ ー メ リ ッ ク ・デ ー タの 通 信 と い う面 で は,フ ァ ク

シ ミ リは 通 信 機 能 付 ワ ー ド ・プ ロセ ッ サ と競 合 す る こ とに な る 。 ワー ド ・プ ロ

セ ッ サ は 各 キ ャ ラ ク タ を バ イ ト ・サ イ ズ の コ ー ドに 変 換 し送 出 す る た め,紙 を

必 要 と は し な い 。 フ ァ ク ン ミ リは 入 出 力 と も紙 を 必 要 とす る が,書 類 そ の もの

を 必 要 とす る よ う な ア プ リケ ー シ ョン で は よ り便 利 な もの と い え る。

フ ァ ク シ ミ リの歴 史 は,1842年 の ア レ キ サ ン ダ ー ・ペ イ ン(Alexander

Bain)の 発 明 に 始 ま る が,オ フ ィ ス で の 実 用 に 耐 え ら れ る 製 品 が 現 れ た の

は1960年 代 の 半 ば に な っ て か ら だ っ た 。 こ の 間 そ して こ れ 以 降 も よ り以 上

の 簡 便 性,高 速 性 そ し て 柔 軟 性 が 求 め られ て き た わ け で あ る。

最 近 の 動 向 と して 注 目 さ れ る こ とは,フ ァ ク シ ミ リ通 信 サ ー ビ ス が 登 場 して

きた こ と で あ る 。Graphnet,FAX-PAK,Speedfaxが そ れ だ 。

Graphnetは,GraphicScanningCorporationの 子 会 社Graphnet

SystemsInc.に よ り提 供 さ れ て い る 付 加 価 値 フ ァ ッ ク ス ・サ ー ビ ス(va-

lueaddedfaxservice)で あ る。Graphnetは 、74年1月 にVAC(付 加

価 値 通 信 業 者)と して の 認 可 をFCC(連 邦 通 信 委 員 会)か ら受 け,75年1

月 か ら商 用 サ ー ビ ス を 開 始 した 。Graphnetサ ー ビス は,他 の 通 信 業 者 の 回 線

施 設 を 使 うこ と が で き る だ け で な く,殆 ど 全 て の タ ィ フ の フ ァク シ ミ リ・

CRTそ し てTelexあ る い は そ の 他 の 指 定 キ ー ボ ー ド ・タ ー ミ ナ ル を接 続 す る

こ と が で き る 。

FAX-PAKは,同 じ くVACの1社,ITTDomesticTransmission

SystemsInc.が 計 画 し て い る 蓄 積 交 換 フ ァ ック ス ・サ ー ビ ス で あ る。 互

換 性 を 持 た な い フ ァ ク シ ミ リ装 置 間 の 通 信 を 可 能 と す る と と も に,キ ャ ラク

タ ・ベ ース の デ ー タ ・タ ー ミナ ル と フ ァク シ ミ リ間 の 通 信 も可 能 に な る と し て い

る。

Speedfaxは,SCC(特 殊 通 信 会 社)のSPCC(SouthernPacific

Co㎜unicationsCo.)に よ り78年 初 め に発 表 さ れ た もの で あ る。 現 在 蓄

積 交 換 サ ー ビス は 提 供 され て い な い が,spccdr,将 来 は こ う した サ ー ビス を
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行 うとと もに,各 種 ター ミナルの接続 も可能 に したいとの意向を持 っている よ

うだ。.

市 場 規 模

IDCの 調 査 に よれば,77年 の アメ リカの ファク シ ミ リ市 場 は2億1,560万

ドル,設 置 台数 は12万 台 程 度 とみ られ る。 今 後5年 間 の 伸び は年 間12%程

度 と見込 まれ る。

現 在 そ して近 い 将 来 に わた っ て も,設 置 の大 半 は グループ1(す なわ ち低 速 フ
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ア ク シ ミ リが 占 め る とみ られ る 。

メ ー カ ー の 動 向 をみ る と,グ ル ー プ1市 場 で はXerox,QwipSystems

(Exxonの 子 会 社)が 強 く,グ ル ー プ2で はGraphicSciencesInc.

(Burroughsの 子 会 社),Qwip,Panafaxcorp・(松 下 電 送 とvisual

Sciencesの 合 弁 企 業)が 中 心 勢 力 と な っ て い る。 グ ル ー プ3(高 速 フ ァ ク シ

ミ リ)で は,GraphicSciences,3Mな ど ア メ リ カ ・メ ー カ ー も健 闘 して

い る と は い う も の の,日 系 企 業 特 にRapicom(リ コ ー の 子 会 社)の 独 壇 場 と な

っ て い る。

ア メ リ カ の フ ァ ク シ ミ リ市 場 は,ヨ ー ロ ッパ と比 べ れ ば 発 展 し て い る が,日

本 と比 べ れ ば か な り遅 れ て い る とい うの が 現 実 。 ア メ リ カ の 調 査 会 社TheYan-

keeGroupが か つ て 調 べ た と こ ろ に よれ ば,人 口100万 人 当 りの フ ァ ク シ

ミ リ ・タ ー ミナ ル の 数 は ア メ リ カが634台,西 ヨ ー ロ ッ パ が121台,日 本 が

1,046台 と な っ てk・ り,ま た 電 話 器100万 台 当 り の フ ァ ック ス 数 は ア メ リ カ

958,西 ヨ ー ロ ッ パ420,そ し て 日本2,816と,日 本 が 圧 倒 的 に 多 く な っ て

い る 。

日本 が フ ァ ク シ ミ リで ア メ リ カ を 圧 倒 して い る最 大 の理 由 は,そ の文 字 に あ

る と い え よ う。 ア メ リ カに お い て は,タ イ プ ラ イ タ の 使 用 が 日 常 化 し て い る た

め,文 書 あ る い は デ ー タの デ ジ タル 化 が 非 較 的 容 易 に 行 え る。 こ の た め 通 信 機

能 付 ワ ー ド ・プ ロセ ッ サ や テ レ タ イ プ な ど の 利 用 が 進 展 す る こ と に な る。 一 方

漢 字 入 力 デ ジ タ ル 化 は 今 だ に これ と い っ た 決 め 手 が な い の が 現 実 で,

こ の よ うな 文 書 の 電 子 的 送 受 に お い て は フ ァ ク シ ミ リが便 利 と な る。 日本 の メ

ー カ ーが 高 速 フ ァ ック ス 技 術 で 世 界 を リー ドして い る 背 景 に は
,こ う し た 市 場

の 要 請 が あ っ た の で あ る 。
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5新 しい 競争 環 境

コン ピュー タ本 体市 場 では ,俗 に1人 の 巨人 と5人 の小 人 とい われ る よ うな

寡 占体 制 と なっ てお り,最 近 は プ ラグ ・コンパ テ ィ ブル ・メ イ ンフ レー ム ・サ

プ ライヤ ー と呼 ば れ る企 業 が 次 々 と本 体 市 場 に 参入 して い る とはい う もの の,

IBM,Univac,HIS,Burroughs,NCR,CDCと い っ た耳 慣 れ た 企

業 群 に よる競 争 が 繰 り広 げ られ て いる。 しか し将 来 の オ フ ィス市 場 制 覇 を 目指

す 企 業群 とい うこ とに なる と,そ の様 相は 若干 変 っ て くる。IBM,Burrou-

ghsと い った ビジ ネス ・システ ム出 自の コン ピ ュー タ本体 メー カーが 顔 を出 し

て い るこ とは 勿論 で あ る が,そ の他 の有 力企 業 と して は,去 る75年7月 に本

体 ビジネ スか ら撤 退 したXeroxや,脱 石 油路 線 を歩 む世 界最 大 の メ ー ジ ャー

(国 際 石 油 資 本)Exxonな どが 登場 して く る 。

厳密 に いえ ば,ト ータル なオ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ ン ・システ ムは 今の と

ころ開 発 され て もい ない わけ であ るか ら,市 場 競争 とい っ て も,個 々の製 品 で

の競 争 とい うこ と に な る。 た だ 企業 戦 略 の方 向 性 と して,い ずれ も トー タル な

オ フ ィス情 報 シス テ ムの構 築 とそ の市 場 制覇 を 目指 して い る企 業群 で あ る。 次

に主 要 企業 の 概 要 を ま とめ る こ と とす る。

IBM

年 間211億 ドル を売 上 げ,31億 ドル の利益 を あげ る コ ン ピュー タ界 の 巨人,

IBMは,こ の 分 野 で も最 大 の 影 響 力 を持 って い る。=豊 富 な 資 金 を背 景 と した

IBMの 研 究 開 発 は非 常 に多 岐 にわ た り,開 発 され た 製 品 の商 品化 に 当 って は,

十 分 な事 前調 査 が 行 わ れ る の が常 で あ る。

ワー ド ・プ ロ セ ッサ市 場 では,ノ ンデ ィス プ レイ ・タイ プで圧 倒 的 な市 場 シ

ェ アを有 してい る が,現 在 これ をい か に グ レー ド ・ア ップ して ゆ くか が 問題 と

なっ て い る。新 しい製 品 を発 表 す る力 は十 分 す ぎる程 あ る のだ が,現 在 の ライ
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ンの収 益 性 をそ こな わず,同 時 に リプ レー ス を進 め て ゆ くと い う,マ ーケ テ ィ

ング上 の考 慮 か ら,そ の 製 品 発 表 は細 心 を きわ めて い る。 他 社 の製 品 に 対す る

反 応 も同様 で,(少 くと も表 面 上 は)冷 静 さ を保 ち,そ の 新 製 品 の市 場 で の評

価 を見極 めた上 で何 らか の 動 き をみせ る,と い うのが 普通 。 この例 外 と もい え

るの は,イ ンテ リジ ェ ン ト ・タイ プ ライ タで の動 き で あ った。

78年2月 初 め,Exxonの 子 会 社Qyx(読 み方 は"quicks")は マイ ク ロプ

ロセ ッサ内 蔵 の イ ン テ リジ ェン ト ・タイ プ ライ タを 発 表
,IBMの メ モ リ・

タイ プ ライ タ市 場 に大 きな衝 撃 を 与 えた 。 これ に 対 しIBMは 対 抗 モ デル を2

機 種 発表,し か もQyxが 当面 そ の販 売 を ニ ュー ヨー ク,ワ シン トン,フ ィ ラデ

ル フィ ア を中心 と した東 北 部 に 限定 す る と した の に対 し,IBMは9月 か ら全

国 で一 斉 に販 売 す る と発 表 した の で ある。 従 来 のIBMの や り方 か らすれ ば,

異 例 の反 応 と もい うべ き出来 事 だ った。(Exxonの 項 参照)

ワー ド ・プ ロセ シン グ事 業 は,IBMのOPD(オ フ ィ ス ・プ ロダ ク ツ部 門)

で行 われ てい るが,同 部 門 は 電動 タイ プ ライ タ,複 写機,デ ク テ ー ン ヨン ・マ

シン(口 述 録 音機)な ど も担 当 してお り,今 後 の オ フ ィス ・シス テ ム開 発 で大

きな 役割 を果 す こ とに な ろ う。

77年1月 に発 表 され た オ フ ィス ・シス テ ム/6は,技 術 的 には 目新 しい も

のは 少 い が,ワ ー ド ・プ ロセ シ ング とデ ー タ ・プ ロセ シン グの統 合 へ 向 け て の

製 品 で は な いか と評 され て い る。

OPDと 同 じGBG(ゼ ネ ラル ・ビ ジネ ス ・グ ル ー プ)に 属 す るGSD(ゼ ネ ラ

ル ・シス テ ムズ 部 門)も 重 要 な存在 だ 。 シス テ ム/3,同32,同34,同38,

5100,5110,ン ス テ ム/7そ して ン リー ズ/1な ど を担 当す るGSDは ,

ス モ ール ・ビジ ネス ・コ ン ピ ュー タそ して ミニ コ ン ピ ュー タ とい う側 面 か らオ

フ ィス市 場 を 目指 し てい る。GSDはIBMの 中 の ミニIBMと 呼 べ る程 の総 合

力 を有 して お り,OPDの 製 品群 を背 景 と した今 後 の事 業展 開 に は 大 い に注 目す

べ きで あ る。

従来 大 型 ンス テ ム を担 当 して きたDPD(デ ー タ ・プ ロセ シ ン グ部 門)も,分
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散 処理 シス テ ム を志 向 して きた こ とに よ り,GSD,そ してOPDの 領域 に も侵

入 し始 め て い る。 そ の 典 型 は8100情 報 システ ム,そ して3730オ フ ィス ・

コ ミュニ ケ ー シ ョン ・シス テ ム で あ る
。 オ フ ィス ・オー トメ ー シ ョン市 場 は,

DPDの 事 業 拡大 の必 然的 帰結 と して も位 置 づ け られ てい る のだ。

こ う した結果GSDとDPDの 製 品 間 に 重複 が 生 れ ,一 企 業 内 で の事 業 部 門競

争 とい っ た事 態 が 出 て き て い る が,IBM全 体 か らみ ればGSDが 売 れ よ うが

DPDが 売 れ よ うが 同 じこ とな の であ る。 つ ま り,GSDとDPDが 両輪 とな っ

てIBMの 発 展 を支え,将 来 の オ フ ィス市 場 を 目指 して い く,と い うこ とで あ る。

IBMは,オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン市 場 へ 向 け て の もう一 つ の大 きな 力

を持 って い る。ComsatGeneral,AetnaLife&Casualtyと の合弁 事

業,SBS(SatelliteBusinessSystem)で あ る。 この こ とに よ りIBM

は電 子 郵 便 の技 術 ノ ウハ ウを持 つ こ とに な り,そ の 総体 と して の 潜在 力 は さ ら

に大 きな もの とな る。

と もあ れ,広 汎 な技 術 力 と十 二 分 な資 金 力 を有 す るIBMは ,オ フ ィ ス ・ オ

ー トメ ー シ ョン市場 をめ ぐる競 争 に お い て も
,リ ー ダー シ ップ を と り続 け る こ

とは 間違 いあ る まい。

Exxon

資 金 力 とい う こ とで あ れ ばExxonはIBMに ま さ る と も劣 ら ない 力 を持 っ て

い る。 同 社 は,い わ ず と知 れ た世 界 最 大 の 国 際 石 油 資 本
。Fortune誌 に よ る

ア メ リ カ 工 鉱 業 企 業 番 付 で は ,売 上 げ はGM(GeneralMotors)に 次 ぐ2位,

資 産 で は1位 に ラ ン ク さ れ て い る 。(日 本 で は エ ッ ソーEsso=の 名 で 知 られ

て い る。)

大 手 石 油 資 本 各 社 一 例 え ばSun,StandardOil(lndiana)
,GulfOil

な ど 一 は,事 業 の 多 角 化 脱 石 油 化 を 進 め ,情 報 産 業 を 指 向 す る と こ

ろ も多 い が,中 で もExxonは そ の 積 極 性 が 注 目さ れ て い る
。

Exxonの 事 業 多 角 化 は,そ の子 会 社ExxonEnterprises
,Inc.に よ り
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進 め られ て い る が,情 報 処 理 関 連 事 業 で は 傘 下 に15社 を 有 し,す で に7,600万

ドル の 資 金 を投 入 し て い る と い わ れ て い る(デ イ ジ ー ・ ウ ィ ー ル ・プ リン タ で

名 高 いQume=カ リ フ ォ ル ニ ア 州 ヘ イ ワ ー ドー は,ITTに 買 収 さ れ,元 ダ イ

オ ー ド事 業 のEmdex－ コ ネ チ カ ッ ト州 ミル フ ォ ー ド=は,近 く売 却 さ れ る こ と

に な っ て い る)。C.C.ガ ー ビ ンExxon会 長 は,非 石 油 関 連 事 業 へ1980年

ま で に 総 額10億 ドル を投 じる 意 向 で あ る と語 っ て い る が,こ の う ちの%が コ

ン ピ ュ ー タ関 連 事 業 に 投 資 され た とす る と,そ れ が 及 ぼ す 影 響 は 決 し て 少 な く

な い と い え る。

傘 下 の 主 要 企 業 と し て は,Qyx,Vydec,QwiP,PeriPhonics・De1Phi・

DialogSystems,そ し てZilogな ど が あ り,こ の 他 今 後 の 動 きが 注 目さ れ

る新 興 企 業 と してOIS(OpticalInformationSystems)が あ る 。

主 要 子 会 社 の 概 要

Qyx-lntelligentTypewriterSystems－ ペ ン シ ル バ ニ ア 州 リノ ビル

=は
,IBMの 項 で もふ れ た よ う に,イ ンテ リジ ェ ン ト ・タ イ プ ラ イ タ の パ イ

オ ニ ア で あ る。 こ れ は 価 格 的 に はIBMの セ レ ク ト リ ッ ク ・タ イ プ ラ イ タ(電

動 タ イ プ,$610～$860)と メ モ リ ・タ イ プ ラ イ タ($4,900～$1'1,150)

の 中 間 に 位 置 す る もの で あ る が($1,390～$7,750),ユ ー ザ ー は 必 要 に 応

じて 機 能 を 買 い 足 して ゆ け る とい う高 い 柔 軟 性(モ ジ ュ ー ル 性)を 有 して い る 。

Zilog社 のZ80マ イ ク ロ プ ロセ ッ サ を 内 蔵 し てk・ り,「 タ イ プ ラ イ タ の 値 段 で

ワ ー ド ・プ ロセ ッサを 」が,大 き な セ ー ル ス ・ポ イ ン トと な っ て い る。 従 来 の タ イ

プ ラ イ タ の 概 念 を 一 変 さ せ る よ う な 製 品 で あ っ た た め,IBMが 先 に の べ た

よ う な 過 剰 反 応 と も い うべ き動 き をみ せ た の で あ る 。

ニ ュ ー ジ ャ ー ジ ー州 フ ロ ー ラ ム パ ー ク に 拠 を 置 くVydecIncorporatedは

72年 にHewlett-Packardを 辞 め た 技 術 者 達 に よ り'設 立 さ れ た 企 業 で,

ExxonEnterprisesは そ の 株 式 の 大 半(80～90%)を 有 して い る。 そ

の デ ィ ス プ レ イ ・タ イ プ の ワ ー ド ・プ ロ セ ッ サ の 評 価 は 高 く,77年 末 ま で に
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す で に 約4,000台 を 設 置 し て,金 額 ベ ー ス で は 最 大 の シ ェ ア を 有 し て い る 。

大 量 か つ 複 雑 な 編 集 を伴 う ア プ リケ ー シ ョ ン で の 評 価 は 特 に 高 く,法 律 事 務 所

を 中 心 と してIBMの ノ ン デ ィス プ レ イ ・タ イ プ を 次 々 と リ プ レ ー ス し て い る。

印 字 機 構 に は,Qumeの も の が 使 わ れ て い る 。

QwipSystemsは,ニ ュ ー ヨ ー ク の フ ァ ク シ ミ リ ・メ ー カ ー で あ る 。 低 速

・低 廉 な 機 器 で 中小 規 模 の ユ ー ザ ー 開 拓 に 成 功 し て お り
,今 後 は 高 速 フ ァ ック

ス へ の 進 出 が 予 想 さ れ て い る
。 低 速 機 分 野 で は 約20%の 市 場 シ ェ ア を 有 して

い る とみ られ る 。

ニ ュ ー ヨ ー ク州 ボ ヘ ミ ア のPeriphonicsCorporationは
,フ ロ ン トエ ン

ド ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョン ・プ ロセ ッサ と音 声 応 答 シ ス テ ム を 製 造 し て い る シス

テ ム ・ハ ウ ス で,基 本 と な る プ ロセ ッサ 自体 はDEC(DigitalEquipment

Corp.)か ら購i入 して い る 。

Delphiー カ リフ ォ ル ニ ア 州 ロサ ン ゼ ル ス=は,音 声 と デ ー タ 通 信 を結 び つ

け た 電 話 応 答 シス テ ム を 開 発 して お り,販 売 活 動 に 入 っ て い る 。

DialogSystemsは マ サ チ ュ ー セ ッ ツ州 ケ ン ブ リッ ジ の 会 社 で,自 動 音 声

認 識 シス テ ム の 開 発 ・製 造 を行 っ て い る。ExxonEnterprisesは そ の 株 式

の 過 半 数 を 有 して い る 。77年11月 現 在 で,Dialogは 国 防 省 向 け の シ ス テ

ム を含 め,3シ ス テ ム を納 入 して い る
。

マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ界 の 新 星Zilog=カ リ フ ォル ニ ア 州 ク ー パ テ ィ ノ ー

は,Intel社 で4004,8008,4040,8080の 開 発 を担 当 し たF.

フ ァ ギ ン氏 らがExxonの 資 金 を 背 景 と して74年K設 立 した 企 業
。世 界 第 一 級

の 半 導 体 製 造 技 術 を 持 っ て い る。 年 間 売 上 げ は1 ,800万 ドル 程 度 とみ られ るが,

そ の 財 務 内 容 は 決 して よ く な い とい わ れ て い る。(同 社 の ス ポ ー ク ス マ ンは
,

「 損 益 分 岐 点 」に 達 した と語 っ て は い る。)Zilogは,Exxonの 情 報 ン ス テ

ム 事 業 の 将 来 に と り,非 常 に 重 要 な存 在 とい え る が,設 立 者 の1人R.ア ン ガ

ー マ ン執 行 副社 長 が フ ァ ギ ン 社 長 と の 対 立 の 結 果 辞 任 す る(79年1月)な ど
,

内 部 に は 経 営 上 の 問 題 が あ る よ うだ 。
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今 後 の事 業 展 開 が 注 目 され て い る の は,ニ ュ ー ヨ ー ク州 エ ル ム ス フ ォ ー ドの

OIS(OpticalInformationSystems)社 だ 。 同 社 は エ レ ク ト ロ ・オ プ テ

ィ カ ル ・コ ン ポ ー ネ ン トお よ び シス テ ム の 開 発 に 取 組 ん で い る が,一 説 に よれ

ば こ れ は ホ ログ ラ フ ィ ッ ク ・ス トー レ シ ジ だ と い う こ と で あ り,そ うだ とす る

とExxonが 世 界 で 初 め て 実 用 化 に 成 功 す る こ と に な る か も しれ な い 。

ExxonEnterprisesは オ プ トエ レ ク トロ ニ ク ス 関 連 企 業 を も う1つ 持 っ て

い る。 カ リ フ ォ ル ニ ア 州 マ ウ ン テ ン ビ ュ ー のDataScreenCorp.で あ る 。

同 社 は 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の 開 発 を 進 め て い る が,78年1月 に 業 務 を 開 始 した

ば か り で あ り,製 品 発 表 に は 至 っ て い な い 。

カ リ フ ォ ル ニ ア 州 ヘ イ ワ ー ドの プ リン タ ー ・メ ー カ ー,QumeCorporati-

onは,デ イ ジ ー ・ ウ ィ ー ル ・プ リ ン タ のOEMサ プ ラ イ ヤ ー と して 名 高 い。 こ

れ は,Xeroxが72年4月 にDiabloSystemsを 吸 収 した 時Diabloを 辞 し

た シニ ア ・エ ンジ ニア達 が 開 発 した もの。ExxonEnterprisesは か っ てQumeの

10%の 株 式 を保 有 して い た が,コ ン グ ロ マ リ ッ トと して 名 高 いITT(lnte－

nationalTelephone&TelegraphCorp.)が78年9月 に 全 株 取 得 を

画 策,12月16日 のQume株 主 総 会 の 議 決 を 経 て 最 終 的 にITTの ビ ジ ネ ス

・シ ス テ ム お よび コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン ・グ ル ー プ の傘 下 に 組 込 ま れ た
。 買 収 は

1対1の 株 式 交換 と い う形 で 行 わ れ,約470万 株 のQume株 が 全 てITT普 通 株

と 交 換 され た 。 こ の 市 場 価 格 は 約1億4,700万 ド ル に の ぼ る とみ ら れ て い る。

、

今 後 の 展 望

先 に も述 べ た よ うに,Exxonは 資 金面 で は 圧倒 的 な 力 を持 って お り問 題 は

全 くない とい え る。 ま た上 記子 会 社 が 開発 を進 め てい る シス テ ム の 中 には,そ

れ が成 功 す れ ば か つ ての ゼ ログ ラ フィ ーの 開発 に も匹 敵 す る よ う な革 命 的 な も

の もあ り,Exxonは 既 存 企 業 の買 収 そ して 自己 の内 部 金鉱 の 開 発 と い う両 側

面 か らみ て,情 報 関 連事 業 で一 大 勢 力 と な る可能 性 を十 二 分 に秘 め て い る とい

え よ う。
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Exxonが どの よ うな方 策 を採 る と して も,そ の 情報 システ ム ・グ ル ー プの成

否 は ひ とえ に 傘 下各 社 の 持つ 力 を一 つ に結 集 で きるか 否 かに か か っ て い る。 こ

の一 大結 束 の 要 に なるの は マ イ ク ロプ ロセ ッサ技 術,す なわ ちZilog社 とい

うこ と にな る。Qyxの タ イプ ライ タの中核 に な って いる の はZilogのZ80

マ イ ク ロプ ロセ ッサで ある し,Vydecも す で に2年 前 か らZ80に 基 づ くプ ロ

グ ラマ ブル ・ター ミナ ル ・シス テ ム の開発 を続 け てい る とい われ て い る。

Vydecの ター ミナ ル ・シス テ ムは,将 来 の電 子 郵便 システ ムに お い て,事 実

上 の 中核 部 分 に な る よ うな もの であ る とい う。 そ して この電 子 郵便 シス テ ムは,

最終 的 にExxonの 情 報 システ ム ・グル ー プ各 社 の 製 品 を結 び つけ る もの で あ り,

将来 の オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン を担 う中核 ンステ ムで もあ る。

Exxonが こ う した事 態に 気づ い てい る こ とは 勿論 であ る。か って は子 会 社に

対 し無干 渉 主 義路 線 を貫 い て きたExxonだ っ た が,最 近 は これ を変 更 しつ つ あ

る。vydec,Qwip,zilogそ し てQyxの 各 社 に同 じMIsシ ス テ ムを導 入

す るた めMartinMariettaDataSystemsに 在庫 管 理,オ ー ダ ー ・エ ン

トリー拾 よび 財務 管理 の ソフ トウ ェア開 発 を,そ して この た め の ミニ コ ン ピュ

ー タ をHewlett-Packardに 発注 してい る の は
,こ の現 れ で あ る。 総 合経 営 に

向け ての 第一 歩 は,財 務 報告 の 標 準化 か ら始 め られ たの で あ る。重 要 な役 割 を

担 うこ とに な るZilogの 社 内 問題 に も積 極 的 な介 入 を して ゆ く こ とが 予 想 さ

れ る。

次 の 段階 は販 売 の共 同 化 で ある。 現 在 の と こ ろ各 社は それ ぞ れの セ ー ル スお

よび サ ー ビス要 員 を抱 え てい るが,い ずれ 一 人 の セール ス ・ス タ ッ フがVydec

の ワー ド ・プ ロセ ッサ,Qyxの タ イプ ライ タ,Qwipの ファク シ ミ リ と

全 て の製 品 を扱 うよ うに なろ う。ExxonEnterprisesのH.B.サ イ クス 上

席 副 社 長 はす でに こ う した方 向 で検 討 が進 め られ てい る こと を示 唆 して い る。

Xerox

1975年7月21日,コ ン ピ ュ ー タ本 体 事 業 か らの 撤 退 を 発 表 したXerox
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だ ったが,そ の 後 も各 種 周辺 機器 事 業,そ して コ ンピ ュー タ ・サ ー ビス 事業 に

は 引続 き大 量 の リソー ス を投 入 し続 け て きた。 この 背景 には,将 来 の オ フ ィス

情 報 システ ムの提 供 者 と なっ てい か なけ れば,小 規 模 な事 業 所 を対 象 と した一

介 の複 写機 メ ー カーに成 り下 が って しま う,と い う一 種 の 危 機 感 と もい うべ き

基 本 認 識 が あ った。

ゼ ログ ラフ ィ ー技 術 を持 つXeroxは,一 時 は ま さに無 人 の野 を行 くが 如 き成

長 を続 け,70年 には コ ピヤ ー市 場 の98%ま で も手 中 に した。 しか しロ ーエ

ン ド機 分 野 では 日本 勢(リ コー,キ ャノ ン等)の,そ して最 大 の収 入 源 で ある

ハ イ エン ド機 分 野 ではIBMやKodakか らの追 撃 を受 け ,市 場 シ ェアは75年

80%,77年60%…'・ ・と凋 落 の 道 を辿 り続 け て いる。Xeroxの 認 識 の 出発

点 に は こ うした事 実が あ った の で あ る。

シ ェアは 低 下 しつつ あ る とはい え,複 写機 分 野 では他 を圧す る力 を持 って い

る こ とに は か わ りは な い し,今 後 も事 業 の 中 心 で あ り続 け る こ とは間 違 い ない

だ ろ う。 そ の他 のオ フ ィス 関 連機 器 では,フ ァ ク シ ミ リ,特 に低 速 機(グ ル ー

プ1)で 最 大 の シェア を有 し,ま た ワー ド ・プ ロ セ ッサで は ノ ンデ ィス プ レイ

か ら シェア ド ・ロジ ック まで 幅 広 い製 品 を揃 え て い る。 プ リン タ事 業 で は,静
`

電 式 プ リ ン タ のVersatecと,デ イ ジ ー ・ウ ィ ー ル ・プ リ ン タ の 開 発 者Dia-

bloを 子 会 社 と し て傘 下 に 持 つ 他,電 子 写 植 プ リン タ,さ ら に は レ ー ザ ー ・プ

リン タ を も製 品 ラ イ ン に そ ろ え て い る 。 こ の 他Xeroxは,カ ラ ー複 写 機,1マ イ

ク ロ フ ィ ッ シ ュ ・プ リ ン テ ィ ン グ ・シ ス テ ム を 持 ち,コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス

事 業 に も手 を染 め て お り,通 信 事 業 へ の 参 入 を も計 画 して い る 。

幅 広 い オ フ ィ ス 関 連 機 器 ・シス テ ム を有 し,ま た 十 分 な研 究 開 発 資 金 を持 つ

Xeroxは,将 来 の オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン 市 場 に,IBMと 共 に 最 短 距 離

に あ る企 業 で あ る とい っ て い い だ ろ う。XerQXの パ ロ ア ル ト研 究 セ ン タ ー

(PARC)で 開 発 され た オ フ ィ ス 情 報 シ ス テ ム は,統 合 情 報 シ ス テ ムへ 向 け て

の 意 欲 的 な も の と して 評 価 さ れ る 。

Xeroxは,こ れ は実 験 シ ス テ ム で あ る と して 多 くを語 りた が ら な い が,そ の

一88一



テ ス トを極 秘 に 行 っ た と さ れ る ホ ワイ トハ ウス,議 会,そ して 標 準 局(NBS)

筋 か らそ の 存 在 が 確 認 さ れ,概 要 が 明 らか に な っ た もの 。

こ の 実 験 シス テ ム は,ワ ー ド ・プ ロセ シ ン グ,電 子 メ ッ セ ー ジ ン グ,写 植,

自 動 植 字 な どの マ ル チ フ ァ ン ク シ ョ ン ・ン ス テ ム で,印 刷,フ ァ イ リ ン グ,ド

キ ュ メ ン ト配 布 な ど を 自動 的 に 処 理 し よ う と い う も の。Altoと い う コ ー ド ・

ネ ー ム が つ け られ た ワー ク ス テ ー シ ョ ンが 最 大256台 ま で 広 帯 域 リンクEther-

netで 結 び つ け ら れ る 。Altoは,キ ー ボ ー ド,CRTデ ィ ス プ レ イ,16ビ

ッ ト ・ ミニ コ ンそ し て デ ィ ス ク か ら構 成 され て い る 。

Xeroxの シ ス テ ム の 個 々の 技 術 は,目 新 しい もの で は な い が,既 存 あ る い は

開 発 中 の ハ ー ドウ ェ ア技 術 を統 合 し,こ れ を 高 度 な ソ フ ト ウ ェ ア で 肉 付 け して

い る 点 が 評 価 さ れ る 。 ホ ワ イ トハ ウ ス のEDP関 係 者 は,こ の シ ス テ ム を か な り

高 く評 価 して い る とい う。

通 信事 業 へ の 意 欲

Xeroxの 意 欲 的 な試 み は これ だけ で は な い。ます ま すそ の重 要 性が 増 大 して

い るデ ー タ通 信 分 野 へ の 働 きか けが そ れ だ。78年11月 に は 国 内衛 星 通信 網

XTEN(XeroxTelecommunicationsNetwork)の 計 画 を発 表,79年 に

入 る とWUI,Inc.の 買 収 で 国際通 信 事 業 に もか か わ って ゆ く方 向 を示 して い

る。

XTENは 通 信衛 星 を介 した エ ン ド ・ツー ・エ ン ドの デ ジタ ル通 信 サ ー ビ ス

で,82年 にサ ー ビス 開始 が予定 され てい る。 カス トマー ・サ イ トと中継 局 と

の 間 を マイ ク ロウ ェー ブ回 線 で結 ぶ とい うの が 特 徴 で ある。Xeroxに よれ ば,

この こと に よ り,AT&Tを 始 め とす る 電 話 会 社 に よる地 域 回線 の独 占問題

を無 視 で きる よ うに なる とと もに,既 設 電話 回 線 利 用 に伴 う遅 延 や 品 質 の 低 下

を克服 で き,し か も個 別 に 地 上 局 を設置 した り(SBS方 式),専 用 線 を リース

した りす る よ りは は るか に安 くつ くとい う。

しか し技 術 的 にみ れ ば,こ の マ イク ロ ウ ェー ブ方 式 もと りた て て騒 ぐほ どの
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目新 しい もの で は な く,ま たXTENで う た わ れ て い る サ ー ビ ス ・メ ニ ュ ー,

そ れ に よ る ユ ー ザ ー側 の メ リ ッ ト も,例 え ばSBSの シ ス テ ム やAT&Tの

ACS(AdvancedCommunicationsService)な ど と比 べ,特 に 注 目さ れ

る よ う な も の もな い 。 しか し な が ら,XeroxがFCC(連 邦 通 信 委 員 会)に 対

して 提 出 した 書 類 の 中 で 求 め て い る の は,10.55～10.68ギ ガ ヘ ル ツ帯 の 使

用 制 限 の 変 更 だ け で あ り,XTENの 営 業 免 許 は これ が 認 め られ て か ら改 め て 申

請 す る と され て い る こ と を 考 え る と,営 業 免 許 申 請 の 段 階 で 真 のXTENの 姿

が 示 さ れ る と い う こ と もあ り う る わ け だ 。

と も あ れXeroxは,通 信 サ ー ビス を も 提 供 す る こ とで,ト ー タ ル な オ フ ィ ス

・オ ー トメ ー シ ョ ン ・シス テ ム へ の 意 欲 を 改 め て 示 した とい う こ と が で き よ う
。

79年1月18日,XeroxはWUI,Inc.を 買 収 す る こ と で 同社 と基 本 的 合 意 に

達 した と発 表,今 度 は 国 際 通 信 事 業 へ も参 入 す る意 向 を 示 した 。WUIは,テ

レ ック ス,電 報,デ ー タ通 信 な ど の 国 際 通 信 を行 っ て い るWesternUnion

Internationalの 持 株 会 社 。 「WUIの ビ ジ ネ ス そ れ 自体 は 魅 力 的 な もの と

は い え な い 」(C.P.マ ツ コ ロ ウXerox会 長)が,次 世 代 の コ ピ ヤ ー を 開 発 し

て ゆ く上 で の 「WUIが 果 し う る 大 き な役 割 」 を 考 え た 結 果 の動 き で あ る 。

Xeroxは,規 制 下 の 通 信 と い う ビ ジ ネ ス で 何 が で き る か を 考 え て い る の で

は な く,通 信 がXeroxの 事 業 に 何 を もた らす か,と い う こ と を 考 え て い る の で

あ る。 将 来 の オ フ ィ ス 市 場 制 覇 を 目指 すXeroxに と っ て,通 信 事 業 は 目的 で は

な くあ く ま で も手 段 な の で あ る 。 た だ そ の 手 段 が,そ れ を と ら ざ る を得 な い 道

で あ る と い う こ とは 事 実 と い え る。

複 写 機,フ ァ ク シ ミ リ,ワ ー ド ・プ ロセ ッサ(DaconicsCorp・),高 速 プ

タ ン タ,デ イ ジ ー ・ウ イ ー ル ・プ リ ン タ(DiabloSystemsInc・),ハ ー ド

・デ ィ ス ク(Diablo)
,フ ロ ッ ピ ー ・デ ィス ク(ShugartAssociates),

静 電 プ リ ン タお よび プ ロ ッ タ(Versatec),コ ン ビL-一 夕 ・サ ー ビ ス(Xerox

ComputerServices),さ ら に デ ジ タ ル 通 信 サ ー ビ ス(XeroxCommunica-

tionsInc.?!),そ し て 国 際 通 信 サ ー ビ ス(WUI)と,幅 広 い 製 品 と シ ス
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テ ムを持 つXeroxは,そ の豊 富 な 資金量(現 ・預 金 資産 だ けで約7億 ドル)と 順

調 な業 績(78年 決 算 で1株 当 り営 業 利 益5.77ド ル)推 移,そ して意 欲 的 な

姿 勢 を併 せ 考 え る と,将 来 の オ フ ィス

は 間違 い あ る まい。

・シス テ ム市 場で の一 大 勢力 とな るこ と

、

Burroughs

記 録 式 加 算 機 の 発 明 者 バ ロ ー ス(W.S.Burroughs)に よ り設 立 さ れ た 同

社 は,今 で は 数 千 ドル の オ フ ィ ス ・コ ン ピ ュ ー タか らス ー パ ー ・ コ ン ピ ュ ー タ

ま で,本 体 メー カ ー各 社 中最 も幅 広 い 製 品 を揃 え て い る。 ま た"L"シ リ ー ズ

会 計 機 は,今 ま で に9万5,000台 近 くを出 荷 し,同 社 の ベ ス ト ・セ ラー と な っ て

い る 。 コ ン ピ ュ ー タ ・シス テ ム ・サ プ ラ イ ヤ ー と し て 各 種 の 周 辺 機 器 や タ ー ミ

ナ ル を 提 供 して い る こ とは 勿 論 で あ り,独 自 の 分 散 処 理 ア ー キ テ ク チ ュ ア も発

表 し て い る。

ワ ー ド ・プ ロ セ ッサ は,75年 に 吸 収 したRedactronCorp.=ニ ュ ー ヨ

ー ク 州 ホ ー ポ ー ジ=が 担 当 し て い る
。Redactronは,69年 にDigitronics

を 辞 め た 技 術 者 達 に よ り設 立 さ れ た 企 業 で,IBMに 続 き ワ ー ド ・プ ロ セ ッサ

で は 老 舗 の1つ 。76年 に は デ ィ ス プ レ イ ・タ イ プ 製 品 を発 表,79年 に は シ

ェ ア ド ・ロ ジ ッ ク ・シス テ ム を 発 表 す る の で は な い か とみ られ て い る。

75年 に 吸 収 したGraphicSciences,Inc.=コ ネ チ カ ッ ト州 ダ ン パ リ

ー一==がBurroughsの フ ァ ク シ ミ リ部 門 で あ る
。GraphicSciencesは,フ

ァ ク シ ミ リで はXeroxに 次 ぐア メ リカ第2位 の サ プ ラ イ ヤ ー で,低 速 機 か ら高

速 機 まで 幅 広 い 製 品 を揃 え て い る。Burroughsの 傘 下 に 入 っ て か ら,そ の マ

ー ケ テ ィ ン グ や 新 製 品 開 発 は 一 層 積 極 的 な も の と な っ て い る
。

将 来 の オ フ ィ ス 市 場 と の 関 連 で み る と,Burroughsの 今 後 は,そ の 大 き な

オ フ ィ ス ・コ ン ピ ュ ー タ ・カ ス トマ ー ・ベ ー ス を ど れ だ け 巻 き込 む こ とが で き

る か,ま た 個 々 の 製 品 を 結 び つ け て ゆ く よ う な ソ フ トウ ェ ア を 開 発 し て ゆ け る

か とい う よ うな 点 に か か っ て い る とい え よ う。Burroughsの マ ー ケ テ ィ ン グ
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お よび サ ポ ー ト組 織 は しか っ りして い る と言 われ て い るが,セ ール ス担 当者 の

質 お よびモ ラ ール に難 が あ る と もされ て お り,こ の 問題 の早 急 な解 決 も迫 られ

よ う。 コ ンピ ュー タ本 体 メー カ ー と して はIBMに 次 ぐ利益 を上 げ続 け る(IBM

との 差 は非 常 に大 きい こ とは事 実 であ る が)Burroughsだ け に,今 後 の事 業

展 開 に は注 目 して ゆ く必 要 が あ ろ う。

そ の 他 の 企 業

こ の 他 の 注 目 す べ き 企 業 と し て は,DEC,WangLaboratories,

A.B.Dick,A.M.International,EastmanKodak,3M,CPTCorp.,

DictaphoneCorp.,LanierBusinessProducts,RaytheonCorp.,

NCR,Nixdorf,NorthernTelecommunicat .ions,SavinBusiness

Machinesな ど が あ る。

DECは 言 わ ず と し れ た ミニ コ ン 界 の 巨 人 。現 在 で は ビ ジ ネ ス 用 小 型 コ ン ピ ュ

ー タ や 汎 用 コ ン ピュ ー タの 分 野 に も進 出 して お り
,分 散 処 理 ア ー キ テ ク チ ュ ア

も発 表 し て い る。 ワ ー ド ・プ ロセ シ ン グ分 野 で は,通 信 機 能 を 有 す る 高 度 な製

品 を発 表 し て い る 。 ミニ コ ン 事 業 で の や り方 と違 っ て,ワ ー ド ・プ ロ セ シ ン グ

で は 完 全 な タ ー ン キ ー ・シ ス テ ム を 提 供 し て い る の が 注 目 さ れ る。

オ フ ィ ス ・ コ ン ピ ュ ー タ と ミニ コ ン ピュ ー タ で 名 高 いWangは,ワ ー ド ・プ

ロ セ シ ン グ ・シス テ ム で も特 異 の 製 品 を発 表 して お り,中 で も シ ェ ア ド ・ ロ ジ

ック ・シ ス テ ムで は 最 大 の 市 場 シ ェ ア を 有 して い る。78年12月 に は,同 社

の ワ ー ド ・プ ロ セ ッ サ に 接 続 で き る イ ンテ リ ジ ェ ン ト ・コ ピ ヤ ー を 発 表 して い

る。 積 極 的 なR&D投 資 を進 め,か つ 年 間26%以 上 の 成 長 を続 け るWangは,

ダ ー ク ホ ー ス 的 存 在 と し てそ の 動 き に 注 目す る 必 要 が あ りそ う だ 。

A.B.Dickは,シ カ ゴ の オ フ ィ ス 機 器 メ ー カ ー で,デ ュ プ リケ ー タ で 特

に 強 い 地 盤 を有 す る他,ワ ー ド ・プ ロ セ ッ サ,イ ン ク ジ ェ ッ ト ・プ リ ン タ な ど

の 製 品 も 持 っ て い る。 同 社 は78年11月 半 ば,イ ギ リス の 総 合 電 機 ・電 子 メ

ー カ ーGEC(GeneralElectricCo.;ア メ リカ のGEと は 別 企 業)に 買
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収 さ れ る こ と で 両 社 間 の 合 意 を み た こ と を 明 らか に して い る 。

A.M.Internationalは,Addressograph-MultigraphCorp.が 改

称 さ れ た も の 。デ ュ プ リ ケ 一 夕 ・メ ー カ ー で あ る が,他 企 業 の 買 収 に よ リ ワ

ー ド ●プ ロ セ ンサ
,写 植,OCRと い っ た 分 野 へ の 参 入 を 計 画 してk・ り,さ らに

ミニ コ ン ・メ ー カ ー 買 収 の 噂 も あ る。

EastmanKodakは よ く知 られ た フ ィル ム ・ メ ー カ ー で あ る が,普 通 紙 コ ピ

ー(PPC)の 分 野 で もそ の 製 品 の 質 の 高 さ が 高 く評 価 され て い る
。 ま たCOM

関 連 機 器 市 場 で の 大 手 サ プ ラ イ ヤ ー で もあ る 。

3MCompanyの 事 業 の 中 で オ フ ィ ス'オ ー トメ ー シ ョ ン関 連 機 器 が 占 め

る 比 率 は,77年 の 売 上 げ で 約20%程 度 に な っ て い る。 製 品 は コ ピ ヤ ー,

COMお よ び マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ 関 連 機 器,フ ァ ク シ ミ リ,ワ ー ド ・プ ロ セ ッ

サ と幅 広 く,こ の 他 に も フ ロ ッ ピ ー ・デ ィ ス ク,磁 気 テ ー プ/デ ィ ス ク な ど の

各 種 磁 気 メ デ ィ ア も製 造 し て い る。 ワ ー ド ・プ ロ セ シ ン グ ・ ンス テ ム事 業 は,

子 会 社 のLinolexSystems,Inc.=マ サ チ ュ ー セ ッ ツ州 ノ ー ス ビ レ リカ=

が 行 っ て い る 。

ミネ ソ タ州 ホ プ キ ン ス のCPTCorp.は,ワ ー ド ・プ ロ セ ッ サ ・メ ー カ ー で,

ノ ン デ ィ ス プ レイ ・タ イ プ をす で に1万1,000台 以 上 出 荷 して い る。76年 に は

デ ィ ス プ レ イ ・タ イ プ の も の を発 表 し て い る 。

DictaphoneCorp.は デ ク テ ー シ ョ ン機 器 で長 く主 導 的 な 地 位 を保 ち 続 け

て きた が,最 近 はLanierBusinessProductsに よ る 追 い 上 げ が 厳 し く,

こ の競 争 を の り越 え る た め に も ワ ー ド ・プ ロ セ シ ン グ ・シス テ ム へ の 参 入 が 急

務 と な っ て い る。

LanierBusinessProductsは,デ ク テ ー シ ョ ン機 器 の デ ィ ス ト リ ビ ュ

ー タ と し て発 足(1934)し た が
,69年 か らは 製 造 に も着 手,77年 に は

31%の 市 場 シ ェ ア を 有 す る ま で に 成 長 した 。 デ ィ ス プ レ イ ・タ イ プ の ワ ー ド

・プ ロ セ シ ン グ ・シ ス テ ム も好 調 な 伸 び を示 して い る
。 マ ー ケ テ ィ ン グの 積 極

性,そ し て そ の 開 拓 精 神 に は 定 評 が あ る。
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政 府 市 場(特 に 国 防 関 係)に 強 い エ レ ク ト ロニ ク ス ・メ ー カ ーRaytheonは

タ ー ミナ ル ・メ ー カ ー と し て は 最 初 に ネ ッ トワ ー ク ・ア ー キ テ ク チ ュ ア を 発 表

した 企 業 で あ る 。 子 会 社LexitronCorp.が 行 っ て い る ワ ー ド ・プ ロセ シ ン

グ ・シス テ ム事 業 は,順 調 な推 移 を み せ て い る。 こ のLexitronは,ス タ ン ド

ア ロー ン ・デ ィ ス プ レ イ ・タ イ プ の ワ ー ド ・プ ロ セ ッサ を 最 初 に 商 品 化 した こ

と で 知 られ て い る。

NCRも オ フ ィ ス 市 場 に 熱 い 目を 注 い で い る が,そ の 中 心 市 場 は ま だ ま だ 卸

小 売 業 界 が 中 心 。 しか しバ ン キ ン グ ・タ ー ミナ ル で もか な り の 実 績 を有 す る と

こ ろ か ら,そ の カ ス トマ ー ・ベ ー ス を ど こ まで 育 て て ゆ け る か が 今 後 の カ ギ と

な ろ う。

NixdorfComputerInc.は 西 ドイ ツ の 小 型 コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー

NixdorfComputerAGの ア メ リ カ拠 点 。72年 にVictorComptometer

を 買 収 して 以 来,Nixdorfは ア メ リ カ国 内 で も活 発 な 事 業 を展 開 して い る。

しか し得 意 と す る 会 計 機 ～ 小 型 コ ン ピ ュ ー タ分 野 で はBurroughs,NCRと

い っ た 強 敵 が 存 在 す る た め,ア メ リカ の オ フ ィ ス ・マ ー ケ ッ トの 開 拓 の た め に

ど れ だ け の リ ソ ー ス を投 入 で き る か は 疑 問 だ。

NorthernTelecommunication=カ ナ ダ,モ ン ト 　オ ー ル=はBell

Canadaの 子 会 社(62%)で,従 来 はPABXや 電 話 関 連 機 器 ビ ジ ネ ス を カ

ナ ダ 国 内 で 行 っ て きた 。 しか し最 近 は,オ フ ィ ス ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・サ プ

ラ イ ヤ ー を 目指 し,ア メ リ カの 関 連 機 器 メ ー カ ー を 次 々 と傘 下 に 収 め た り資 本

参 加 を 進 め た り し て い る 。

SavinBusinessMachinesは,元 来 販 売 代 理 業 者 で ,コ ピ ヤ ー は 日本 の

リ コ 一-SUの も の を販 売,ワ ー ド ・プ ロセ ッサ(ノ ン デ ィ ス プ レ イ)はTycom

製(設 計 はArthurD.Little)の も の を扱 っ て い る 。77年7月 に 吸 収 し た

OfficeCommunicationsInc.で は 別 な ワ ー ド ・プ ロセ ッ サ(同 じ く ノ ン

デ ィ ス プ レ イ ・タ イ プ)を 製 造 し て い る 。
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・

図7:主 要 メ ー カ ー の 製 品 ラ イ ン
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6オ フィス市 場 の将 来

ア メ リカの オ フ ィス市 場 は,大 き く3つ に 分 け て 考 え るこ とが で きる。1つ

は950万 個 所 といわ れ る個 人事 業 所 。こ こで は ご く低 廉 なオ フ ィス 関連機 器 の

導 入 しか見 込 め ない 。2入 以 上 の従 業 員 を有 す る事業 所 の数 は350万,こ の

うち3人 以 上 の従 業 員 をか か え る所 は180万 事 業所 で あ る。この ク ラス で は フ

ァ ク シ ミ リや ワー ド ・プ ロセ ッサ程 度 の もの の導 入 は見 込 め よ う。

各地 に支 社 や支 店,営 業所 な ど を持 つ 大規 模 な企 業 は2～3,000社 に す ぎな

い が,こ こで はOCR,フ ァク シ ミ リ,ワ ー ド ・プ ロセ ッサ,コ ピヤ ーな どを結

び つ け た 高度 な オ フ ィス ・コ ミュ ニケ ー シ ョン ・シス テ ムの導 入 が期 待 で きる。

市 場 に あ わせ,製 品 もい くつ かの グル ー プに分 け て考 え られ るが,こ こでは

金額的 に2つ に分 け て考 え る。1つ は低 ～ 中程 度 の価 格 の 製 品,も う1つ は高

価 格 製 品 で あ る。

最 初 の グル ー プは,値 段 が安 いた め,大 量 の 出荷 が 予想 され る。 具 体 的 に は,

タイ プ ライ タ,イ ンテ リジ ェ ン ト ・タイ プ ライ タ,フ ァク シ ミ リ,デ ク テ ー シ

ョン機 器 そ して ワー ド ・プ ロセ ッサ の大 部 分 の モ デ ル,な どで あ る。 この大 量

・低 額製 品で は ,目 ざ ま しい 技 術 的進 歩 は さほ ど行 わ れ まい。

第2の グル ー プは,出 荷 数量 はは るか に小 さ い もの で あ る。 一部 の ワー ド ・

プ ロセ ッサ,OCRリ ー ダ ー,DPタ ー ミナ ルk・ よびCPU,写 真植 字 装 置,

COMア ウ トプ ッ ト,グ ラ フィ ック ・ター ミナ ル な どが これ に当 る。これ らは徐

々に 相互 接 続 が 図 られ,新 た なア プ リケー シ ョ ンが 開拓 さ れ て い く ように な ろ

う。

将 来 の オ フ ィス像,そ れ を具 体 的 なイ メー ジで語 る こ とは非 常 に難 しい。 マ

ネ ージャーやエ グゼクテ ィブ 達 が 自宅 の書 斎 でCRTタ ー ミナル の キ ー を た た き

仕事 をす る,と い う よ うな姿 は,少 くと もこの 先5年 や10年 で は一 般 化 す ま

い。 技 術 的 には 十 分 可 能 にな っ た と して も,人 間心 理 の点 か ら,こ う した ビジ
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ネスの 形 態 は 受 け入 れ 難 い もの で ある か らだ。 一般 的 に言 って,人 間 に関 す る

問 題 は,技 術 に関 す る問題 より もず っ と手 に 負え な い代 物 な の で あ る
。 そ して

こ うした問 題 はす で に 現 実 とな って現れ て い る。

マ ル チ ター ミナル ・ワー ド ・プ ロセ シン グ ・シス テ ム導 入 の成 功 例 と して
,

EasternAirlines,MontgomeryWardそ してPennMutualな どが あ げ

られ るが,こ の導 入 が 全 く抵 抗 な く受 け 入 れ られ た わけ で もな い
。 ワー ド ・プ

ロセ シン グ ・シス テ ム導 入 の 失敗 例 も決 して 少 くな い
。 あ る航 空会 社は,ワ ー

ド・プ ロセ シン グ ・シス テ ムの 導 入 の結 果 ,秘 書 の半 数 を解 雇 して もか まわ な

い こ とを発 見 し,実 際 にそ れ を行 っ た こ とが あ る
。 そ れ位 ワ ー ド・プ ロセ シ ン

グ ・シス テ ムに よる生 産 性 の 向上 が 目 ざま しか った わけ であ る
。 しか し残 っ た

オ フ ィス労 働 者 達 は組 合 を 結成 し,た ち ま ちの うちに ス トライ キが 指令 され た

の であ る。 結 局 そ の航 空 会 社 は ,解 雇 した 全て の秘 書を復 職 させ,憎 しみの 対 象

とな っ た ワ ー ド ・プ ロセ シ ング ・シス テ ム を放棄 す る こと で,や っ とそ の秩 序

を回復 した。

これ は一 つ の 例 にす ぎ ない が,決 して特 異 な例 で は な い
。 しか しなが ら,大

手企 業 にお け るオ フ ィス ・コス トは全 コス トの 半額 に も達 し,し か もほん の10

年 間 で20～30%も の増 大 をみせ て い る とい われ る現 実 をみ れ ば ,何 らか の

技 術 的 手 段 の 導入 は 避 け られ な い方 向 であ ろ う。IBMのMT/STシ リー ズ

が 同 社 の所 期 の 目的 とは異 っ た テ キス ト ・エ デ ィタ と して利 用 され 予 想 をは る

か に上 回 る売 行 き を示 した とい うこ とは ,潜 在 的 な市 場 ニ ーズ は以 前か らあ っ

た とい う1つ の証 拠 とな ろ う。

人 間 的 な問題 との調 和 が 図 られ つ つ,オ フ ィスの 自動化 情 報 化一 が 進

め られ て ゆ くことは 間違 い ない 。 そ の 時 オ フ ィスに 設 え られ る装 置 ター ミ

ナ ル ー は,い ってみ れ ば ξママル チ メデ ィ ア ・マ ル チ タス ク ・ワ ーク ス テ ー シ

ョン"と で も表 現 さ れ る もので あろ う。 マ ルチ メデ ィア ・ネ ッ トワ ーク ・プ ロ

セ ッサは,EDPセ ン タ ー ,ワ ー ド ・プ ロセ ッサ,OCR,コ ピヤ ーs各 種 ター

ミナル,フ ァク シ ミ リ,マ イ ク ロ機 器 ,そ して キ ー ボ ー ドか らの 入 力 を得,編
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集,デ ー タベ ース検 索 の た め のCPUア ク セ ス,ポ ー リン グ,同 報 通 信 な ど必

要 な機 能 を発 揮 し,求 め られ るア ウ トプ ッ トを 求め られ る形 で 出 して ゆ く。 ワ

ー ド ・プ ロセ シ ン グ,デ ー タ ・プ ロセ シングそ して コ ミュ ニ ケー シ ョン ・プ ロ

セ シングの 融 合 が 図 られ,新 しい情 報 ンス テ ムが構 築 され るの で あ る。 企業 内

ネ ッ トワー ク,企 業 間 ネ ッ トワー クそ して各 種 公 衆 ネ ッ トワーク は重 要 なそ し

て 必須 の 要 素 とな ろ う。
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3.シ テ ィ バ ン ク

調 査 先:CITIBANK,N.A.

所 在 地:111WallStreet,NewYork,N.Y.10043

調 査 期 日:1978年10月23日

面 接 者:Mr.WilliamBrown,Jr.VicePresident

Mr.MelvinKosminoffDirectQrDataCenter

ComputerOPeration

Mr.MichaelZampinoManager,COM

1.概 要 お よび 所 感

ニ ュ ー ヨー ク市 の ミッ ドタ ウ ン
,空 にそ びえ る高 層 ビル の天 辺 を斜 に そ い だ

よ うな異 様 な形 の新 本社 屋 。 この天 辺 部 分 は太 陽 エネル ギ ー を フル に 利 用 す る

た め だ が,こ の本 社 ビ・レ・・象徴 され る よ うに ,C、T、BA《 親 靴 一.一 ヨ

ーク最 大 で ,世 界 第2位 の銀 行 で あ る とい うこ とに止 ま らず ,「 地 域 社 会 へ の

貢 献 」 「企業 の社 会的 責 任 論 」それ に 「省エネルギー」な どいろいろな面でアメ リカ

企 業 界 に お い て 指 導 的 な役 割 りを=果 して い るが ,EDPの 分 野 に お い て も70

年 代 の は じめ に,い わ ゆ る 「分 散 処 理 方 式 」に 目をつけ 筆 頭 副 社長 ロバ ー ト ・

ホ ワイ トの 強 力 な リー ダー シ ップの 下 に分散 処 理 シス テ ムの展 開 を精 力的 に進

め て きた。

CITIBANKの 分 散 処 理 化 は従 来 の メ イ ンフ レームの機 能 を徐 々に ミニ コ

ンへ と分 散 して行 き・ 究 極 的 に は メ イ ン フ レー ム を 排 除 して ,シ ス テ ム全

体 を多 数 の ミニ コンの 配列 の よ うな もの に変 え て しま うとい うもの で あ っ たが
,

〔注 〕 ・・ 元の・・一ス ト・ナシ ・ナル ・シテ ・ ・オブ ・二 。一 ・一クで
,・967年2取

CITIBANKと 改 名 した。CITIと したのは市民のための銀行 とい う意味 を持 たせた

かったのと,世 界中で同 じようにシテ ィと発音されるからである
。
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こ うした 当初 の計 画 は 後述 の メイ ン フ レー ム を早 急 に排 除 す る こ との 困難 性 か

ら一 頓 挫 した観 が あ る。

われ わ れ が 面 接 したBrown副 社長 は この 点 に 関 し,「 確 か にわ れ わ れは 新

技 術 を採 用す る の に性 急 す ぎたか も知 れ な い 」と幾 分反 省 の 色 を見せ なが ら も,

究 極 的 に は分 散 方 式 しか ない と強調 し,こ れ との関 連 に お い て進 め られ て い る

「オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン化 」や 「 シテ ィネ ッ ト計 画 」につ いて もなみ な

み な らぬ意 欲 を見 せ て いた。

2.詳 論

(1)CITIBANKの 分 散 処理

CITIBANKが 分 散 処理 方 式 と取 り組 ん でか らお よそ8年,よ うや く実用

化 の段 階 に入 っ た と い うと ころ で あ り,現 在 は250台 の ミニ コ ン に よっ て非

集中 ・分 散 方 式 で サ ー ビスの 提供 を行 って い る。

同行 は 分散 処 理 に 移 行 す るに 当 って,分 散 処理 に 対 す る リク ァイ ア メ ン トを

把握 し よ う と業 務 分 析1を 行 い,.小 売 サ ー ビス(retailservice)と 企 業

サ ー ビス(corpOrateServiCe)を ど こで 分離 す べ きか 研 究 した 。(小 売 サ

ー ビス とは ,250の 支 店 を通 じて 個人 相手 に 提 供 さ れ る も の であ り,企 業 サ

ー ビス と は ,小 売 以 外 の顧客,つ ま り主 と して企業 を対 象 に した サー ビス で あ

る。)

分析 の結 果,ド ル価 値 換算 で リス クの パ ー セ ンテ ー ジが最 も高 い の は,企 業

相手 の取 引処 理 の分 野 で ある こ とが 判 明 した 。(ち なみ に 同行 の一 日の 取扱 い 高

は200億 ドルに のぼ る が,そ の中 の150億 ドル が企 業対 象 の取 引 で あ る。)

この こ とか ら,「 で き るだけ 企 業顧 客 の近 くに コン ピ ュー タを配 置す る 」と

い う新 戦 略 が 採 用 され,そ して企 業取 引 の流 れ に沿 って 一群 の ミニ コ ン を戦 略

的 に配 備 し,ネ ッ トワー クに よ リ ミニ コ ン群 を統 括 す る シス テ ム を構 成 し よ う

とい うこ とに なっ た。
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CITIBANKが 分 散 処理 分 野 で多 用 して い る コ ン ピュー タはDECのPDP

〔注2〕
11/70で あ り,78年10月 現 在 で は175台 のPDP11/70に よ り企 業 顧

客 約2万5,000社 を対 象 にサ ー ビス を 提供 して い る。

「で きるだ け企 業 顧 客 の 近 くに コ ン ピュ ー タを配置 す る 」とは,「 書 類 の 受

け渡 しや エ ラーの発 生 を極 力避 け る ため,取 引の 発生 源 にで きる だけ 近 い とこ

ろにCPUを 置 く」とい う こ とで,そ の ため 顧 客 企業 に 対 し フ ァ シ リテ ィ・マ ネ

ジ メ ン ト ・サ ー ビス を 行 う場 合 もあ る 。 究極 的 にCITIBANKが 目指 して

い る こ とは以 上 の よ うな こ とで あ るが,実 際 には 顧 客企 業毎 に各 種 の レベル の

処理 サ ー ビスが提 供 され て お り,中 にはCITIBANKが あ ま り に も強大 で あ

る こ とか ら,あ ま り企 業 内 に深 く入 り込 まれ る と企業 の独 立 性が 失 な われ る と

恐 れ るむ き もあ る と い う。

困 難 な メ イ ン フ レー ム よ りの脱 却

CITIBANKが 究 極 的 に 達 成 した い と考 え てい る 目標 は,現 在 同 行 が 用 い

ている、BMの 旭 メィンフ罐 忍 ら抜け出すことの臓 さから大きな調

を受 け てい る。 そ の理 由に は経 済的 な もの と技 術的 な もの とが あ る。 す なわ ち

現 在稼 動 してい る シス テ ムの ソフ トウ ェアの 開発 に莫 大 な投 資 を して来 たが,

も う一 度 そ れ だけ 再投 資 ・再 開 発 す る 余裕 はCITIBANKに もない こ と。 次 に

技 術的 な理 由 と して は,異 機 種 メ イ ンフ レー ム間 に ソ フ トウェア の互 換 性が 欠

け て い る こ と,k・ よび,IBMの ミニ コ ンを含 め て一般 的 に ミニ コンに はCOB

〔注 〕2.こ の 他 に グ ロ ー バ ル ・コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン用 と して4台 のPDPll/70を そ れ ぞ れ

香 港 と パ ー レ ン に置 き,ニ ュ ー ヨ ー ク 本 社 と の オ ン ライ ン ・ア ク セ ス を 行 っ て い る。

更 に 近 くブ ラ ジ ル に もネ ッ ト ワ ー ク を 拡 張 す る予 定 。

PDP11/70は128Kで 価 格 は 約30万 ドル で あ る。

3.78年10月 現 在 のCITIBANKの メイ ン フ レ ー ム は

370:145x1台,148×1台,158×1台,3031x2台
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OL言 語 が サポ ー トされ てい ないの でCOBOLが 自 由に使 え ない こ とが あ る。

ソ フ トウ ェアに つ い て調 査 した と ころ,現 在使 用 して い る全 プ ログ ラム ・コ

ー ドの80%は 全 て の サ ー ビス に共 通 な もの で あ り,残 りの20%が 特 殊 なア

プ リケ ー シ ョン に合せ て特 別 に開 発 さ れ た もの で あ る こ とが判 っ た 。 そ こ でい

くつかの,一 〔砦り と協力 して。S已 駐す る,。%の 共通 。。 トウ.ア の醗

を 現 在 行 って い る 。 ただ し,こ う した メー カ ー との協 同作 業 の折 に は,ソ フ

トウ ェア開発 で は先 行 して い るCITIBANKが イ ニ ンヤテ ィ ブをと り,協 力

メー カーの指 導 に 当 って い る。 また,こ う した ソ フ トウェア はtransaction

drivenenvironmentのproductに は 共通 に使 用 で きる性 質 の もの で あ り

企業 顧 客 は 自社 の 口座 に 何 ら か の 変 更 が 加 え られ た場合 には,直 ちに残 高情

報 が 得 られ る よ うに な る。

マル チ プ ロダク ト ・ワ ーク ス テ ー ショ ンの開 発

現 在 既 にDECの ハ ー ドウェ ア を基 に した シン グル ・プ ロダク ト ・ ワー クス

テ ー シ ョンが稼 動 して い る,～ これ は 企業 顧 客 が単 －CITIBANKの 番 号 を呼

び 出す こ とに よ り,単 一 の プ ロダ ク ト,た とえ ば,LC(1etterofcredit)

の プ ロダク トに アク セ スす る こ とを可 能 に す る もの で あ る。

目下,1979年 に 実 現す る こ とを 目指 して,マ ル チ プ ロダ ク ト ・ワー ク ステ

ー ン ヨンの 開発 が 行 わ れ て い るが ,こ れ は 企 業顧 客が ひ とつ の番 号 を呼 び 出

す だ け でCITIBANKと の全 ての 関 連 情 報 に アクセスす ることを可能 にす る。

主 要 な プ ロダ ク トと しては①LC,② 融 資,③ フ ァンズ ・ トラ ンス フ ァー,④

取 りた て,そ れに 以 上 の プ ロダク トを支 援 す るた め の⑤ ネ ッ トワー ク/コ ミュ

ニ ケ ー ン ヨンが あげ られ る。

通 信 ネ ッ ト ワー ク

〔注 〕4.DEC,IBM,Honeywc11,そ れ にBurroughsの4社 で あ る。
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銀行 内 の デ ー タ通信 の た め に パ ケ ッ ト ・ス イ ッチ ング ・ネ ッ トワー ク を採 用

してい る。CITIBANKは 巨 大 な国際 的 企 業 な の で,全 世 界 に張 りめ ぐらさ

れ た 専 用 回線 網 の コス トの最 適 化 を図 るこ とが 必 要 だか らで あ る。 利用 可 能 な

時 間 内 に 回 線 を最 も効 率 的 に使 用す る に は パ ケ ッ ト ・ス イ ッチ ングが 適 して い

るか らだ。

通 信 回線 は 殆ん どAT&Tか ら リー ス した 専 用 回 線 だが,一 部CATVの 回 線

も使 用 してお り,質 が よ くコス トが適 切 であ れば 何 で も利 用 す る と い う姿 勢

をと っ て い る。 現 在 の ネ ッ トワ ーク構 成 の 回線 コス トは年 間1,500万 ドル で あ

り,ハ ー ドウェア ・コス ト(ミ ニ コ ン24台 の買 取 り)は 約600万 ドル と の

こ とだ った。

将来 は このCITINETを 基 に して付 加価 値 サ ー ビス(VAN)市 場 に参 入

す る計 画 を持 って い る。

〔注5〕
フ ァ ンズ ・トラ ンス フ ァ ーに 関 す る主 要 な開 発 プ ログ ラムが 行 わ れ てお り,

既 に 第1フ ェーズ に入 って い る が,こ れ もPDP11/70を 基 礎 に した もの だ。

この 開発 計 画 を開始 す るに 当 っ て 「どう して も統 合 しなけ れ ば な らな い プ ロ

ダ ク トのみ を ンス テ ムに 統合 す る 」こ とに したが,そ の 理 由 は,経 営 情 報 の リ

ク ァイ ア メ ン トは技 術的 観 点 か ら見 た 場 合 よ りも,業 務 上 の観 点 か ら見 た 場 合

の方 が 異 な るか らで あ り,技 術 的 に最 適 化 した ンス テ ムが必 ず し も経 営 上 の 問

題解 決 のた め に最適 で は な いか らで あ る。 「技 術 は あ くま で 金融 サ ー ビス業 務

を援 助 す る も の で あ っ て,そ れ 自体 が業 務 を推 進す る もの では ない 」とい う

こ と を認 識 す る こ とが 大切 で あ り,「 過 去 を振 り返 った場 合 ,CITIBANK

は 常 に技 術 の 最 先端 の もの を採 用 ・実 施 を して行 くとい う業 界 で も最 も指 導 的

〔注 〕5.フ ァンズ ・トランス ファーの機能 としては③ メッセージの受信,② フ ォーマ ットの

照会,③ 貸方 と借方 に関す るメッセージの送信,④ オーソライゼーシ ョンに対す るア

ク セス,⑤ 取引先 に対する確認 メ ッセージの発信 などが含まれ る。
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な立 場 にあ った が,こ う した技 術 の導 入 が業 務 に とっ て 必 ず し も必 要 で は な

か っ た こと も応 々 に してあ っ た.」。 この こ とか ら現 在 で は 「社 内に技 術 革 新 を

導 入 す るに際 して は 慎 重 に 行 う方 針 を と るに い た り,導 入 の ス ピー ドが遅 く

なっ て い る 」。

偶 然 で は あ る が70年 代 に入 って か ら起 っ た ハ ー ドウ ェア ・コス トの急 速 な

低 下 も こ う した方 針 転 換 に幸 い した。 す な わ ち,以 前 は コン ピュー タ を導入 し

た ら24時 間運 用す るだけ の 仕事 量 が なか った らコス トが 引 き合 わ なか った が,

25万 ドル 程度 の ミニ コンの出現 によって,ま るで 電 話 か何 か の よ うに 必 要 な時

だけ 用 い て 仕事 の ない と きは放 って置 け る よ うに な った。

一般の アメ リカ企業では ,そ の企業が扱 ってい る サ ー ビス とか 製 品 提 供 を 行 っ

て い る ライ ン とは 別 に,デ ー タ処 理 も し くは情 報 ンス テ ム担 当 の部 長 とか マ ネ

ー ジ ャ ーが設 け られ てい るが,CITIBANKは こ うした専 門 職 を廃 して市 場

セ グ メ ン ト毎 に 垂直 に組織 を再 編成 して,銀 行 業務 の マ ネ ジメ ン トの 下 に技 術

部 門 を組 み 入 れ て行 く方 針 を とっ てい る。 そ のた めに技 術 畠 で育 っ て来 た 専 門

職 の人 々に徹 底 した業 務 に関 す る再 教 育 を行 な い,「 技 術 は あ くま で 業務 に サ

ー ビス す るた め の もの で,業 務 を リー ドす るもの ではない 」 との 考 え を叩 き込 む

よ うに し てい る。

参 考 まで にCITIBANKが 各協 力 メー カ ーに説 明 して い る 同行 の リク ァイ

ア メ ン トは,次 の よ うな もの で あ る。

(1)小 型 のCPUで ある こ と。

(2)ソ フ トウ ェア は一 連 の プ ロダ ク トに 対 して共 通 に 利用 で きる もの で あ る

こ と。

(3)プ ロダ ク ト間 の コ ミュ ニケ ー ン ヨン をサ ポ ー トで き る こ と。

(4)金 額 が25万 ドル以 下 で あ る こ と。

ま た,施 設 の面 か ら要 求 して い る こ とは,① 高 い 床 を必 要 と しな い こ と,②

融通 性 を もった モ ジ ュー ル設計 に な って い る こ と,③ 最 低 の空 調 設備 で済 む も

の 一 普 通 の事 務 所 環 境 に な じむ もの,等 であ る。
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図1:計 画 中の 「シ テ ィ ネ ッ ト」構 成 図 1978年10月 現 在
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他 の企 業 で は依 然 と して 大 型 コン ピュ ー タ を擁 した 大 規模 な施 設 を必 要 とす

る もの もあろ うが,CITIBANKの よ うな多 国 籍 で あ り,し か も多様 な プ ロ

ダ ク トを提 供 してい る企 業 に おい て は,非 集 中 ・分 散 処 理が 唯 一 の 将来 方 向 で

あ る と確 信 して い る との こと であ った 。

外 注 とイ ンハ ウ スの割 合 い

企 業 サ ー ビス に 限 っ て言 えば,ン ス テ ム 開発 の90%は 外注 で,残 りの10

%前 後が イ ンハ ウス で行 わ れ て い る。 昨 年1年 に外 部 の コ ンサ ル タ ン トに 支

払 った 金 額 は5,000万 ドル との こ とで あ った 。

何 故 この よ うに外 部 の ソ フ トウェア ・サ ー ビスに 大 き く依 存 して い るか とい

う と,ソ フ トウ ェア ・ハ ウスの 場 合に は 同様 の 開発契 約 を他 の顧 客 と も結 ぶ こ

とに よっ て プ ログ ラマ の才 能 を最 大 限 に活 用 で きるが,イ ンハ ウスの 開発 努 力

に は大 き な ピー ク と谷 が 出来 るた め,人 材 の効 率 的 な利 用 が図 れ ない こ と ,お

よび,イ ンハ ウスの1人 の プ ログ ラマ につ い て 見れ ば,開 発 の リー ド ・タイ ム

が 長 くな りす ぎる こ とな どが あげ られ る。

EDP要 員

CITIBANKの デ ー タ ・セ ン ター で は75人 の 要 員が3台 の コン ピュLタ

を 運 用 して企 業 サ ー ビスに 関す るあ らゆ る レポ ー トを作成 してい る。 プ ログ ラ

マ は 全 て ユ ー ザ ーの とこ ろ で働 い てい る の で セ ン ターに居 る の は ンス テ ム ・プ

ログ ラムの メイ ンテ ナ ンス に 当っ てい る5人 の シス テ ム ・プ ログ ラ マだけ で あ

る。 残 りの要 員 の内 の10%ほ どが マ ネ ージ ャーで,オ ペレー タは40人 ほ ど,

そ の他 は 全 て プ ロダ ク ン ヨン ・コ ン トロー ル に従 事 して い る。

週3日 制 で 全体 を4グ ル ー プに分 け,1日 の就 業 時間は12時 間 とな って い

る。 第1の グル ー プが 日曜 日の夜8時 か ら水曜 日の 朝8時 ま で働 くと,第2グ

ル ー プは 月曜 日の 朝8時 か ら水曜 日の 夜8時 まで ,第3グ ル ー プが 水曜 日の夜

8時 か ら金 曜 日の夜8時 ま で,そ して 第4グ ル ー プは 木 曜 日の 朝8時 か ら土 曜
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日の 夜8時 ま で働 くの で あ る。 こ の よ うな ソフ ト制 に よ り超 過 勤 務 が カ ッ トさ

れ た ばか りか,従 業 員 か ら も評 判 が よ く,不 満 が あ る と した ら「暇 が た っぷ り

あ るの でお 金 を使 いす ぎて 困 る 」とい っ た程 度 の もので あ る。

分 散 処理 の経 済 性

分 散処 理 の 場 合 に は,5～6年 前 に大 型 コン ピ ュー タを導 入 した 時の よ うな

規 模 の経済 を 達成 す るこ とは で きない が,25万 バ イ トの メ モ リを も っ た ミ

ニ コ ンが30万 ドル程 度 で 入 手 できるよ うにな り
,ナ ノセ カ ン ド当 りの処 理 コス

トが 低 下 して 来 た お 陰 でCITIBANK型 の 分 散 処 理 も経 済 的 に 引 き合 うよ う

に な った とい え よ う。 しか も ミニ コ ンの 導 入に よ り人件 費 を 節 約す る こ と もで

きた し,し か も,1日24時 間 運 用 しな くて も必 要 な 時に だ け 使 え ば よい とい

っ た便 益 も見逃 す こ とは で き ない。 そ の上 ,最 近CITIBANKが 行 った研 究

に よ る と,あ ま り に も組 織 が 大 き くな りす ぎる と ンス テ ム の機 能が 低 下す る

こ とが 判 っ た。 つ ま り規模 の 経済 に も上 限 が あ るの であ る。

分散 処 理 とデ ー タベ ース

分 散 処 理 方 式 の採 用 に よ リデ 一 夕ベ ース を一 元 的 に管 理 す る こ とが で きな く

なっ た欠 点 を カバ ーす るた め に ア メ リカ政 府 が 開発 したARPAネ ッ ト'の技 術 を

購 入 した。 これ は各 種 の異 な る ノLド が 共 通 の コ ミュニ ケ ー ン ヨン ・ンス テ ム

を介 して会 話 す る こ とを可能 にす る ものだ が,同 行 で はCITINETと 呼 ん で

い る。 現在CITINETに よ り実 際 にPDP11/70とIBM370が コ ミュ ニケ

ー トして い る
。

各 ミニ コ ンは,そ れ ぞ れ デ ー タ ・フ ァイ ル とネ ッ トワー ク'・コ ン トロー ル.

プ ログ ラ ム を・備え て い る。

事 前 評 価

CITIBANKが 行 った 唯 一 の事 前 評 価 は 次 の ような もの で あ っ た
。 す な
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わ ち,事 務 員1人 当 りの 平 均 コス トを間接 費 を含 め て年 間1万1,000ド ル と想 定

レ1万1,000ド ル 分 の ハ ー ドウ ェア を導 入 す る度 毎 に,そ れ に見 合 う労 働 コス

トの削 減 が なけ れ ば な らぬ と各 マネージャーに通告 した。 つ ま り,労 働 コス トが

毎年 上 昇 してい る中 で,労 働 集 約的 な もの を,コ ス トが 固 定 した 機 械 設 備 とい

う資本 集 約 的 な もの に 転換 しよ う と した の で ある。

〔注6〕
ネ ッ トワー クに 関 して は他 所 で既 に 稼 動 して い たの で,同 行 の 業務 に合 っ て

い るか 否か を調 べ るだ け で よ く,経 済 効果 を分 析 す る必 要 が なか っ た。

計量 的 な評 価 は 特 に 行 わ な か った と い う こ とで あ る。 人 件 費 削 減 の大 まか

な 目標 を設定 して合 理 化 を進 め た訳 だが 過 去5年 間 に1万500人 で あ ったスタ

ッフを4,000人 強 位 の レベ ル に ま で 縮 少 す る こ とに成 功 した 。

そ の基 本的 な考 え方 は,「 人 件 費 が年 率12～15%で 上 昇 し,そ の上 間接

費 もや は り12～15%の 割 合 で増 加 しつ つ あ る。 そ こで 丁 度 同 じ位 の 割 合 で

低 減 しつ つ あ るハ ー ドウ ェ アに置 き換 え る ことに よっ て コス ト上 昇分 を 相殺 し

てや ろ う 」 とい う もの で あ った 。

また,現 在 使 用 して い る大 型 機 と比 較 して小 型 の プ ロセ ッサの方 が 人手 を必

要 と しな い と考 え た訳 だ が,思 っ て い たほ ど マ シ ー ンが ス タ ン ドア ロー ンでは

なか った の で,今 後 は ネ ッ トワーク を利 用 して ミニ コ ン間 お よび ミニ コ ン と大

型磯 間 の情 報 の 流 れ を高 度 な もの に して 行 き,究 極的 に は 当初 の 目標 で あ っ た

3,000人 の レ ベ ル に ま で 要 員 数 を減 らす 考 え で あ る。

(2)マ ル チ プ ロ ダ ク ト ・ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン

現 在 は 丁 度 第1フ ェ ー ズ の フ ァ ン ズ ・ トラ ン ス フ ァ ー ・シ ス テ ム の イ ン プ リ

メ ン テ ー シ ョ ンが 終 っ た と こ ろ で あ り,第2フ ェ ー ズ で マ ル チ プ ロダ ク ト ・ワ

ー ク ス テ ー シ ョ ン の 開 発 を行 い
,第3フ ェ ー ズ で は 全 て の プ ロ ダ ク トを 非 集

中 ・分散 型 の ネ ッ トワ ー ク に 統 合 して 行 こ う と い う将 来 計 画 を た て て い る 。

〔注 〕6.ARPANETをBoltBeranekandNewmanが 銀 行 用 に改 造 した も の。
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マル チ プ ロダ ク ト ・ワー クス テ ー シ ョンの 原型 とな る ワー ド・プロセ ッサ は ,

既 に開 発 済 み で あ る。 設 計 は 全 てCITIBANKが 行 い,そ の 仕 様 に 従 っ て

子 会 社 のLexar社(カ リ フ ォ ル ニ ア 州)が 製 造 した もの で,時 代物 の映

画 に で も出 て くる ような木 製 の ロー ル ・ トッ プ ・デス クを開 け る とCRTそ の

他 の モ ダ ン な機 器 が現 われ る とい う仕組 み に なっ てい る。 わ れ われ が見 せ て 貰

った ワー クス テ ーシ ョンは マネージャー用 の もの で,こ れ また 木製 の キ ャ ビネ ッ

トに収 納 され た ミニ コン を通 して秘 書 や,同 僚,上 司 な ど と コ ミュニ ケー トで

きる し,マ イ ク ロ フィ ッ シ ュに ア ク セ ス した りす る こ と もで きる。 この シ ス テ

ムの特 色 は,CRTが90度 まわ り,縦 長 に も横 長 に も書 類 の サ イ ズ に合 せ て

用 い る こ とが で きる と ころ に あ る。CITIBANKは,徹 底 的 に ユ ー ザ ーの 立

場 に 立 っ て設 計 ・開 発 し,「OfficeoftheFuture」 と銘 打 って 市 場 に 出

す計 画 をた て て い る。!

(3)COM利 用

CITIBANKで は1日 の 紙 の 使 用量 が ざ っ と300万 ～400万 枚 に達 す る

の で,「 省 資源 」 「コス ト削 減 」そ れ に 「サ ー ビス 向上 」 とい った 観 点 か ら3

年 ほ ど前 か らCOMの 導 入 に 真剣 に取 り組 み 始 め た。

PDP11/70と 連 動 したCOMに テ ー プか らデー タを 読 み 込 ん で,コ ン ピ

ュー タ に よbフ ォー マ ッ トに 入 れ小 型 のCRTに 写 し出 して カ メ ラに お さ め る

とい っ た 形 の もの で ある が,コ ン ピ ュ ータ ・プ リン ト ・ア ウ ト1万 枚 相 当 分 を1

時 間 で 処 理 す る能 力 を も って い る。

縦 横 が ・・5㎜ ・ ・52rmnマ イ ク ・ フ ・ ・ シ ー に ☆ に 縮 少 し た イ ・ 一 ジ を

270枚(テ キ ス トは269枚 だ け で最 後 の1枚 に はそ の マ イ ク ロフィッシュに

関す る 索 引が 入 れ られ る)に お さめ,更 に フ ィ ッシ ュ毎 に 「タイ トル」 「日付 」

「会 社 名 」「報 告 書 名 」と い った デ ー タ をテ ー プか ら読 み込 ん で 肉眼 で読 め る

程 度 の大 きさ で書 き込 む。

マ イ ク ロ フィル ム ・コ ピーの コス トは 紙 の 半 分程 度 であ るが
,4部 コ ピーす

一109一



れ ば 紙 の20%程 度 に まで コ ス トを削減 す る こ とが で き るか ら,同 一 の報 告書

を多 数 作 成す る よ うな 時 は特 に 有 利 とな る。 しか もア メ リカに お け る紙 の値 段

が 過 去5年 間 に2倍 に な った こ と,ま た,コ ン ピ ュー タ ・ア ウ トプ ッ トのペ ー

ジ数 に 換 算 して1億 枚 を処 理 せ ね ば な ら ない こ とを考 え 合せ る といか にCOM

の 経済 効 果 が大 きいか 想 像 で き よう。

CITIBANKに おけ る マイ ク ロフ ィル ムの使 用 は1970年 に は 零 で あ っ

た もの が,75年 に は年 間4,000万 フ レー ム,76年 に は 一 挙 に1億 フレー

ムに 増 え,78年 に は恐 ら く1億2 ,000万 フ レー ムに 増 加 し,そ れ に反 比 例 し

て 紙 へ の プ リン ト ・ア ウ トは 半 分以 下 に減 少 して い る との こと で あっ た。

法 律 的 に は,プ リン ト ・アウ トもマイ ク ロ フィ ル ム も同等 に扱 われ てお り,小

切 手 とか契 約 文 書 の イ メー ジ をそ の ま ま マ イ ク ロ フィル ムにおさ めた もの も,署

名 の 真 偽 が争 わ れ て い る場 合 を除 いて は法 廷 で原 始 徴 愚 と同 様 に 扱 われ て い る

との こ とだ っ た。
〔注7〕

縮 少 率 も 士 ・☆,☆,-iii6-,吉,、{。,そ して 、1。まで 各種 の ものが 利

用 され てい る が,☆ も し くは 昔 「 が もっ と もポ ピ ・ ラーで あ り縮 少 率 が低

い場 合 に は熱 処理 法 や ゼ ロッ クス方 式 の 簡便 な ものが 利 用 で き る。

、}。 ない し 、1。の ものはUl・ ・a・…pと 呼 ば れ ⇔ り,竜 吉 ない し☆

に 縮 少 した もの を更 に ☆ にす る とい う2段 階 の プ ロ セ ス を 行 うが,こ の程

度 の 縮 尺 率 に な る とホ コ リが付 け ば見 読 不 可 能 に な るの で処 理 に も保 管 に も十

分 注 意 を払 う必 要が あ る。

Ultrastripに は1枚 に1,800ペ ー ジ も入れ るこ とが で き,50枚 で1カ

ー トリ ッジに な っ て い るが9万 ペ ージ 分の 情 報 が 入 る訳 で ある
。 電 話会 社 では

番 号 問 合せ サ ー ビス の窓 口で利用 して い るが,大 ニ ュー ヨー ク市 の電 話帳 を ア

ル フ ァベ ッ ト順 と住 所 で分類 した もの がわ ず か30枚 のUltrastripに お さ

め られ てい る との こ とだ った 。

〔注 〕7・ 吉 は2年 ほ ど前 から使用されは じめた。

一110一



CITIBANKで は顧 客 か らの問 い合せ に応 じる窓 口に 置 き,あ らゆ る取 引

の元 の ドキ ュ メ ン トの イ メ ー ジ を入れ てお い て サ ー ビス を行
っ て い る。100

万 ペ ー ジ分 の イ ンデ ックス は コ ンビ=一 夕に入 れ てお き,ス ト リッ プ番 号 とX,

Yの 座 標 の3次 元 の イ ンデ ッ クス で検 索 を してい る
。 非 常 に 高 価 なの で重要 な

ア プ リケ ー シ ョ ンに しか使 用 しな い との こ とであ っ た
。
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4.メ ト ロ ポ リ タ ン生 命 保 険 会 社

調 査 先:MetropolitanLifelnsurance

所 在 地:One,MadisonAve.,NewYovk,N.Y.10010

調 査 期 日:1978年10月23日

面 接 者:Mr.MarvinGross,Manager,Electroniclnstallation

Mr.GeneBrezovsky,ProjectManager,WordProcessing

Mr.BruceGilbert,(IBMSalesRepresentative)

1.概 要お よび 所 感

メ トロポ リタ ン生命保険会 社 は5万3,000Aの 従 業 員 を抱 え るア メ リカ最 大 手

の保 険会社 の ひ とつ で あ り,従 業 員 の 半数 は販 売 要 員 であ り,残 りの 半 分 は

生 命 保 険業 務 に 伴 う事 務 処理 に 従事 して い る。

われ われが 訪 問 した の はCorporateElectronicsと 呼 ば れ,約2,000人

の ス タッ フが オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン とか ワー ド ・プ ロセ シ ング とい った

事 務 所 の 自動 化 の計 画 に 従事 して い る部 門 で あった 。

メ トロポ リ タン社 で は,50年 代 のお わ りか ら60年 代 にか け て,盛 ん に オ

フィス ・オ ー トメ ー シ ョ ン化 が 叫 ば れ たが,こ の い わば 第1次 オ フ ィス ・オ ー

トメ ー シ ョン期 に お い て は,専 ら健康 保 険 とか 生 命保 険 に関 す る ペ ーパ ー ・ワ

ー ク の 自動 化 が 行 われ た の に対 し,第2次 オ フ ィ ス ・オ ー トメ ー シ ョ ン期 と

もい うべ き現 在 で は,マ ネ ジ メ ン トお よびそ の ク ラ リカル ・サ ポ ー トに従 事 す

る人 々,そ れ に 半 専 門 家 的 人 々の 活動 の効 率化 を図 るこ とが 目的 と され てい る。

そ の基 本 的 ア プ ロー チ は,机 上 の コス ト便 益 分析 で は確 と した結 果 が え られ

ない こ とか ら,各 種 の 概 念 に つ い てパ イ ロ ッ ト ・テ ス トを積 み 重 ね て 行 き,究

極 的 に はオ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンの概 念 の 下 にそ れ らの テ ス ト結 果 を統 合

して行 こ うとい うもの で,そ の 目的 は あ くま で マ ネ ー ジャー とか 専 門 職 の人 々
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の 生 産 性 の向 上 にあ り,結 果 と して一般 事 務 員 の生 産 性が 向上 した と して も,

そ れ は 副次 的 な もの で しか ない と考 え て い る。

現 在 実施 な い し計 画 中の パ イ ロッ ト ・プ ロジ ェク トとして は次 の3つ が あ る 。

① ワ ー ド ・プ ロセ シ グ

② 電子 情 報 蓄 積 と検 索

③ 自動 化 マ ネ ジ メ ン ト用 ワー ク ステ ー シ ョン

2.詳 論

(1)ワ ー ド ・プ ロセ シ ン グ

メ トロポ リタ ン社 で 現 在 行 わ れ て い る パ イ ロ ッ ト ・プ ロ ジ ェ ク トは,

IBMのATMS(AutomaticTextManagementSystem)を ベ ース と した

もの で あ る。

以 前 か らWangやIBMの 磁 気 タ イ プ ラ イ ター型 の小 規模 な イ ン ハ ウス の ワ

ー ド ・プ ロセ ッサが 使 用 され て いた ことは い た が
,こ のパ イ ロ ッ ト ・プ ロ ジェ

ク トは,ワ ー ド ・プ ロセ シ ン グの技 術 の将 来動 向 をさ ぐり,将 来 同社 の 業 務 に

どの よ うに 役 立 つ か を見 極 め るた めの もの で ある。 す なわ ち,メ トロポ リタン

社 は ア メ リカ と カナ ダ全土 に700の 支 店 を持 ち,そ の他 に 財産 と損 保 を扱 う

事務 所 が10ヵ 所,グ ル ー プ保 険 を扱 う事 務所 が30カ 所,そ れ に ニ ュ ー ヨー

クの 本 社 とい う具 合 に地 域 的 な広 が りを もって い る と ころか ら,こ う した 事 務

所 間 の コ ミュニ ケ ー シ ョンが 重要 で あ るが,そ の方 面 に ワー ド ・プ ロセ シ ン グ

の技 術 を どの よ うに適 用 で きるか研 究 しよ うとい うの で ある。

一 方 ,同 社 の コ ン ピュ ー タ ・シス テム が ます ます リアル タイ ム ・シス テ ム 化

して行 く傾 向 に あ り,CICSの 下 で本 社 をは じめ地 方 の事 務所 にも多 くの 端 末

機 が 配 備 され つ つ あ る。 そ う した こ とか ら,CICSに な じむATMSが 選択 さ

れ た。 また,第2の パ イ ロ ッ ト ・プ ロジ ェク トで あ る情報 の電 子 的 蓄積 と検 索

へ の 移 行 の 容 易 さ,将 来CRTに テキ ス トを呼 び 出 して読 む よ うに な る可能 性 ,

更 に,シ ステ ムに キ ー ・イ ンされ た通 信 文 を事 務 所 間 で コ ミュニ ケ ー トす る可
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能 性 とい った こ と もATMS選 択 の 際 の 考慮 事 項 で あ った。

パ イ ロ ッ ト ・シス テ ムは,管 理 しや す い よ うに小 規模 の ものに した。 現 在 本

社 内 に5台 の 端 末機 を設 置 し,実 験 材料 に は プ ログ ラム ・ ドキ ュ メンテ ー シ ョ

ンを用 い て い る。 す なわ ち,本 社 の エ レク トロニ ク ス 部 に い る シ ス テ ム ・ア

ナ リス トが シス テ ムの ス ペ ッ クを ワー ド ・プ ロ セ ッサ にキ ー ・イ ン してや る と,

ペ ン シル バ ニ ア州 の ス ク ラ ン トン市 に あ る コ ン ピ ュー タ ・セ ン ター に設 置 され

た ワ ー ド ・プ ロ セッサ のCRTに 現 わ れ た ス ペ ック を プ ログ ラマが 読 ん で コー

デ ィン グ を行 い,ス ペ ック に い ろ い ろ と書 き加 え て本 社 のSAに 示 してや る

と い った具 合 に 本社 と コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン ター との 間 でや りと り しなが ら,プ

ログ ラム ・ドキ ュ メン テ ー シ ョンを完 成 してみ よ うとい う試 み で あ る。

パ イ ロ ッ ト ・プ ロジ ェク トに は1次 的 目的 と2次 的 目的 とが あ るが,そ れ ら

は次 の よ うな もの で あ る:

1次 的 目的

① マ ネ ジ メ ン トと専 門 ス タ ッ フの 生産 性の 向 上 。

② 多 重地 点 に お け る処 理(一 種 の 電子 郵便 で あ る)。

③ テ キ ス ト類 の 電子 的 蓄 積,検 索 お よび 更新 。

④ 集 中化 した 電 子 フ ァイ ル ・シス テ ムの構 築。

2次 的 目的

① テ キ ス トの修 正 を容 易 にす る こ と。

② ダ イ ビングの効 率 向 上 。

③ ドキ ュメ ン トの ター ン ア ラウ ン ド ・タイ ムの 削 減。

④ 校 正 に要 す る時 間 の 削 減 。

プ ログ ラ ム ・ドキ ュ メ ンテ ー シ ョ ンは,そ れ 自体 の整備 が重 要 で あ る上 に,

先 に述 べ た よ うに遠 隔地 間 の や りと りの実験 材 料 と しては 打 って つ け で あ る。

そ こで残 さ れ た も うひ とつ の 目的 は会 社 の ドキ ュ メ ンテ ー シ ョン を維 持 管理 し

て行 く上 でのATMSの 有 効 性 を見極 め る こ とで あ る。 つ ま り,ATMSを 用 い
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た場 合 の ワー ド ・プ ロセ シ ングの コス トと,リ ソー スの有 効利 用 の度 合 を調 べ

るこ と にあ る。 何 故 な らATMSが370/168に よ っ て オ ペ レ ー トす るか ら

で あ る。 また,秘 書 や タ イ ピス トに どの よ うな 訓練 をす れ ば よい か研 究 す る こ

と も大切 な 目的 のひ とつ で もあ る。

パ イ ロッ ト ・プ ロジ ェ ク トは次 の フ ェー ズに切 っ て進 め られ る予 定 で あ る。

第1フ ェ ーズ:オ ペ レー タへ の シス テ ム使 用 に 関す る訓 練 。

第2フ ェー ズ:オ ペ レー タへ の ダイ ビン グ訓 練 。

第3フ ェーズ:シ ス テ ムが持 って い る高 度 の機 能 に関 す る訓 練 。

第4フ ェー ズ:事 務 所 間 シス テ ムの設 置。

第5フ ェ ーズ:全 体 の評 価

② コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ ー の 概 要

メ ト ロポ リ タ ン社 で は,下 図 の よ う に4つ の コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ ー が あ り,

そ れ ぞ れ は230KBの 高 速 回 線 の ネ ッ トワ ー ク で 結 ば れ て い る。

図1:メ ト ロ ポ リ タ ン生 命 保 険 会 社 の コ ン ピ ュ ー タ配 置 図

開 発 セ ン タ ー

VM/CMS

370/168AP(プ ログラム開発用)

西
口

HS

230

370/168MP(業 務 処理お よびテス ト用)

西

GreenVil1(
S.C.)

370/168AP(業 務処理用)

370/168.AP(業 務 処 理 用)
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プ ログ ラムは ニ ュー ヨー ク も し くは ス ク ラン トンで 開発 され,実 際 の コー デ

ィ ングは ニューヨーク市 で行 わ れ てい る。 ス ク ラ ン トン市 で プ ログ ラ ムが 開 発 さ

れ た場 合 には,低 速 回線 に よっ て ニ ュー ヨー クに リンク さ れ る。

ス ク ラン トン,グ リー ン ・ヴィ ル,ウ ィチ タの3セ ン ター で は業 務処 理 に 関

してCICSを 運 用 して,2,000台 の端 末機 ネ ッ トワー ク を形成 して い る 。

ま た,セ ンタ ー全体 の3350デ ィス ク を合 計 す る と1,000億 バ イ トに のぼ

る。 更 に毎 分2万 行 の 能 力 を もつ3800高 速 プ リンタ を使 用 して い る。

訪 問 時 に は ス ク ラ ン ト ン市 の コ ン ピュー タ ・セ ンタ ー に しか3033が 入 って

い なか っ たが,近 々全 て の セ ンター に導 入 す る計 画 で あ る との こ とだ った 。

ニ ュー ヨー クで プ ログ ラム開 発 が 集 中的 に行 われ,地 方 の セ ン ターで メイ ン

テ ナ ンス を行 うこ とか ら,ド キ ュ メ ンテ ー シ ョ ンの 重要 性が 非 常 に 高 い こ とが

うなづ け る。

(3)IBMの テ キ ス ト ・プ ロセ シ ングの現状 と展望

IBMの 多 数 の事 業 部 の 中 で,最 もワー ド ・プ ロセシ ン グ とか テ キス ト・プ ロ

セ シ ング に関 係 が 深 い の は,オ フ ィス ・プ ロ ダク ト部 門(OPD)で あ る。

OPDは,タ イ プ ライ タ ・,メ モ リ付 タ イ プ ラ イ タ,そ れ に ワ ー ド ・ プ ロセ

シ ン グ ・システ ムな ど を扱 っ て来 た。OPDの 扱 っ てい る 事 務 用 機 器 の 特 色 は,

個 々の機 器 が ス タ ン ド ・ア ロー ンの機 器 と して機 能す る こ とで あ っ た。

片 やIBMの デ ー タ 処 理 部 門(DPD)は,主 と して コ ン ピュー タ とか 端 末

機 を扱 って来 た が,テ キ ス ト処 理 に も関心 を持 ちつ づ け て来 た 。 た だ し,DPD

の場 合 に はCPUの 観 点 か らテ キ ス ト処理 を扱 い,実 際 にATMSの よ うな シス

テ ム ・ソフ ト ウェ ア のサ ポ ー トも行 った。

過 去10年 間 にOPDは 事 務 機 器 用 の コ ミュニ ケ ー シ ョン ・ア ダ プ タ を 開

発 し,そ れ に よ リコ ン ピュ 一 夕に常駐 して い る ソ フ トウ ェア と コン ピュー タに

接続 され て い るデ ィス ク を利 用 で き る ように した。

従来OPDとDPDと が 共 に テ キ ス トの プ レパ レー シ ョ ン とか マニピ ュ レーシ
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ヨンとい った こ とに苦労 して来 た もの だが,イ ン フ レー シ ョン の高騰 と事 務 所

内 にお け る生 産 性 の低 下 に よって,そ の 直面す る門題 に変化が生 じるにいた った。す

なわ ち,タ イ ピス トとか秘 書,専 門 ス タ ッ フ(た とえ ば プ ログ ラマ)そ れ に マ

ネ ー ジャー を め ぐる問 題 に 直 面す る にい た っ た。

ア メ リカに お け る研 究 結 果 は,事 務 機 器 に対 す る投下 資本 は 従業 員1人 当 り

2,000～3,000ド ル で あ る の に,製 造 工業 にお け る投 下 資 本 は従 業 員1人 当 り

2万5,000～3万 ドル で あ る こ と を 示 して い る。 ア メ リカにお け る生 産 性低

下 の問 題 は主 と して事 務 分 野 で起 っ て い る に も拘 わ らず,製 造 分野 と比 較 して

生産 性 向上 の 努力 が あ ま り行 わ れ て い な い こ とが,こ の 研 究 結 果 か ら も推 測

され る。

図2:事 務所 におけ る問題

事務 所vak・ け る問 題 を更 に分 析 す る と図2の ように大別 さ れ る。 す な わ ち,

テ キ ス トの イ ン プ ッ ト,情 報 検 索,情 報 の 配 給,事 務 所運 用 の マ ネ ジ メン トの

4つ で あ る。

これ ま でコ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ムが 何 らか の問 題解 決 を与 え て来 た のは テ キ
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ス トの分 野 で あ り,情 報 検 索 に は あ ま り大 き く寄 与 してい ないが ,情 報 検 索 の

分野 が向 上 す れ ば専 門 ス タ ッ フの 人 達 の生 産 性が 大 い に 高 ま る こ とで あ ろ う。

配 給 の問 題 は手 に 負 え ない ほ ど高価 につ くよ うに な った。 これ は紙 の 価格 ,

印 刷,郵 送 な どの コス トが 著 しくあが っ た こ と に よる。

・BM自 体 が莫大樋 の出版 物 を出してい ることか ξ三〕情綱 配給の醜 をオ

フ ィス ・オ ー トメー シ ョンお よび デ ー タの コ ミュ ニ ケー シ ョンの 観点 か ら将 来

有 望 な分 野 だ と考え て い る。

最 後 の マ ネ ジ メン トの領 域 は,メ トロポ リタ ン社 の ような大 手 企 業が 最 も関

心 を払 ってい る もの であ る。 何 故 な らオ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンの 利 用 に よ

り,マ ネ ージ ャーに テ キ ス トを電 子媒 体 を通 じて与 え,更 に,そ の テ キ ス トを

読 む こ とが で きる よ うに 情 報検 索 の手 段 を与 え る こ とに よ り,彼 が 日常 の活 動

を組織 化 す るの を助 け る こ とが で きる。

オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョンは広 い意 味 で は,マ ネ ジ メン トのみ な らず専 門

職 の人 々の 生 産 性 の 向 上 や,そ う した人 達 を め ぐる 節 約 の実 を拡 げ る こ とに も

力 点 を置 い て いる。

通 常 の事 務 所環 境 でeii・ 秘 書1人 に 対 し7人 ～8人 の 専 門 ス タ ッフ が 働 い

て い る とい った 比率 に な って い るか ら,専 門 職 の 人 々や マ ネ ー ジ ャーに 影響 を

与え る よ うな節約 を しだ方 が,秘 書 や タイ ピス トに影 響 を与 え る よ りもコ ス ト

削減 の効果 は遙 か に大 きい の で あ る○

今 日の世界 に紳 て最 樋 要 な麺 は技術 じカ・も技 術の ・ス トが低減 しつ

つ あ る とい うこ とで あ る。 そ こで技 術 の コ ス トを利 用 して人 件 費 の高 騰 に挑 戦

して行 か ね ば な らな い が,IBMの そ う した試 み の ひ とつ と して3730分 散 型

テ キス ト・プ ロセ ッサ を あ げ る こ とが で き よ う。

これ は ミニ コ ン とイ ンチ プ レーテ ッ ド ・プ リン タ,デ ィス クお よび ワー ク ・

ズ テ ー シ ョンか らな っ て い る。 この場 合,ATMSの ソ フ トウ ェア の 機 能 を 大

方 ハ ー ドウェア に組 み 入 れ て い る。 そ こでテ キ ス トの 準備 お よびテ キ ス トを編

〔注 〕IBMの 出版物の量は,ア メ リカの連邦政府に次いで世界第2位 とみられている。
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集 し,修 正 した り変 更 した りす る機 能 は,主 と し て ミニ コ ンの ハ ー ド ウ ェ ア と

マ イ ク ロ ・ コー ドに よ っ て 行 わ れ る こ とに な
った。

図3:IBM3730の 構 成

醒

この ミニ を ホ ス トの370に 接続 して ,ホ ス ト側 に あ る機 能 を利 用 す る こ と も

で きる。 た とえ ば,ミ ニ コ ンに は10～30メ ガバ イ トの デ ィ ス ク しか つ い て

い ない が,大 型 の370に 付 いて い る大容 量 の デ ィス クが利 用 で き る な ら メ モ

リ容 量 は無 限 に 大 き くな る。ま たホ ス ト ・コ ン ピ ュー タの ソフ トウ ェア の助

け を借 りて,長 期 に文 章 を保 管 した り,ミ ニ側 に送 りだす 情報 の選 択 な どをす

るこ とが で きる。

ま た,SNAを 介 して ホ ス ト ・コ ン ピュ ー タ ど う しを リンク す る こ と もで き

る し,複 数 の ミニ コ ンを1台 の ホ ス トな い しは複 数 の ホ ス トに接 続 す る こ と も

で きる。 更 に,こ の シ ス テ ムの も うひ とつ の 重要 な特 色 と して
,テ キ ス ト用 ワ

ー ク ス テ ー シ ョ ン と して ば か りで な く通 常 の デ ー タ処 理 に も用 い る こ とが で

きる点 をあげ るこ とが で きる。
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そ こで,た とえ ば,メ トロポ リタ ン社 の顧 客 の ひ と りが彼 の保 険 証 書 につ い

て の情 報 を得 た い とい う場 合 に,ミ ニ コンの とこ ろ で リク エス トを イ ンプ ッ ト

してや れ ば,保 険 に 関す る情 報 が入 っ てい る ホ ス トの と こ ろへそ れ が 送 られ て

行 き,要 求 され た 証 書 に関 す る 記録 を検 索 して ミニ コ ン側 へ返 送 し,証 書 の所

有 者宛 に 彼 の 出 した 質 問 に応 え た手 紙 が 作成 さ れ る。 この よ うに して ホス トに

入 って い るデ ー タ と ミニの テキ ス トと を結 び 付け る こ と もで き る。

IBMで は また,音 声 に よる蓄 積 お よび検 索 の実 験 をや って い る。 更 に,イ

メー ジ ・プ ロセシ ン グ,す なわ ち,テ キ ス トを紙 か ら取 り出 して直 接 に磁 気 メ

モ リに 入 れ る こ と に ょ っ て,紙 の 使用 か ら脱脚 してそ の後 の処 理 は シス テ ム

の磁 気 化 され た イ メー ジに よ りで きる よ うな もの の研 究 も して い る。

こ う した技術 を ビジ ネス界 で実 際 に利 用 して行 く上 での 制約 条件 は,現 在 の

とこ ろ,大 量 に デ ー タ を伝 送 す る とこ ろか ら,① 通信 回 線 の バ ン ド幅 と② メモ

リの コ ス ト で あ る。 た とえ ば,1分 間 の音 声 会話 を 記録 す るの に3万 バ イ ト

の メ モ リが 必要 とされ る とい われ て い る。
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5.ア レ キ サ ン ダ ー ズ 百 貨 店

調 査 先:Alexander!s

所 在 地:31West34thStreet,NewYork,N.Y.10001

調 査 期 日:1978年10月24日

面 接 者:Mr.MarvinShenfeld,VicePresident,

DirectorinchargeofMIS

1.概 要お よび 所 感

アレキサ ンダーズ百貨店 は,ニ ュー ヨー ク首 都 圏 に平 均床 面 積35万 平 方 フ ィ

ー トの店舗 を15店 所 有 す る大 手 の百 貨 店 チ ェー ンで あ る
。

1977年 の年 間売 り上 げ 高 が 総 額4億3,200万 ドルで あ り,1店 舗 当 り約

3,000万 ドル の年 商 を あげ て い る。

わ れ わ れが 訪 問 した の は メー シ イ百貨店 と筋 合 い にあ る10階 ほ どの地 味 な

建 物 の中 層 にあ るデ ー タ処 理 と経 営 情 報 サ ー ビス担 当 部 門 で あ った。 た ま た ま

IBMマ シ ー ンの グ レー ド ・ア ップや ミニ コ ン導 入 の た めの 準 備 中 で 事 務 所 内

は い さ さか乱雑 では あ っ たが,現 在導 入 を計 画 中 のOCRシ ス テ ムに つ い て 話

を聞 ぐこ とが で きた。

2.詳 論

当 百貨 店 チ ェ ー ンの最 大 の ア プ リケ ー シ ョンは,売 上 げ情 報 の処 理 で あ る。

現 在 は 衣類 な どの 商 品 につ い て は,プ リン ト ・パ ンチ ・チ ケ ッ トを利 用 して

い る。 商 品 が 売れ る と キ ャ ッ シ ャー がパ ンチ穴 の あ い た値 札 を商 品か らは つ し

毎 日東 に して ニ ュー ヨー ク の デ ー タ処 理部 へ と送 っ て来 るが,こ こで1日 に

20万 ～25万 枚 の値 札 を処 理 す る とい うのが 現状 で あ る。

現在 計 画 中 の シス テ ムでは,こ う した値 札 シス テ ムの 代替 と し てNCR社 製
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のPOS用 レ ジス ター にオ プテ ィカル ・ワン ド(手 持 ちOCRス キ ャナ ー)を 取 り

付 け た もの が 使 用 され る。

ア レキサ ンダ ー百貨 店 はNCRの キャッシュ ・レジスタ2,000台 と,そ れ に ケ ー

ブルで取 り付 け られ る ワ ン ドを既 に発 注 した 。 この ワン ドは 全 米 小 売 店 協 会

(NationalRetailerAssociation)に よっ て設計 され 公認 され て い る も

の で ある。 そ して,こ れ に よ り読 み 込 まれ る デー タ も同 協会 が標 準 と して承 認

したOCRフ ォン トAで あ る。

計画 中の新 シス テ ムで はOCRフ ォ ン トAで 印字 した 値 札 を 商品 に 付 け てk・

き,キ ャ ッシ ャ ーが ワン ドで これ をス キ ャ ンす れ ば キ ャ ッシ ュ ・レジを経 由 し

て オ ン ライ ンで デー タが 直 接 に デ ー タ処 理 部 に 設 置 され て い る 中央 コン ピュー

タに伝送 され る。

新 システ ム導 入 の動 機 は そ の経 済 性 にあ る。 す なわ ち,パ ンチ 入 りの値 札 よ

り も印刷 値 札 の 方 が ず っ と安 上 りで あ り,情 報 処理 も よ り速 くよ り経済 的 に で

きる上に,前 日の売 上 げ 情 況 を翌 日に商 品係 とか 仕入 係 に示 す こ とが で きる。

ま た,こ れ ま で尾 大 な量 の値 札 の紙 を運ん だ り保 存 して お くの に要 した 費用 が

全 部不 必要 に な る し,そ の 間 に起 る可 能 性が あ る エ ラーの 発 生 を防 ぐこ と もで

きる。

更 に,従 来 は 指 輪 とか 時計 の ような小 さ な ア ク セ サ リーの類 に は外 見 上 大 き

な値 札 を付 け る の は好 ま し くな い と い うこ とか ら,ど う して も こ う した商 品 に

関す る売 上 げ 情報 が 停滞 しが ちで あ った が,新 シス テ ムの 導 入 に よ り,印 刷 し

た小 さな値 札 を貼 付 す る こ とが 出来 る よ うに な る の で,従 来 よ り もず っ と多 く

の商 品 に適 用 で きる よ うに な る と考 え られ て い る。

オ ンライ ン ・シス テ ムの 必要 性

オ ン ライ ン ・シス テ ムに した 理 由 に は次 の ものが ある。

(1)商 品 仕入 れ 部 門 に従 来 よ り も正確 な情 報 を よ り早 く伝 え る こ とに よ り,在

庫量 を減 ら し,よ く売 れ る商 品 を よ り多 く仕入 れ,売 れ 行 きの悪 い もの は押
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一 1
え る とい った操 作 を容 易 にす る。

② キ ャッ シ ャ ーの 受 け 取 っ た 金額 と,実 際 に キ ャ ッシ ュ ・レ ジ内 に あ る 金額

との 照 合 が容 易に な リキ ャ ッシ ャ ーの 管 理 に 役立 たせ る こ とが で き る。 また,

商 品 に よっ て は,売 子 に対 して コ ミ ッシ ョンを払 うもの が あ るが ,そ うい っ

た こ とに対 す る情報 が早 く入 る こ と,商 品券 の 管理 が容 易に な る こ と ,現 金

の 監査 を してい た部 門 をな くす こ とが で きる こ と,と い った 会 計上 の メ リッ

トが 考え られ る。

(3)第3は オペ レー シ ョナル 面 の利 益 で あ る。 この コ ンピ ュー タ ・シ ス テ ムに

は リアル タ イ ム ・ク ロ ッ クが 入 っ て い る こ とか ら,何 時,何 処 の店 舗 の どの

よ うな部 門 で,ど の ような商 品 が 実 際 に 買 わ れ て い るか とい った 情 報 を週 ,

日,時 間単 位 で押 え るこ とが で き る。 そ して,こ れ に基 づ いて 従 業員 の 配置

に つい て の無 駄 の な い木 目の こ まか い ス ケ ジ ュー ル を作 成 す る こ とが で きる
。
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6.コ ン ピ ュ ー ニタ ・マ イ ク ロ グ ラ フ ィ ッ ク ス 社

調 査 先:ComputerMicrographics,lnc.

所 在 地:5345West102ndStreet,LosAngeles,

California90045

調 査 期 日:1978年10月25日

面 接 者:RichardK.Ross,VicePresident

1.概 要 お よび 所 感

ComputerMicrographics,Inc.(CMI)は そ の名 の通 りマ イク ログ

ラ フ ィッ ク スの サ ー ビス 会社 で ある が,ア メ リ カに 星 の数 ほ どあ る と言 わ れ る

同種 の会 社 の 中 で,フ ル レ ン ジの サ ー ビス を提 供 し,か つ サ ー ビス網 を全 国 に

は りめ ぐら してい る数 少 い企 業 の1つ で あ る。

今 回の 訪 問調 査 先 の 中 で,た だ一 つ の サ ー ビス ・ビ ュー ローで あ った わ け だ

が,そ れ ま で訪 問 した各 地 の ユ ーザ ー で見 聞 き した マ イ ク ロフ ィル ム/フ ィ シ

ュ,COMな どの 処 理過 程 を実 地 に み る機 会 を得 る こ とに なっ た。訪 問 したの は

ロサ ンゼ ル ス の セ ン ター で ある。 同社 は この 他 に も ロサ ンゼル ス/オ レン ジ郡

地 区 に2ヵ 所,テ キサ ス州 に4ヵ 所,そ してニ ュー ヨー ク と シ カ ゴに各1カ 所

のCOMfoよ び マ イ ク ロ出版 サ ー ビス ・セ ン ター を有 して い る。 サ ー ビス地 域

お よ び内 容 は 最近 の他 企 業 買収 な どで,一 層 強 化 ・拡 充 され て い る。

CMIの 事 業 は,マ イ ク ロフ ィル ム/マ イ ク ロフ ィ ッ シュ作 成,マ イ ク ロ写

真か らの ハ ー ド ・コピー作 成,COM,マ イ ク ロ出版 と幅 広 く,こ の他 マ イ ク ロ

写 真 リー ダ ー な ど のハ ー ドウ ェアの販 売 も手が け てお り,さ らに カス トマ ー啓

蒙 の手 段 と して季 刊 の ニ ュ ーズ ・レタ ー も発 行 してい る。 我 々が 通 され た応 接

室 に も,各 種 の リー ダー が 展示 され て い た。

マ イ ク ロフィ ル ム/フ ィ ッシ ュ,COM等 は,事 務 合理 化 の有 力 な ツー ル と し
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て位 置 づけ られ て い るが,そ の処 理 過 程 に は 以外 に マ ニ ュアル 操 作部 分 が多 く

介 入 して い る との感 が あ った。 よ り長 期 的 にみれ ば,全 て デ ジ タ ル情報 に 置 き

換 え られ て しま うの か も しれ ないが,マ イ ク ログ ラフ ィ ックは や っ と市 民権 を

獲 得 した とこ ろ と もい うべ き段 階 で,そ の 応用 分野 は まだ まだ 開 拓 され る余 地

を残 して い る。CMIは,サ ー ビスの 幅 の広 さ と質 の高 さを武 器 に 成 長 を 続 け

て い る が,こ うした長 期 的 な展望 も持 って お り,現 在 と同 じ仕事 が続 くとは思

って い ない と も語 っ て いた。 具 体 的 な見 通 しは語 らなか った が,将 来 の ビジネ

スの イ メー ジ を心 中 に抱 い て い る ように 見 うけ られ た。

2.詳 論

(1)会 社 概 要

1966年9月20日 カ リフ ォル ニ アに設 立 され た。76年12月1日 付 でUtility

DataCorp .か ら マ イ ク ロ グ ラ フ ィ ソク ス 部 門 を 買 収,事 業 拡 張 を 図 っ た 。

CMIは こ の 買 収 に6万 株 の 普 通 株 と3万 ドル の 現 金 を投 じた 。77年 に 入 る と,

8月31日 にCOM-ManagementSystemsCorp.を 買 収,翌9月1日 に は

GeneralMicrographicsの 吸 収 合 併 を 行 っ た 。

UtilityDataの 部 門 買 収 に よ リテ キ サ ス 州 ヒ ュ ー ス ト ンの 拠 点 を 得,

COM-Managementの 買 収 で は サ ン フ ラ ン シ ス コ の,そ し てGeneralMi-

crographicsの 場 合 は そ の子 会 社MicrographixSystemsお よ びRadio-

graphixSystemsの リ ソ ー ス と と も に ジ ョー ジ ア 州 ア トラ ン タの 地 盤 を 手

中 に した 。 一 連 の 企 業 買 収/併 合 は,サ ー ビ ス 地 域 の 地 理 的 な 拡 大 を持 た ら し

た だ け で は な く,熟 練 技 術 者 を も翼 下 に 収 め る こ と で サ ー ビ ス の 質 的 向 上 に も

大 い に 役 立 っ て い る。

最 近5年 間 の 売 上 げ,純 益 お よ び1株 当 り純 益 の推 移 は 図 の 通 りで あ る が,

図 か ら も 明 らか な よ うに,毎 年 順 調 な 伸 び を 達 成 して い る。 十 数 億 ドル 規 模 と

い わ れ る マ イ ク ロ グ ラ フ ィ ッ ク ス 産 業 は,毎 年20～30%の 伸 び をみ せ て い

る が,CMIは,少 くと もこ れ と 同等 以 上 の 伸 び を 今 後 と も達 成 す る と,強 気 の
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図1:CMI売 上 ・純 益 推 移
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図2:1株 当 り純 益 推 移
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見 通 しを明 らか に して い る。

利益 は売 上 げ 程大 きな伸 び を示 して い ない が,74年 に黒 字 に転 じてか らは

順 調 な推 移 を辿 って い る。 そ して77年 に は,1株 当 りO.05ド ル と額 はわ ず

か な が ら,待 望 の 配 当実 施 に ふ み き って い る。

(2)事 業 内 容

紙 に 書 か れ た 情 報,あ る い は コ ン ピ ュ ー タ か らの 出 力 デ ー タ を 光 学 的 に一

つ ま り写 真 技 術 に よ っ て 一 縮 小 し よ う と い うい わ ゆ る マ イ ク ロ グ ラ フ ィ ッ ク

ス は,元 来 は 情 報 の 保 存 手 段 と し て開 発 さ れ た もの で あ るが,技 術 的 発 展 の 結

果,現 在 で は 日 常 の オ フ ィ ス 業 務 で も使 わ れ る よ う に な っ て き て い る 。CMI

は,こ う した 市 場 ニ ー ズ の 拡 が り に 対 応 す る だ け で な く,よ り積 極 的 に 新 た な'

ニ ー ズ の 掘 り起 し も行 っ て き た
。

一 口 に マ イ ク ロ グ ラ フ ィ ッ ク ス と い っ て も
,そ の 内 容 は 多 岐 に わ た る 。 最 も

一 般 的 に 知 られ て い る の は
,マ イ ク ロ フ ィ ル ム と い う 名 称 で あ ろ う。 しか し こ

れ も形 態 に よ リ ロー ル 状 と カ ー ド状 に 大 別 さ れ る。 カ ー ド(シ ー ト)状 の もの

は 通 常 マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ と 呼 ば れ て い る。 ロー ル 状 の マ イ ク ロ フ ィル ム も さ

ら に リー ル 式 と カ ー ト リ ッ ジ式 に 分 類 さ れ る。 カ ー ド状 の も の は,(狭 義 の)

マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ,ア パ ー チ ュ ア ・カ ー ド,フ ィ ル ム ・ジ ャ ケ ッ ト,フ ィ ル

ム ・ス ト リ ッ プ に 分 け られ る 。 現 在 は マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ が 最 も一 般 的 に 使 わ

れ て い る よ うだ 。

COMも マ イ ク ロ グ ラ フ ィ ッ ク ス の1つ で あ る。 これ は コ ン ピ ュ ー タか らの

電 子 的 な 出 力 デ ー タ を マ イ ク ロ フ ィル ム(フ ィ ソシ ュ)化 す る と い う もの だ が,

出 力 さ れ た フ ィル ム の こ と(ComputerOutputMicrofilm)も,フ ィ ル ム に

す る 装 置 の こ と(ComputerOutputMicrofilmer)も,ま た フ ィ ル ム に す

る 過 程 の こ と(ComputerOutputMicrofilming)もCOMと 表 現 さ れ て

い る 。

CMIは こ う した 幅 広 い マ イ ク ロ グ ラ フ ィ ッ ク ス 事 業 を 手 が け て い る 他,各
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種 の マイ ク ロフ ィル ム ・リー ダ ー な どの ハ ー ドウ ェアの販 売 も行 って い る
。 し

か し自社 内に 製造 施 設 を持 って い るわけ で は な く,あ くま で も販 売 代 理 店 とい

う形 で行 わ れ てい る。 これ ら取 扱製 品の カ タ ログ を マイ ク ロフ ィ ッ シ ュで 配 布

して い る こ とは 勿 論 で あ る。

事業 活動 での も う1つ の うた い文 句 は,そ の質 の 高 さ で あ る。 作 業 工 程 の至

る とこ ろ に"QuALITYIsYOuRJOB"(品 質 第 一)と 書 か れ た プ レ

ー トが 掲 げ られ て お り
,さ らに そ の下 に は 「品質 に 自信 が 持 てな い場 合 は 直 ち

に上 司 と相談 せ よ 」との 添 え 書 きが あ った
。 カス トマーか らの 発注 がCMIセ

ンタ ーに到 着 して か ら製 品(マ イ ク ロフ ォ ー ム)が 送b出 さ れ る ま で(COM

の場 合 は通 常4～12時 間 ,マ イ ク ロ出版 の 場合 は1～2週 間)に,マ イ ク ロ

フォ ー ムは2度,3度 と検 査 され る。

各 工 程 では作 業 表 に担 当 者 の サ イ ンが 記 され る よ うにな って お り,責 任 体 制

の 確 立 が 図 られ てい る。 出来 上 った オ リジナ ル(フ ィル ム ,フ ィ ッ シ ュ)は,

専 門技 術 者 に よ り検 査 され,キ ズ な どの 欠 陥 がチ ェ ックされ る
。

各CMIセ ン ターは;ミ ニ教 育 セ ンター と して の機 能 も持 っ て い る
。 マイ ク ロ

グ ラ フ ィッ クス の新 しい ユ ー ザー に対 して ,そ の 管理 者 お よび オペ レ ー タ向 け

の 教 育 セ ミナ ーが そ こで行 われ るの で あ る
。CMIは ユー ザ ー教 育 を か な り重

視 して い る。

カス トマ ーお よび将 来 の カス トマ ー向 け の サ ー ビス とし て
,CMIは 季 刊 の

ニ ューズ レ ター を発行 して い る
。 各 地 の ユ ー ザ ーの ア プ リケ ー シ ョンが詳 か に

紹 介 され お り・新 しい ア プ リケ ー シ ・ンへ の手 引 と して好 評 を得 て い る とい

う。CMIは こ の ニ ュ ー ズ レ タ ー を よ り効 率 的 に 活 用 して も ら うた め
,キ ー ワ

ー ド'イ ン デ ッ ク ス(KWIC:K
ey-WordInContext:イ ン デ ッ ク ス)を つ ぐ

っ て い る 。 ま た バ ッ ク ナ ン バ ー に つ い て は
,マ イ ク ロ フィ ッ シ ュの 形 で 提 供 し

て い る 。

特 殊 サ ー ビ ス の ・つVaMMS(Mi…fi・h・M・n。g,m。n・S,、,。m)と 呼 ば

れ る もの が あ る。 こ れ はCMIの ソ フ トウ ェ ア ・パ ッ ケ ー ジ で
,い わ ゆ る イ ン チ
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リジ ェ ン トCOMと 呼 ば れ る ミニ コン ・ベ ース のCOMシ ステムの 最 適 利 用 を可 能

にす る もの で あ る。 種 々の タイ プの磁 気 テ ー プ 出力 間 の コ ンパ テ ィ ビ リテ ィを

保 証 す る と と もに,MMSは,各 種 の イ ンデ ッ ク ス を可 能 に して お り,ユ ー ザ

ーの 利 用 の便 を図 っ て い る
。

こ う した 広範 なサ ー ビス を さ らに 充実 させ るた め,CMIは 全国 の上級 技 術

者 か ら成 る技 術委 員会 を 設 けて い る。 委 員 会 は定 期 的 に 会 合 を持 ち,技 術 に 関

す る事 項,機 器 や 消 耗 品 に対 す る評価 問 題,カ ス トマ ー ・サ ー ビス向 上 の ため

の ア イ デ ィ ア な どが 論 議 され て い る。

(3)オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン との 係 わ り

CMIは,マ イ ク ログ ラフ ィ ック ス を将 来 の オ フ ィス,い わ ゆ るオ フ ィス ・

オ ー トメー シ ョンの 有 力 な ツ ールで あ る とみ て い る。 しか しなが ら,ビ ジネ ス

界 での 認 識 は まだ まだ 低 く,教 育 ・啓蒙 活動 が 必要 で ある と語 っ てい る。

今 後 の利 用 拡 大 と ビ ジネ スに お け る意 義 の 増 大が 見 込 まれ る マ イ ク ログ ラ フ

ィ ッ クス で あ るが,CMIセ ン ター を訪 れ,そ の 工程 を見学 して感 じた こ とは,

マイ ク ロ化 作 業 は人 力 に頼 る単 調 な繰 返 し動 作 が 多 く,そ の反 面 で技 術 と細 心

の注 意 が 要 求 さ れ る とい う職人 仕事 的 な一 面 も持 って い る とい うこ とで あっ た。

ユ ーザ ーの教 育 ・啓蒙 が重 要 な こ とは勿 論 で あ るが,ベ ンダ ー 側 と して は作業

工程 の よ り一 層 の合 理 化が 求め られ て い る とい えそ うだ。
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7.ウ ェ ス タ ン 航 空 会 社

調 査 先:WesternAirLines,lnc.

所 在 地:6060AvionDrive,ibsAngeles,California90045

調 査 期 日:1978年10月26日

面 接 者:Mr.D.M.Fitzpatrick(M2nager,Syst㎝sPlanning&Contro1)

Mr.DavidUllman(DataBaseAdministrator)

Mr.JoeCzekalski(Manager,bhtaServices&SystemsSupport)

Mr.RobertMcLean(Manager,FinancialSystems&Programming)

Mr.ToshiTakei(SeniorProgrammer)

1.概 要 お よび 所 感

ウ ェス タ ン航 空 会 社 は 資 本 金1億 ドル,従 業 員 数1万500入,保 有 機 数85

機(7機 のDC10を 含 む)を 有 す るアメ リカ第8位 の航 空 会 社 であ る。 お よ そ

3万2,000の 航路 に つ い て旅 客,貨 物,郵 便 な ど の輸送 に 当 り,そ の名 の 通 りア

メ リカ西 部 を 中心 と して15州,45都 市 と,カ ナダ お よび メ キ シ コを もそ の サ ー

ビス範 囲 と して い る。 、

現 在,コ ンチ ネ ンタル 航 空 会社 との合 併 申請 を して い るが,合 併 が認 め られ

れ ば ・ ア メ リカ第6位 の 強 力 な航 空会 社 に生 まれ 変 る こ と にな る。

わ れ わ れが 訪 れ た のは ロ サ ン ゼ ル ス国 際 空 港 に ほ ど 近 い本 社 ビル の 向い に

あ る真 新 らしい3階 建 て の瀟 洒 な赤 レン ガ作 りのデ ー タ ・セ ン タ ーで あ る。 合

併 後 は こ こで デ ー タ処理 が一 括 して行 わ れ る 予 定 に な っ て お り,二 重 ドア構

造 の 入 口と最 新 式 の セキ ュ リテ ィ ・シ ス テ ムが採 用 され てい て,マ シ ー ン ・ル

ーム な ど もや が て来 る処 理 量 の 急 増 に備 え て十 分余 裕 を も
っ て設 計 され て い る

ように見 受け られ た。

現 在 はIBMの 大 型機 中心 の システ ム であ るが,今 後 は 分散 型 シ ス テム を 指向

一131一

∠



して い る。 分 散 型 シス テ ム,DBMS,OCR,そ れ にCOMな ど の将 来 計 画 に

つ いて プ レゼ ン テ ー シ ョン を受 け た後 に,施 設 の見 学 を行 った 。

2.詳 論

(1)分 散 型 シ ス テ ム

図1は 現 在 運 用 され て い る シス テ ムで あ る。 左 右 の シス テ ムは互 に バ ック ア

ップす る よ うに な って お り,ま た 中央 の 周 辺機 器 群 は ス イ ッチ 切換 え で ど ち ら

の シス テ ムにで も利 用 で きる ように な って いる。

図1:運 用 中 の シ ス テ ム

1{灘

＼ くここ[:=
。s

__≦ 一ー 一 〇M8(TSO)

　　セ　ア　　　　

〆 ミ:

370/
、SS

ReservationSystem

ACP

端末機

●

た と え ば370/158の1台 が 予 約 シ ス テ ム を扱 っ て い る とす る と(予 約 シ

ス テ ム はACP(airline/scontrolprogram)と 呼 ば れ る ユ ニ ー ク な コ ン

トロ ー ル ・プ ロ グ ラ ム に よ っ て 運 用 さ れ て い る),も う 一 方 の370/158は

IBMのVMの 下 で 運 用 さ れ る と い っ た 具 合 で あ る 。VMは 非 常 に 大 き な コ ン

トロ ー ル ・プ ロ グ ラ ム で あ る の で,ウ ェ ス タ ン航 空 で は 通 常VMの 下 でOS,

〔注1〕 〔注2〕CMS
,INTERCOMM,そ れ にACPの 小 型 版 の テ ス ト用 の も の な ど を 同 時

に働 か せ て お り,時 に はMVSな ど を 走 ら せ る こ と もあ る 。
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2台 の360/65間 で も周 辺 装置 群 は切 換 え られ る よ うに なっ て い る
。 中間

に置 か れ てい る周 辺機 器 は4シ ス テ ム に よって共 用 で きる よ うに な っ てい る
。

360/65の1台 は,INTERCOMMのOS専 用 にな っ てお り
,社 内の い

ろ い ろ な部署 に 配備 さ れ て い る専 用 端 末機 がINTERCOMMに 接続 され て い

る。 予 約 シス テ ム内 に も予 約 関 連 の ア プ リケ ー シ ョンの た め の 端 末機 が あ るが
,

それ ら もやは りINTERCOMMに 接 続 され て い る。

またVMの 下 に ある各OSに もそ れぞ れ 端 末機 が つなが っ てい る
。 ま た,VM

側 に大 規 模 な メイ ンテ ナ ンス ・エ ン ジニア リング ・ア プ リケ ー シ ョ ンが あ り
,

実施 され るべ き整 備 の進 捗 状 況 な どを追跡 して い るが ,こ れ らはRJEの モ ー

ドで行 な わ れ る。

図2:THEACCU-RESRESERVATIONNETWORK

printer

〔注 〕1.CMSはTSOと 同 じ よ うなTSSの た め のinteractiveprogramcontrolで あ る
。

2.INTERCOMMは テ レ プ ロセ シ ン グ ・ シス テ ム で あ る
。
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図2は 予 約 ネ ッ トワー クの 概 要 で あ る。 従来 は異 な る シ ステ ム毎 に 専用 端 末

機 を置 く必要 が あ った が,今 後 は こ う した ネ ッ トワー クに よ りひ とつ の端 末機

が多 くの異 な る シス テ ム とや り と り で き る よ うに な る。

予 約 シス テ ム と関 連 して,現 在 の と ころ予 約,運 賃 見 積 り,重 量 お よびバ ラ

ンス,チ ケ ッ ト発 行,貨 物 お よび コ ンテ ナの追 跡 ・管 理 シス テ ムな ど5つ の ア

プ リケ ー シ ョン を走 らせ て い るが,こ れ は通 信 ネ ッ トワー クの コス トが 高 い こ

とか ら リア ル タイ ム処 理 を必 要 とす る諸 ア プ リケ ー シ ョン を予 約 ア プ リケ ーシ

ョン と抱 き合 せ に した こ と に よる。

また,ウ ェス タ ン航 空 で は分 散 処理 ア プ リケ ー シ ョンの ひ とつ と して 自動 化

チ ェ ック ・イ ン ・シ ステ ム を開 発 した。 これ は 乗 客 を受 け付 け て 搭乗 カー ドを

手 渡 す シス テ ムで あ り,他 の 多 くの航 空 会 社 は 予 約 シス テ ムの ア プ リケ_シ ョ

ンの ひ とつ と して この シス テ ム を開発 してい る が ,ウ ェス タ ン航 空 で は チ ェ ッ

ク ・イ ン機 能 は 主 と して現 場 と直 接 に結 び つ い た もの で あ るか ら,わ ざわ ざ中

央 コン ビ ュー タへ送 って処 理 す る必要 は な い と考 え て い る。

シス テ ム開 発 は,ま ず 自動 チ ェッ ク ・イ ン機 能 を プ ログ ラム化す る ことに よ

って始 まっ た。 これ は一 連 の プ ログ ラム とデ ィス ク ・ ドライ ブ,そ れ に端 末機

か ら成 っ てお り,端 末 機 は チ ェ ック ・イ ン ・エ リア と チ ケ ッ ト ・カ ウ ン ター と

に設 置 した 。 プ ログ ラ ム と航 空 機 の座 席 表 とを デ ィス ク に入 れ てお き,必 要 な

と きに メモ リ上 に呼 び 出 して実 行 す る。

現 在 の とこ ろ は,ス タン ド ・ア ロー ンの シ ステ ム と して 設置 され て い るが ,

次 の段 階 で は 通 信 イ ンタ フ ェー スを 開 発 し,中 央 コ ン ピ ュー タと結 合す る こ

とに よっ て端 末機 か ら ミニ コ ンのACIを 利 用 す る こ と も,ま たそ れ を介 して

中央 のCPUと 通 信 す る.こ と も可 能 に な る。 と もか くこの シス テ ムが ウ ェス タ

ン航 空 に お け る分 散処 理 方 式 の皮 切 りとい う訳 で あ る。

図3は 将 来 の ネ ッ トワ ー クの構 成 図 で あ る。
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図3:将 来 の シ ス テ ム 構 成 図
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従 来 の よ うに重複 して通 信 回 線 に よ リシス テ ム毎 に専 用 端 末機 を備 え る とい

った こ とを続 け る訳 には いか ない の で ,ひ とつの端 末機 が い ろ い ろな シス テ ム

とや り と りで きる よ うに して行 く。 た とえ ば,将 来 は リアル タイ ム機 能 を もっ

た4台 の コン ピ ュー タ を ひ とつ の 通信 ネ ッ トワー クに よ り結 ぶ よ うに して
,ネ

ッ トワー ク上 の端 末機 は フ ロン ト ・エ ン ド・プ ロセ ッサ を介 して4台 の コン ピ

ュー タの いず れ と も 自由 にや り と りが で きる よ うに す る
。

各都 市 に置 か れ た リモ ー ト ・コ ンセ ン トレー タは,互 に 結 合 され てい るの で ,

④ 地 点 か ら⑱ 地 点 ヘ メ ッ七 一 ジを送 る場 合 には 中央 コン ピュ ー タ を経 由す る こ

とな く,リ モー ト ・コン セ ン トレ 一 夕を経 て通信 を送 る こ とが で き る。

この ウ ェス タン ・イ ンテ リジ ェ ン ト ・ネ ッ トワー ク と仮 称 され て い る ネ ッ ト

ワー クは,未 だ計 画段 階 で ,各 メー カーか ら各種 の プ ロポ ーザ ル が寄 せ られ て

い る が,分 散処 理 方 式 を 多い に 利 用 して行 くとの こ とだ った
。

(2)デ ー タベ ー スの利 用

ウ ェ ス タ ン航 空 で はTOTALと 呼 ば れ るSYNCOM社 が 開 発 したDBMS

を用 い て い る。TOTALを 利 用 し始 め てか ら3年 に なるが,最 初 にcrewma-

nagemntsystem(搭 乗 員 管 理 シス テ ム)に 適 用 し,次 第 に 給 与 計 算,乗 務
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員 訓練,飛 行 計 画 とい った他 の デ ー タベ ー スに も拡 大 利 用 され る よ うに な って

来 て い る。

TOTALを 選ん だ の は,5年 ほ ど前 に 大 手 メ ー カ ーのDBMSを 導 入 してみ

た が,大 きす ぎる し複 雑す ぎる ことか ら当 時市 販 され て いた・各種 のDBMSを

検 討 して,「 ユー ザ ー数が 多 い 」 「単 な る デ ー タ 更 新 が 多 く問 い合 せ的 な も

の が 少 な い 」とい っ た航 空 会社 の ニー ズ に合 わせ て ,各 レコー ドが2つ の ポ イ

ン タで管理 され て い る比 較 的 簡 単 な構 造 のTOTALが 選択 され た
。

同社 では搭 乗 員 フ ァイ ル の更 新 を テ レ プ ロセ シ ング ・モ ニ ター であ るINT

ERCOMMとTOTALを 用 い て行 っ て い る。 す な わ ち,リ ク エス トや 更新 レ

コー ドが 入 って来 る と,ま ずINTERCOMMで 処 理 され てか らバ ッチ ・プ ロ

グ ラム に渡 され,次 にそ の バ ッチ ・プ ログ ラ ムがTOTALを 呼 び 出す とい う

仕組 み に な って い る。 また,フ ァイル の更 新 とか 検 索 はTOTALに よ っ て 行

われ,そ の結果 が再 び プ ロ グ ラ ムへ 返 送 され る。 また バ ッチ ・プ ロ グラ ム経 由

で こ う した フ ァィ ルヘ アク セスす る こ と も可 能 であ る。

(3)COMの 利 用

ウ ェス タ ン航 空 で は3年 ほ ど前か ら断 続 的 にCOMの 実 験 的利 用 を 行
って 来

てお り,そ の結 果 マ イ ク ロフ ィ ッシュの イ ンハ ウス 処理 を計 画 す るま で に な っ

てい る。

COMの 本 格的 利 用 に踏 み切 った のは ,そ の 経済 効果 が大 きい か らで あ る。

た とえ ば,コ ン ピュー タの ア ウ トプ ッ ト用 紙 は1箱15～20ド ル もす るが
,

1箱 分の デ ー タ を マ イク ロフ ィッシ ュ化 した場 合 の コス トは
,わ ず か20セ ン

ト程 度 で あ る。

コン ピュー タの ア ウ トプ ッ トを テ ー プ に落 して お いて
,マ イ ク ロフ ィ ッシ ュ

・プ ロセ ッサ にか け れば
,そ の 後は 複 写機 に よって 簡 単 に コ ピー を と る こ とが

で きる。 もちろん,ユ ー ザ ーは フィ ッ シ ュ を リーダ ーに かけ て読 まねば な らな

いが,マ イ ク ロ フ ィ ッシ ュ ・リー ダー の価 格 は150～200ド ル程 度 で あ るか
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ら,ア ウ トプ ッ ト用紙 を10箱 も節 約 す れ ば リーダ ーを1台 買 え る とい う勘 定

に な る。

また,ア ウ トプ ッ ト・ス ピー ドの点 で もCOMの 方 が 優れ て お り,ウ ェス タ ン

航空 で は1日 当 り200万 行 ほ ど プ リン ト ・ア ウ トしてい る が,COMを 利 用 す

れ ば3倍 程 度 に能 力 を ア ップで きる と考 え て い る。

同社 では42ほ どの マ イク ロフ ィ ッ シ ュの ア プ リケ ーシ ョンが 考 え られ て い

る。 現 在 は処 理 を外 注 して い る こ とか ら,タ ー ンア ラ ウン ドが48時 間 もか か

るが,イ ンハ ウスで 処理 が行 わ れ る よ うに なれ ば,テ ー プを受 け 取 って か ら

1時 間 以 内 に ア ウ トプ ッ トをユー ザ ーに渡 す こ とが で き る よ うに なる の で ,適

用 範 囲 を 自然 に拡 大す る で あろ うと期 待 され て い る。

経 済 効 果 の点 で見 逃 して な らな いの は,ア ウ トプ ッ ト用 紙 が毎 年20%ほ ど

値 上 りして い る点 であ る。 そ の上,紙 パ ル プ工場 の ス トラ イ キに備 え て買 い 置

き して お くとな おの こ と コス トは 高 くつ く。 また,紙 自体 の コス トの他 に,オ

ペ レー タの 介 入 が 必 要 な こ ととか ,プ リン タの ス ピー ドが 遅 い こ と も コス トを

押 し上 げ る役 を して い る。 「よ り大型 の コ ン ピュー タを導 入 して ス ピー ド ・ア

ッ プを 図 って も,ア ウ トプ ッ ト部分 が 旧態 然 と して いた の な ら,煙 突 を太 く し

て も先 端 部 分 だ け が依 然 と して細 い ま ま に な って い る よ うな もの で ,全 体 の 効

率4向 上 しな い。 コ ン ピ ュー タが4分 間 に処 理 した もの を4時 間 か け て ア ウ ト

プ ッ トす るの で は あ ま り意味 が ない 」と強 調 して いた。

イ ンハ ウス処 理 に よるス ピー ド ・ア ッ プ を要 す るア プ リケ ー シ ョン と して は ,

まず 運 賃 相場 シ ステ ム(Farequotationsystem)の 分 野 が 考 え られ る
。 こ

の シス テ ム を通 じて 連 邦政 府 か ら運賃 につ い て の最 新情 報 をテ ー プで 受 け とる

の だが,入 手 した ら座席 予 約 シス テ ム の運 賃 相 場 に関 す るサ ブシ ス テ ムの た め

にす ぐに オ ン ライ ン化 して や る必 要 が あ るが ,同 時 に電 話 で の 問 い合 せ に応 じ

られ る よ うに手 元に 参 照 資 料 を置 い てお く必 要 が あ る。 また ,整 備 関 係 で も別

の ア プ リケ ー シ ョンが 考 え られ る。整 備 関 係 の 情 報 も出来 るだ け 早 く関 係 者 に

と どけ なけ れ ば な らな い の で,と りあえ ず は 紙 にア ウ トプ ッ トす るが ,現 場 に
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置い てお くとか さば るの で マ イク ロフ ィ ッシ ュ化 す る必 要 が あ る。

(4)OCRの 利 用

OCRと か オ プ テ ィ カル ・ス キ ャニ ン グ と い っ た もの は キ ー ・デー タ ・エ

ン トリーの代 替 と して 次第 に利 用範 囲 を拡大 しつ つ あ る。

航 空 産 業 全 体 と して は,個 々の 機 器 を独 立 した シ ス テ ム と して用 い る こ とか

ら,複 数 メデ ィ アに よる デ ー タ収 集 の 方 向へ と向 いつ つあ り,ソ ー ス ・チ ケ ッ

ト ・リー ダ ーな どが そ の 良 い例 であ る。 す なわ ち,光 学走 査 装 置 とデ ー タ ・エ

ン ト リー用 の 端 末機 を組 み 合 せ て ,光 学 走 査 に よっ て で きるだ け多 くの デ ー タ

を読 み取 り,読 み取 れ な い デ ー タだけ を オ ペ レー タが端 末機 か らキ ー ・イ ンす

る と い った具 合 に,デ ー タ収 集の ア プ ロー チが 急 速 に変 わ りつ つ あ る。

航 空 会 社 が 航 空 券 を 旅 客 へ 売 り,未 だ サ ー ビスが 利用 さ れ て い な い段 階 で

は,航 空 会社 に とって負 債 で あ り,サ ー ビスの提 供,つ ま り,乗 客 が 実際 に飛

行 機 を利 用 した 時に は じめ て資 産 に 変 わ る こ とか ら,航 空 券 を回 収 しそ れ が 利

用 され たか 否 か を知 る こ とは,航 空 会 社 に とっ て非 常 に重要 な こ とで あ る。

現在 航 空 券 に 載 っ て い る 情報 の 中でOCRで 読 み取 っ て い るの は ,航 空 券 番号

だけ で あ る。 カー ボ ン付 きの紙 片 の 取 り扱 い は困 難 で あ るが,最 新技 術 を利 用

して もっ と多 くの 情報 を読 み取 る努 力 が なされ て い る。

ウ ェス タ ン航 空 で は航 空 券 を発 売 した 時点 で 光学走 査 に よ リデ ー タ を把 握 し
,

発 売 と使 用,払 戻 し,再 発行 な どの情 報 を も押 え よ うと,OCRと プ リンタ と

を組 み 合 せ た機 器 の 開発 を検 討 中 で あ る。
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一
8・ ・サ ン ゼ ル ス ・タ イ ム ズ新 聞 社

調 査 先:L・sA・gelesTim。,

所 在 地:TimesMirrorSquare,LosAngeles
,California90053

調 査 期 日:1978年10月26日

面 接 者:M・ ・J・m・ ・Smi・h・Assi・ ・…Di・e・ …
,D…P,。cessi。g

M・ ・J・h・S・mm・ ・fi・ld・P・bい ・R・1・tiρ ・・

1.概 要 お よび 所 感

ロサ ン ゼル スの 市庁 舎 か らほ ん の 少 し離 れ た一 角 に タイ ム ・ミ ラー ・ス ク ェ

ア とい う1ブ ロ ックが あ り,ロ サ ンゼ ル ス ・タイ ム ズ紙 の3つ の 建 物 が 占領 し

て い る。

ロサ ンゼ ル ス ・タイ ムズ は ス タンダ ー ド ・サ イ ズの 日刊 紙 と しては
,そ の 発

行部 数(週 日は100万 部,日 曜版 は130万 部) ,ペ ージ数(週 日は平 均125

頁,日 曜版 は400～500頁)そ して 項 目別 広 告 の行数(1977年 は 年 間500

万 行)か らい って ア メ リカ最大 の 新 聞 で あ る
。 従 業 員数 は7,000人,そ の 中 の

5,000人 が本 社 屋 で働 い てい る。

本社 ビルは 数 年 が か りの 大改 装 の 真最 中 で あ り
,多 少乱雑 で は あ った が,古

い1884年 の 創 業 当 時 を 忍ば せ る よ うな部 屋 が 残 って い るか と思 えば
,改 装 が

終 った 部 分は ま る で イ ンテ リア ・デ ザ イ ンの雑 誌 の グラ ビア を切 り抜 い た よ う

な素晴 ら しい環 境 で ある とい った よ うに ,新 旧両 シ ス テムを 同 時に 見 られ た の

は幸 い であ っ た と もい え よ う。

コ ン ピ ュー タは 広告 部
,配 達 部,編 集部,出 版 部 といっ たあ らゆ る 主要 部 門

で広範 に利 用 され て生 産 性 とサー ビスの 向 上 に役 立
ってい る。

2.詳 論
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(1)情 報 シス テ ム部

情 報 シ ステ ム 部 は以 前 は デ ー タ ・プ ロセ シ ン グ部 と呼 ば れ 独 立 して 仕事 を し

て い た が,現 在 は項 目別広 告 部,配 達 部,編 集 部,そ れ に 出版 部 とい った 主要

部 門 と イ ン タ フ ェー スを 持 って い る。

情 報 シ ス テ ム部 は更 に 「コ ン ピュー タ ・セ ンタ ー 」と 「シス テ ムお・よび プ ロ

グ ラ ム部 門 」とに大 別 され る。 コ ン ピュ ー タ ・セ ン ター は キー パ ンチ,サ ー ビ

ス ・セ ン ターー－k－よび そ の運 用 を担 当 し,コ ン ピュー タは週7日24時 間 運 用 さ

れ て い る。 また シス テ ムお よび プ ログ ラム部 門 は 更 に 業務 シス テ ム,配 達 シス

テ ム,お よび 出版 シス テ ムの3グ ル ー プに細 分 され,業 務 シ ステ ム ・グル ープ

は 財 務,給 与 計 算,市 場 調 査 な ど を担 当,配 達 シス テ ム ・グ ルー プは ロサ ンゼ

ルス ・タイ ム ズ紙 の配 達 シ ステ ム を担 当,そ して 出版 シ ス テ ム ・グル ー プは 紙

面 の 作 成 をは じめ と して,ニ ュ ース編 集,項 目別 広告 お よび一 般 紙 面 広告 な ど

の ア プ リケ ー シ ョンを それ ぞ れ担 当 して い る。

情 報 シ ステ ム部 は新 装 成 った社 屋の 部 分 に置 か れ て お り,美 しい カラ ー ・ス

キー ム が ほ ど こ され た コン ピュータ ・ルーム・そ れ に タ ー ミナ ル を備 え た ガ ラス

張 りのSEや プ ログ ラ マ(100人)用 の 個室 な ど非 常 に 印 象的 で あ った。

情報 シ ステ ム部

図1:情 報 シ ス テ ム 部 の 構 成

・ンピー一・・センター{㍍ 二:
ン,一 お よびオペ レーシ。ン

システム&プ ログラミング

業 務 シ ス テ ム

財務,給 一与計 算,市 場 調 査

配 達 シ ステ ム

新 聞 の配 達

出版 シス テ ム

紙 面 の 作成,ニ ュー ス

項 目別 広 告,一 般 広 告
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② 業 務 シ ス テ ム

財務 シス テ ム は週 毎 に収 入 ・支 出に 関 す る報 告 書 を作成 して マ ネ ジ メン トに

提 供 す る。 ま た,こ の シス テ ムは年 次そ の他 の 定 期 報 告書 を作 成 す るば か りか ,

予 算 の作成 に も利 用 され る。

給 一与計 算 お よび入 事 シス テ ム は7,000人 の国 の 内 外 にい る従 業 員 に 関 す る デ

ー タを処理 す る
。

市 場調 査 シ ス テ ムは,店 舗,製 品,広 告 ス ケ ジ ュ ール お よび 国勢 調 査 デ ー タ

と関連 付 け られ た購 読 者 に 関 す る情 報 を処理 す る。 最大 の タス クは ,ロ サ ンゼ

ル ス ・タイ ムズ 紙 が 個 人 の家 庭 を対 象 に行 う購入 製 品 ブ ラ ン ド名 と消 費者 が

購 入 した店 舗 に 関す る調 査 に基 づ く消 費者 傾 向分 析 であ る。 この調 査 結 果 は,

広 告 販 売担 当 者 に よっ て利 用 され るば か りか,編 集 部 門 に よっ て も世 論 調 査 や

報 道 内容 に 対 す る読 者 の 反 応 を研 究 す る の に利 用 さ れ る。

現在 の と こ ろ業 務 シス テ ムは 全 てオ フ ライ ンで 処理 され て い るが ,CRT端

末機 を用 い て 関 係各 部 門 の職 員が オ ン ライ ンで イ ン プ ッ トで きる よ うに シ ス テ

ム開発 が行 わ れ て い る 。 ま た ・ 固 定 資産勘 定,輸 送 シス テ ムの 管理,現 金支

払 処 理 など に関 す る シス テ ム開 発 も目下 行 わ れ て い る 。

(3)配 達 シス テ ム

配 達 シス テ ム ・グル ー プは トラックへ の積 み込 み か ら購 読 者 へ の請 求書 発 行

に い た るま で,新 聞 配 達 の あ らゆ る面 に関す る コ ンピ ュー タ技 術 の応 用 につ い

て責任 を負 っ て いる。

配達 シス テ ム部 門 の サ ー キ ュ レー シ ョン ・サ ー ビス ・セ ン ター も既 に改 装 を

終 え,訪 問 時 には 端 末 機 の テ ス トを行 っ て い た。 大 部 屋 に 図2の よ うに6っ

に 仕切 られ た デ ス クが20並 び,ヘ ッ ド ・セ ッ トを付 け て 端 末機 に 向 っ たオ ペ

レー タが年 中無 休 で 朝6時 半 か ら夜 遅 くまで ,購 読 の 申 し込 み,変 更,配 達 や

記 事 に 関す る 苦 情 や感 想 に い た る ま で,1週 間 に6万5 ,000件 の購 読 者 よ りの連

絡 をこ こ で処 理 してい る。
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図2:端 末 機 の 配 置 状 況

撚 募
《 関口 口吻

響弩
購 読 者 は新 聞紙 面 に載 って い る100ほ どの 電 話 番号 の 中か ら 自分 が 住 ん で

い る 地 域 の 番号を選んで掛 ければ,ば 長 距 離 電 話料 を負 担 す る こ とな く ロサ ン

ゼル ス ・タイ ムス社 を 呼 び 出す ことが で きる。 購 読 者か らの通 話 は ミニ コン を

ベ ース に したACD(AutomaticCallDirectorSystem)に よっ て手 の空

い てい るオ ペ レー タへ と振 りわ け られ,も し全 員 が ふ さが っ てい る場 合 に は そ

の 旨の録 音 ア ナ ウンス と音楽 が 流 れ る仕組 に な って い る。

オペ レー タは購 読 者 の 氏 名,住 所,も し くは ア カ ウ ン ト番 号 に よっ て デ ー タ

ベ ー スか ら購 読 者 に 関 す る情 報 を呼 び 出 した上 で,購 読 者 よ りの 要請 を聞 き,

それ が 配達 に関 す る もの で あ る場合 に は アカ ウン ト係 りを通 じて4ρ00～5,000

ほ どの 個 人購 読 者 を握 っ てい る購 売代 理 店 へ と伝 達 さ れ る し,記 事 に 関す る も

で あれ ば 編集 部 へ と廻 され る。

購 読 者 に満 足 の行 くサ ービスとい うことで,午 前6時 ま で に配 達 す る こ と を約

束 して いる が,た とえ ば,濡 れ てい た り破 れ て い た り配達 洩 れ が あっ た場 合 は,

午 前10時(日 曜 日は11時)ま でに 電話 す れ ば そ の 日の 中 に再 配達 され る よ
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うに なっ て い る。

また,シ ス テ ム の 自動 化 に 伴 い,「 改 め て 届 け な くて も よい か ら,そ の分

を請 求か ら差 引け 」とか,「 休 暇 を取 るか ら配 達 を中止 して くれ 」とい っ た要

請 に も木 目細 か く応 じ られ る よ うに な っ た。

この サ ー キ ュ レーシ ョン ・サ ー ビス ・セ ン ター は,1976年 に 公 正 取 引 法

が改 正 され,配 達 され る新 聞 料 金 に 関 す る統 制 が 撤廃 され た のに伴 って,ロ サ

ンゼ ル ス ・タ イ ムズ社 が 他 社 に さ きが け て設 置 した もの で あ るが ,こ の お かげ

で販 売代理 店 が勝 手 に 配 達 料 を決 め た りす る ような こ とが な くな り,サ ー ビス

に満 足 した ことに より購 読者層が安定 したた めに,ひ いては 広 告料 の 引 き下 げ を可

能 に した た め に 同社 の 業 績 は飛 躍 的 に 伸び た と い うこと であ っ た。

こ の他,ト ラック に よる配 送 ル ー トの決 定,各 種 の請 求書 の発 行 な ど配 達 シ

ス テ ムに は あ らゆ る面 で コ ン ピ ュー タが利 用 さ れ て い る。

(4)出 版 シス テ ム

出 版 シス テ ム ・グ ル ー プは項 目別 広 告～ 一 般 紙 面 広告 お よび ニ ュー スの 編成

と情 報 処理 に 関 して責任 を負 って い る。

ロサ ンゼ ル ス ・タイ ム ズ紙 は広告 行数 そ れ に ニ ュース記 事 行数 も共 に 全米 一

を誇 っ てい るが,テ キ ス ト処理 に はIBMのSCRIPTと 呼 ば れ るテ キ ス ト ・

プ ロ セシ ン グ ・プ ログ ラ ムを用 い て オ ン ライ ンで行 われ て い る。

まず 項 目別 広告 で あ る が,編 成 要 員 がCRT端 末 機 か らオ ン ライ ン広告 エ ント

リー ・シス テ ムに より処 理 す るが,各 広告 毎 に 紙面 作 成 と料 金請 求 に関 す る情

報 が コ ン ピ ュー タに入 れ られ,広 告 主 の ク レ ジ ッ トと突 き合 せ てOKが 出 てか

らは じめ て テキ ス トが フ ォ トコ ン ポ ジ シ ョンへ 送 られる よ うに な っ て い る。

ニ ュー ス とか 論 説 の 編 集 は ,現 在 は未 だ記 者 や 論 説委 員が タイ プで書 い た も

の を,タ イ ピス トがOCR用 の タイ プで打 ち直 した もの をOCRで 読 み込 ませ

て コン ピ ュー タ処 理 に まわ す よ うに してい るが ,2年 が か りで編 集 部 門 の徹 底

した コ ン ピ ュー タ化 の計 画 が進 行 中 で あ る。

一143一



この シス テ ムは 同社 の子 会社 で ニュ ー ヨ ー ク近 郊 の ロン グア イ ラ ン ドで 日刊

紙 を発行 して い るNEWSDAY社 で実 験済 み で あ り,既 に ロサ ンゼ ル ス ・タ イ

ム ズ 仕様 の専 用 端 末機412台 がDataGeneral社 に 発注 され て い る
。

もち ろん,ペ ーパ ー レス ・シス テ ム で,各 記 者 が 端 末機 を通 じて直 接 に デ ィ

ス ク に書 き込 ん だテ キス トは何 段階 か の 編 集者 の校 閲 ・修 正 を経 た後 に
,い ち

ど もハ ー ド ・コ ピーに され る こ と もな くそ の ま ま フ ォ トコ ン ポ ジ シ ョ ン部 門 へ

と送 られ る。

また,編 集 部 門 のた め に設 け られ てい る エデ ィ トリア ル ・ライ ブ ラ リー も,

〔注 〕現 在 は
マ イ ク ロ フ ィル ムが 用 い られ て い るが ,将 来 は全 て 磁気 媒 体 化 され て

端 末機 の ス ク リー ン上 に簡 単 に過 去 の 記事 や 参 考文 献 を 出す こ と が で きる よう

に な る。

(5)印 刷 シ ステ ム

1974年 にそ れ まで 使 って い た83台 の ライ ノ タイ プを廃 して ,コ ン ピュ

ー タ と レーザ ー装 置 を組 み 合 わせ た フォ トコ ンポ ジシ
ョン ・シ ステ ム を導入 し

た。 同 時に ホ ッ ト ・タ イ プ ・シス テ ムに代 え て同 社 が独 自に 開 発 し特 許 を所 有

して い る プ ラス チ ック ・プ レー トの使 用 を始 め たが,従 来 の鉛 プ レー トで は7

万 枚 も印刷 す る と磨 耗 して しまっ たが ポ リプ ロプ レン版だ と100万 枚 以 上 も刷

れ る上 に,リ サ イクル が で き るの で省 資 源 に もつ なが り,年 間数100万 ドル

もの節 約 に なっ てい る との こ とだ った。

〔注 〕 発行 日か ら2カ 月間は紙面が保存 されてk・り,希 望者はパ ック ・コピーを入手す ること

ができるが,そ れよ りも古 いものはマ イク ロ フ ィル ム化 してロサ ンゼルス公共図書館 で

閲覧 に供 されてい る。192フ レームで各 シー ト毎 に3～4ペ ージ分がおさめられ ている。
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9.電 子 郵 便 の 動 向

1電 子 郵 便 の概 念 と現 状

1.電 子郵 便 の概 念

ア メ リカvak・ け る電 子 郵便(EIectronicMail)の 定 義 は ま だ確 立 さ れ て

は い ない。 電 子 郵便 とい う直 訳 的 用語 か ら郵 便事 業 であ る よ うな 印 象 を受 け る

が,こ れ は正 し い解 釈 では な い。

最 も広 範 囲な とらえ方 としては,『 電 子的 方 法 に よ るメ ッセ ー ジ の伝 送 手 段 』

とい う定 義 が一 般 に行 わ れ てい るが,ア メ リカの通 信分 野 に お け る著 名 な調 査

機 関 で あ るTheYankeeGroupで はrElectronicMai1は,あ る人 間 か ら他 の

人 間 に対 し,情 報 を電 子 的伝 送 手 段 に よ り送 る よ うな通信 の シス テ ムで あ る 』

と定義 して い る。 また,Kalba'BowenAssociates社 が 昨年FCCに 報 告

した調 査 レポ ー トの 中 では,ElectronicMessageSystem:EMSと い う用

語 で 『文 字表 現 の 情 報 を コ ー ド化 して,あ る端末 か ら他 の 端 末ヘ メッ セー ジ と

い う単 位 で電 子 的 に伝送 す る もの 』と狭 義 に定義 して い る。 さ らに,IRD

(lnternationalResourceDevelopmentIncorporated)社 で は,

『ElectronicMai1と は,メ ッセー ジ を画像 また は デ ジ タル信 号 の形 で,送

り手 か ら受 け手 へ 電子 的 な伝 送 手 段 で 伝送 す る ことで ある 』と,よ り包括 的 な

。 定 義 を行 って い る。

この よ うに,ア メ リカにお け る電 子 郵便 に 関 す る 定義は,広 義,狭 義 さ ま ざ

まの解 釈 が な され てお り,明 確 な概 念 範 囲 と して は定 まっ てい な いの が 実 状 で

あ る。

2.電 子郵 便 の シス テ ム 形 態
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次 に,こ の よ うな電 子 郵便 に は どの ような ものが含 まれ て い るか につ い ては,

先 のThe'YankeeGroupで は,そ の 形 態上 か ら次 の4種 に分 け て考 え て い る。

① コン ピ ュー タに よる メ ッ セー ジ ・シス テ ム(ComputerBasedMessage

System)

コ ン ピ ュー タを用 い て,メ ッセ ー ジの 編 集 ,蓄 積,転 送 等 を行 う もの で,

企 業 内 シ ステ ムや,TSSサ ー ビス ・ベ ン ダ ーに よるMailboxサ ー ビ ス な ど

が あ る。

②CWP(CommunicatingWordProcessors)

通 信機 能 付 ワー ド ・プ ロセ ッサ に よる もの で,現 在 の ア プ リケー シ ョンは

数 少 ない が,今 後 の 急成 長 が期待 され て い る形 態の 一 つ で あ り,IRD社 で

は1978年 の ア メ リカのCWPの 出荷 予測 を 前年 比 で 約9倍 と して い る。

③ ファ ク シ ミ リ(FAX)

遠 隔 地 に コ ピー を送 る よ うな利 用 に は最 適 で あ るが,現 在 は メ ッセー ジを

一 旦蓄 積 してお き
,指 定 時 刻 に送信 す るな ど の限 られ た イ ンテ リジ ェンス し

か有 して い ない。

④TWX/TELEX

従 来 か ら広 く用 い られ て い る もの で,基 本 的 に は端 末 間通 信 の形 態 で ある。

以 上 がTheYankeeGroupに よる4形 態 で あるが,KalbaBowen・Associates

社 の調 査 レポ ー トで は,キ ャ ラク タ符 号 化 しな い ア ナ ログ式 の フ ァク シ ミ リ,

TWX/TELEXの 形 態 は除 い て い る。

次 に,IRD社 の場 合は,TELEX,フ ァク シ ミ リ,メ ー ル グ ラム,電 報,

メ ッセ ー ジ交 換,CWPの 他 に デ ー タ通 信 まで 含 め て 考 え て お り,1978年 次 。

の各 シ ス テ ム形 態 に よる収 入 を表1の よ うに推 計 して い る。

この よ うに,電 子 郵 便 の 定 義,シ ステ ム形 態 は,さ ま ざま であ るが,こ の 原

因の 一 つ と して,電 子 郵便 に対 す る認識 の違 いが あ るとKalbaBowenAsso-

ciates社 のEMSに 関 す る調 査報 告 で は述 べ て い る。

EMSを 設 置 ・導 入 す る動 機 と して は,事 務処 理 ・管理 の 自動 化 す なわ ち オ
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フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョン を主 目標 とす る グル ー プ と,現 在 の郵 便,電 話 の代

替 手 段 と して,よ り低 料 金 で,よ り迅 速 に メ ッセ ー ジを 送 るこ との み を 目標 と

す る グル ー プ とが あ り,こ の2グ ル ー プ間 ではEMSの 解 釈 に大 き な 違 い が あ

る と して い る。

表1:1978年 に通 信 事 業者 が ア メ リカ に おけ る エ レク トロ

ニ ック ・メイ ル/メ ッセー ジシ ステ ムか ら得 た 収 入 の

推計 額

シス テ ム の種 類
通信事業者 の収入

(単位:百 万 ドル)

比 率

(%)

「7「

デ ー タ通 信 2,500 81

テレックス/TWX 245 8

フ ァ ク シ ミ リ 100 3

メ ー ル グ ラ ム 60 2

電 報 55 2

メ ッ セ ー ジ 交 換 90 3

コ ミ ュ ニ ケ ー ティング

ワ ー ド ・プ ロセ ッサ 5 一

合 計 3,055 100

オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン志 向 の グル ー プで は ,事 務 の 自動 化 とい う大 目

標 に 沿 って 情報 の収 集 ・蓄 積 ・利用 を いか に行 うか が問題 で あ り,そ の 中 で の

サ ブ シス テ ム と して 電 子 郵便 が取 り入れ られ てい る。 した が っ て この グ ル ー プ

の場 合 は,メ ッセ ー ジの 準備 や郵 送 に伴 う人 件 費 や 資材 コス トの 節減 に 大 幅 に

役 立 つ な らば,そ の 通信 コ ス トが 他 の手 段 よ り割 高 になっ た と.して も よい と し

てい る。 実 際,こ の よ うなユ ー ザ ー ・グ ル ー プは ,通 常 の 手 紙 の コス トは い く

らにな る か とい う問 に対 し4～6ド ル と答 え てk・ り,こ の コス トが 削 減 されれ

ば,電 子 郵 便 の コス トに0.50～1.00ド ル かけ て も よい こ とに な る。

一'147一



一 方 ,後 者 の グル ー プの 場 合 は,手 紙,電 報,電 話 の代 替 と して の迅 速 ・簡

易 か つ 高信 頼 度 の メ ッセ ー ジ伝送 シス テ ム と して の利 用 が 目的 で あ り,こ の グ

ル ー プの場 合 は,同 じ く手 紙 の コス トは とい う問 に対 して15セ ン ト(切 手 代)

と答 え てお り,電 子郵 便 と して は この コス ト以 下 にす る こ と を 目指 して い る訳

で ある。

同 レポ ー トよ り,EMSに 関連 す る サ ー ビス 提供 主 体,ユ ーザ ー ・グループ・

機 能 面 の分類 構 成 図 を図1に 示 す6

図1:EMSの 構 成
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ま た,EMSの 入 力 装 置,出 力装置,伝 送 媒体 と しては 以 下 の よ うな ものが

用 い られ て い る。

①EMSの 入 力 装 置

・テ レタ イ プ ライ タ端 末

・キー ボー ド付CRT端 末

・ワー ド ・プ ロセ ッサ

・コン ピュ ー タ

・キ ーボ ー ド付TV端 末

・OCR

・フ ァクシ ミ リ装 置(デ ジタル)

②EMSの 出 力装 置

・入 力装 置 と同 一 の 装 置 ある い は異 な る組 合 せ

・ハ ー ド ・コ ピー装 置 が オ プ シ ョン と して加 わ る

・コ ン ピュ ー タ に指 令 を送 る こ と もあ り得 る

③EMSの 伝送 媒 体

・電 話 交換 網

・専 用 回 線

・デ ジ タル網

・パ ケ ッ ト ・ネ ッ トワー ク

・衛 星 通 信 回線

・無 線/ケ ーフ1ルTV放 送

3.電 子 郵便 の動 向

前述 の よ うに,ア メ リカに お け る電子 郵 便 の シス テ ム形 態 と して は ,フ ァク.

シ ミ リ,通 信 機 能 付 ワ ー ド ・プ ロセ ッサ ,コ ン ピ ュー タに よる メ ッ セー ジ ・シ

ス テ ム等 が あ るが,今 後 の動 向 を大 き く左右 す る要 素 と して
,特 殊 通 信 業 者

や付 加 価 値通信 業 者 の 進 出 が あ げ られ る。 す で に ,SPC社(Souther.Pa_
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cificCo㎜unications)やGraphnet社 が フ ァ ク シ ミ リ ・ユ ー ザ ー に 対 し

特 殊 サ ー ビス を 提 供 して い る 他,Tymnet社 が 同 社 のTYMNET網 で 蓄 積 転 送

方 式 のOnTymeサ ー ビス と呼ば れ る メ ッセ ージ ・サ ービス を提 供 し て お り,TEL-

ENET社 の 付 加 価 値 網 で もTELEMAILと い う 同 種 の メ ッ セ ー ジ ・サ ー ビ

ス を計 画 して い る。 さ らに,ITTが 計 画 中 の 国 内 の 付 加 価 値 網FAX-PAK,

COM-PAK,AT&Tが 計 画 中 のACS(AdvancedCommunicationsSe-

rvice)に お い て も電 子 郵 便 に 適 した機 能 を備 え て お り,IBM等 に よ るSBS

(SatelliteBusinessSystems)'の 計 画 で も文 書 の 高 速 伝 送 機 能 の 提 供

を計 画 して い る。 こ の よ う な 通 信 事 業 者 に よ る電 子 郵 便 へ の 進 出 は,そ の マ ー

ケ ッ ト規 模 の 有 望 さ を示 す もの で あ り,今 後 の 動 向 が 注 目 さ れ る。

ま た,TSSサ ー ビ ス ・ベ ン ダ ー に お い て もMailboxと し て の メ ッ セ ー ジ ・

サ ー ビス が 行 わ れ て お り,例 え ば,STC社(ScientificTimesharing

Crop.)で はMailboxサ ー ビ ス を1972年 か ら提 供 して い る。 この シ ス テ ム は,

1976年 の 大 統 領 選 挙 に お い て カ ー タ ー 大 統 領,モ ン デ ー ル 副 大 統 領 が キャ ン

ペ ー ン の 連 絡 用 に 用 い た と い う。 同 社 は ,そ の 後1977年 に 同 サ ー ビス を 再

販 売 通 信 事 業 者 と してFCCに 認 可 申 請 して い る 。 同 様 のMailboxサ ー ビス

は 世 界 最 大 のTSSサ ー ビス ・ベ ン ダ ーであ るGETSSに お い て も 有 力 サ ー ビ

ス ・メ ニ ュ ー と して,多 数 の ユ ー ザ が 利 用 し て お り,こ こ数 年 以 内 に はGE社

も 電 子 郵 便 分 野 に 正 式 参 入 す る こ と に な ろ う と予 想 され て い る 。

さ らに,郵 便 事 業 を 独 占 し て い るUSPS(UnitedStatesPostalServ-

ice:ア メ リ カ郵 便 公 社)に お い て も,郵 便 の 電 子 化 を 計 画 中 で あ る 。 これ は

ECOM(ElectronicComputerOrientedMail)と 呼 ば れ る サ ー ビ ス で,

1979年 か ら試 用 実 験 に 入 る予 定 に な っ て い る 。ECOMは,基 本 的 に は 大 口

.(bulk)のMailgramサ ー ビ ス で あ り,顧 客 は 自分 の タ ー ミナ ル か ら,あ る い

は 磁 気 テ ー プ 等 で 多 数(200メ ッ セ ー ジ以 上)の メ ッ セ ー ジ を 入 力 す る と,

目 的 地 郵 便 局 に オ ン ラ イ ン で 伝 送 さ れ,郵 便 局 で ハ ー ド ・コ ピー 化 さ れ 封 筒 詰

め され た 後,通 常 の 郵 便 サ ー ビ ス と同 様 に 人 手 の 配 達 が な さ れ る も の で あ る。
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USPSに よる この よ うなサ ー ビス が実 施 され る と,現 在 のMailgramサ ー

ビス を行 っ て い るWesternUnion社 は大 打 撃 を受 け る こ とに な り
,FCCの

規制 権 な ど法 制度 上 の問 題 も大 き くク ロー ズ ・ア ップ して くる こ とに な ろ うと

言 わ れ てい る。

次 に 電子 郵 便 の 今 後 の市 場 につ いて は,最 近,イ ギ リス の著 名 な調 査機 関 で

あ るMhckintoshConsultants社 が50万 ポ ン ドとい う多 額 の調 査 費用 を

かけ て予 測 して い る。 そ れ に よる と ,1980年 代 に 入 っ て電 子郵 便 は 従 来 の

郵 便 を 徐 々に代 替 して い き,80年 代 後 半 に は全郵 便 の10%が 電 子 化 され
,

これ に 使用 され る端 末 機 器 需 要 は イ ギ リスだ け で も総 額7 ,000方 ポンド,イ ギ リ

ス を除 く全 ヨー ロ ッパ で は5億5
,000万 ボン ド,ア メ リカ では7億 ポ ン ドに達 す

る巨大 市 場 にな るだ ろ うと予 測 して い る。

表2に,各 種 の調 査 機 関 に よるEMS用 ター ミナ ルの 出荷 予 測 を示 す。

表2:EMSタ ー ミナル の 出荷 台数 予 測

出 典 年 市 場 基準年度 初 期 中 期 長 期 累 計 備 考

InterntionaI 1976 テキス ト編集CWP(CWPt。 2,235 26K 94K 168K 一 ターミナル価格は1976年 の

Resource CWP,OWPtoTELEX, (1976) (1978) (1981) (1986) 一 7,000ト ル 以上 か ら,1986

Devel・pment イン タ ラクテ ィブTSS,バ 。チ,
年には1,000ト ル に低下する

Inc.(IRD) 一

τ一夕・エントリーな ど通信 アブ と仮定している。

リケーションすべて を含む)

IRD 1976 CWPtoCWP 290 6K 30K 50K 一

(1976) (1978) (1981) (1986)

Quantum 1977 通信機能付テキスト・エディティ 4,000 一 一 一 90K 1980年 には約60万 台のテ

SCIence ング ・ステー ション (1976) (1980) キス ト・エディティング・ステーション

CorP.
が設置され,そ の うち15%

が通信機能 を有すると仮定

TheYankee 1977 コンピュータを利用 した メッ七一 5,000 12K 40K 一 88K ターミナル価 格 は5,000ト ル と

Group ,

シ・システム (1977) (1979) (1981) (1981) 仮定
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2電 子 郵 便 に お け るCWPの 利 用

本 項 で は,来 た る べ き電 子 郵 便 時 代 の 主 要 な シ ス テ ム 形 態 と して 近 年 とみ に

注 目 さ れ つ つ あ る コ ミ ュニ ケ ーテ ィング ・ワー ド ・プ ロセ ッサ(Communicating

WordProcessors;CWP)の 利 用 の 現 状 及 び 将 来 の 動 向 と を述 べ る こ と とす

る 。

1.CWPの 概 要

CWPは 所 謂 ワー ド ・プ ロセ ッサに通 信 機 能 が 付 加 され た,非 常 に 高度 に し

て柔 軟 性(Flexibility)豊 か な端 末 で ある。 ワ ー ド・プ ロセ ッサが 相互 に通

信(talk)で き る よ うに なっ た のは,1971年IBMがCommunicating

MagCard/SelectricTypewriter(CMC/ST)を 発 表 した 時が 最 初 であ

り,以 後端 末 に 何 らか の 形(オ プシ ョン も し くは シ ス テ ムの 一 部 と して)で 通

信 機 能 を組 み 入 れ る研 究 がWang社 等,種 々の メ ー カー にお い て も進 め られ て

い る。

CWPで は デ ー タは,電 話 回線,マ イ ク ロ波,衛 星 等,種 々の 伝 送媒 体 を介

して伝 送 さ れ る。 伝 送路 と しては,ア ナ ログ,デ ジ タル 共 に用 い る こ とが 可 能

で あ るが,ア ナ ロ グ回線 の 場 合 には 両 エ ン ドに モデ ム が 必要 とな る。 伝送 速 度

は60～9,600bpsと 端 末 に よ り種 々様 々 であ る が,通 常は1,200,2,400,

4,800bpsの ものが 多 く用 い られ て い る。 なお1ペ ー ジ当 りの 伝 送 時 間 は平

均6～8秒 で あ る(表3)。

CWPは また,最 近 注 目を集 め て い る蓄 積 交 換 ベ ー スの 電子 郵 便(Electro-

nicMail)サ ー ビス の 分野 で の活躍 が お おい に期 待 され てい る。CWPで は,

複 数 の メ ッセー ジ と同 時 に受 信 し蓄積 し,受 信者 が 受取 り たい 時 に任 意 にそ の

メ ッセ ー ジ を取 り 出 す こ とが で き,AT&TのACS(Advanced

CommunicationsService)な どの 開 発普 及 と相侯 って,オ フ ィス ・オー
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トメ ーシ ョン化 の 進 む80年 代 にはそ の 有 用 性 が 多 い に発 揮 され るであろ うこ

とが 予 想 され る。

表3:CWP機 能 概 要

伝 送 路 ア ナ ログ,

共可
デ ジ タル

電 話 回 線

マ イ ク ロ波

衛 星

伝 送 速 度 60～9,600bps

1.200「

2,400・bpsが 多 く用 い ら

れ て い る
4,800'

伝送 時 間 6～8秒/page

2.CWPと フ ァ クシ ミ リの 相 異

CWPの 性格,特 質 を より明確 に す るた め に以 下 に フ ァク シ ミ リとの相 互 比

較 を述 べ る。

(1)CWPの 利 点

CWPを フ ァク シ ミ リと比 較 す る とCWPの メ リッ トと して 次 の点 を指 摘 す

る こ とが で きる。
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①CWPは1ペ ー ジ当 りの 出 力速 度 が速 い。

フ ァ クシ ミ リは本 質 的 に点 描 読 取 装 置(DotReader)で あ り,文 字,図 形

は 全 て多数 の・」・さ な点(DotsorSquares)に よっ て表現 さ れ る。 そ の個 々

の 点 が1ビ ッ トで あ り,黒 く塗 って あるか 否か とい う形 で読 まれ る。 したが っ

てFAXで は1ペ ー ジ当 りの 伝送 ビッ ト数 は200万 以 上 に もな って しま う。

(圧 縮技 術 を用 いた と して もそ の%に しか な らない)。

一 方WPで は ,文 字 は ビッ ト数 に よっ て 各 々定 義 さ れ た完 全 な文 字(Whole

Characters)と して扱 われ る ため に,1ペ ー ジ当 りの伝 送 ビ ッ ト数 はわ ず か

20万 程 度 で済 む。 こ れ はFAXを 用 い た 場合 の}10に あた る。1ペ ー ジ当 り

の 出力 時 間が 短 い こ とは電 話 回線 使 用 料 の 節約 につ なが り,CWPの 大 き な特

質 の ひ とつ と言 え るで あ ろ う。

② 出 力物(output)の 質 が 優れ てい る。

既 に述 べ た よ うに,FAXで は文 字 や画 像 を点 に よっ て表 現 す る ため,文 字

の鮮 明 さ,明 快 さ とい う点 でCWPの 文 字用 タ イ プ ライ タに は遠 く及 ば な い。

③CWPで は コ ピー作 成 の必 要 が ない。

デ ー タは入 力画 面(CRT)か ら出 力画 面(CRT)に 電 子 的 に伝 送 ・表 示

され るた め,コ ピー操 作 は必 要 ない。

④ 低 コス トで あ る。

CWPの 通信 関 係 コ ス トはFAX装 置 のそ れ よ りも通 常確 実 に 低 い 。

⑤ 互 換 性に 富 む。

CWPは,メ イ ン フ レー ム ・コ ン ピュ ー タ,端 末,テ レ ッ クス,TWX,写

真 植 字機(Photocompositors)及 び 他 のCWPと の通 信 が 可 能 で あるが,

FAX装 置 は現 在 の ところFAX装 置 間 での み 通信 可能 なだ け で ある。

(2)フ ァ ク シ ミ リの 利 点

一 方 フ ァクシ ミ リは フ ァク シ ミ リで 次 の よ うなCWP以 上 の 優れ た 特 質 を有

してい る。
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①FAXは,絵(Picture),図 表(Graphics),署 名(Signatures)な

ど,紙 の上 に 表 現 で きる もの は全 て 伝送 す る こ とが でき る。 これ に対 してCW

Pは キー ・タ イ プに よっ て表 現 で き る文 字及 び数 字 の コー ド化 符 号 を伝 送 で き

る だけ で あ る。

② この よ うにFAXで は オ リジナ ル 文書 を そ っ く り複 写 して伝 送 す るた め,

契 約 の 照会(ContractVerification)等 の ア プ リケー シ ョン に は最適 の シ

ス テ ム といえ る。

③ また言 うまで もな くFAXで は,既 にハ ー ド ・コピー の形 式 に なっ て い る

文 字 及 び文 書 を伝送 す るの に改 め て キ ー ・タイ プす る必要 は な い。 一 方 のCW

Pは,一 度 は キ ー ・タ イ プす る必要 が あ る。

以 上述 べた こ とを表4に 整 理 す る。

3.CWPの 利 用 の 現 状tL

で は現在CWPは 実際 に は どの程 度 利用 され てい るの で あ ろ うか 。

ア メ リカのTheYankeeGroupの 調 査結 果 に よれ ば,1977年12月 現

在 ア メ リカに おい て 稼動 中 のCWPは ほぼ1万 台 程 で あ り,こ れ は全WPの わ

ず か3-49。vaす ぎな パ 注 〕

ユ ーザ ー は通 信機 能 を 利 用 したい 意 向 を示 してお り,ま た 現 存 のWPも そ の

約85%ま で が オ プ シ ョン とい う形 で 通 信 機 能 を組 み 入れ て い るに もか か わ ら

ず,CWPの 利便 性 を実 際 に 活用 して い るコー・・一ーザ ー はま だ 少数 の み とい う現 状

で あ る。

そ の原因 は何 か 。 以下 に この理 由 を 考え る こ と とす る。

① まず ユー ザ ーが この複 雑 に して高 度 な シ ステ ム に対 して な じみ が うす く,

この装 置 を駆 使 し潜 在機 能 を全 て活 用 す る こ とに対 して難 しさ と ため らい を感

じて い る こ とが指摘 で きる。

〔注 〕 この内の約3/4は 先 に述 べたIBMのCMC/STで あ る。
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表4:CWPと フ ァク シ ミ リの 相互 比較

CWP フ ァ ク シ ミ リ

特 質 タイ プ ライ タ 点描読取装置

(DotReader)

キ ー ・タ イ プに よっ て 表 絵(Picture)
・

現 で き る文 字 ・数 字 の み。 図(Graphics)

署 名(Signatures)

の 伝 送 に適 して い る。

タイプのため文字 の鮮 明 複写のため契 約の照会

度 が 高 い。 (ContractVerification)

等 の ア プ リケー シ ョンに 適 して

い る。

伝送す るのに予め タイ プ 既 に ハ ー ドコ ピ ー の 形 に な っ て

が 必 要。 い る ものは,そ の ま ま伝送 す る

こ とが で きる。

互 換 性 豊かCWP FAX装 置間のみ
o

コ ン ピ ュ ー タ

端 末
テレックス

TWX

フォ トコンポ ジタ

必 要 ビ ッ ト数

/page
20万 ビ ッ ト/page 200万 ビ ッ ト/page

通 信 関 係 コ ス ト 低 高
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② ま た装置 間 の互 換 性が欠 如 して い る こ と(lntermachineNoncompati-

bility)。 こ の点 も,企 業 内,企 業 間 の電 子 郵便 シス テ ムの普 及 を遅 らせ て い

る大 きな要 因 とな っ てい る。

同一 企 業 内 に お いて さえ,種 々の 地 域 で別 々の遠 隔 ユ ーザ ーが 個 別 に機 種決

定 を行 うた め に互 換 性 を有 さ な い こ とが往 々に して起 っ てい るが,こ う した遠

隔 サ イ トを相互 接 続 す る こ とが 電 子郵 便 利 用 の普 及 浸透 を促進 す る前提 と して

最 も重 要 な ひ とつ の ポ イ ン トと な って い る 。

③ 端 末間 通 信 に 対 す る ユ ーザーの ニーズ はまだそれ程明確な ものではな く,CW

Pの ア プ リケ ー シ ョン数 も現 在 の とこ ろ 相対 的 に まだ 少数 で あ る。 これ には 上

述 の① ② が 原 因 して い る こ とは 言 うま で もな い。

しか しなが ら今 後 数年 の間CrCIはユ ーザ ーの 認識 も高 ま り,CWP間 の互 換 性

を図 る こ とに(特 に企 業 内通 信 需 要 の た め に)ま す ます 関心 が 高 ま る もの と予

想 で きる。

4.CWPの 利 用増 加 予 測

1977年12月 現 在 でCWPの 稼働 台数 が 約1万 台 で あ る こ とは 既 に述 べ

た が,今 後CWPは どの よ うな増 加傾 向 を示 す で あ ろ うか 。

図2に 今 後数 年 間 に お け るCWP利 用 台 数 の増加 予測 を示 す 。 これ も先 の 数

字 と同 じ くTheYankeeGroupの 独 自の調 査予 測 で あ る。 以 下 図 に示 され た

数 字 を追 うこ と とす る。

(1)こ の予 測 に よれ ば,1978年 末CwPの 利 用 台 数 は1万6 ,000台 に達する。

これ は 前 年比60%増 で あ る。そ の根 拠 は 次 の よ うな もの で あ る。

①1978年7月11日,AT&Tが イ ンテ リジ ェン ト ・ネ ッ トワ ー ク,A

CSを 発表 した 。 この新 サ ー ビス は,互 換 性 を有 さ ない端 末 間 の通 信 を可 能 に

す る もの であ り,CWPの 市 場受 容 力(marketacceptance)欠 如 の 大 き な

原 因 の ひ とつ が これ に よっ て 克 服 され る もの で あ る こ とを考慮 す れ ば ,CWP

の利 用 普及 を大 き く促 進 さ せ る要 素 とな り得 る こ とは 自明 で あ る。
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図2:CWP稼 動台数の増加予測

(年)

②WPを 有 す るユ ーザ ー が,① と も関 連 して電 子 郵 便 の有 用 性及 び その コス

ト効率 の 良 さ な どcwpに 対 す る認 識 を高 め る よ うに な り,こ れ がそ の ま ま利

用拡 大 につ なが っ て ゆ く。

(2)1979年 末CWPの 利 用 台 数 は3万 台 に 達 す る。この 数 字 は 前 年 比90

%増 に あた る。そ の根 拠 は次 の ような もので あ る。

①ACS及 び他 の新 通 信 ネ ッ トワー ク の潜 在 ユ ー ザ ーの数 が増 大す る こ と。

② ユ ー ザ ーの 認 識 が 深 ま り,デ ー タベ ース の共 同 使 用等 に対 す るニ ー ズが

高 まる こ と。
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③ 電子 郵 便 サ ー ビスの コス ト効率 に対 す る評価 が 高 ま り,特 に企 業 内郵 便

(遠 隔 地 か らの利 用)の 場 合 には従 来 の郵 便 サ ー ビス(PostalService)以

上 の効果 が 認 識 され る よ うに な る こ と。

(3)1980年 末 にCWPの 利 用 台 数は6万4・OOO台 に達す る。この 数字 は前年 比

110%増 に あ た る。 この根 拠 は これ まで述 べ た種 々の 理 由 の延長 上 に 単 純 に

あ る。 す な わ ち,イ ンテ リジ ェ ン トPABXは ます ま す安 価 に な る であ ろ うし,

リソ ース共 同使 用(SharedResource)の ネ ッ トワー ク開 発 も多様 化 す る。

さ らにSBSの デ ジタ ル伝 送 サ ー ビス,マ イク ロブn・セ ッサ を用 い た 全 て の

端 末 間 の通 信 が 可能 と な る よう なイ ンテ リジ ェン ト ・メ ッセー ジ交 換 サ ー ビス

が 利 用 可能 とな る他,光 フ ァイバ ーの 利用 も普 及 しは じめ,CWPの 利用 を さ

らに 魅 力 あ る もの とす る こ とが 予想 で きる。

(4)1981年 末 にCWPの 利 用 台数 は12万5,000台 に達す る。～二の数字は 前 年 比

95%増 に な る。 この根 拠 もこ れ まで述 べ た種 々の 理 由が 中心 要 因 とな って い

る。

CWP利 用 の 増 加 予 測 とそ の根 拠 は 以上 の通 りで あ る。

5.CWPの 今 後 の動 向

オ フィス ・オ ー トメ化 が 浸 透 す る80年 代 に は,各 オ フ ィス と もWPあ る い

はFAXの うち少 くと もい ず れ か ひ とつ は所 有 して いる で あ ろ うこ とが予 想 で

き,こ れ らの装 置 の活躍 の舞 台 となる電 子 郵便 市 場 も,デ ジ タル ・ネ ッ トワー

クの 開発 普 及 と相 侯 って,こ のWP,FAXが 共 に 各 々の領 域 を守 りなが ら共

存共 栄 す るの に 充 分 な程 巨大 で あ る もの と予 想 され る。

しか し ファ ク シ ミ リの方 は,デ ジ タル ・スキ ャナーを用 い た オ ンラインの マイ

ク ログ ラフ ィ ック ス ・シス テ ムが 出現 す る よ うに な る と(こ れ は1980年 代

に入 る とす ぐに も実 現 す る も の と思わ れ る) ,そ の 影 響 に よっ てか な りそ の 勢

いが そが れ る こ とに な るで あ ろ う。 この マイ ク ログ ラフィ ック ス ・シス テ ム で

は,絵,図 形,署 名 な どを マ イ ク ロフ ィル ム/マ イ ク ロフィ ッシ ュの形 で蓄 積
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し,端 末 間 でのや りと り も秒 単 位 に行 え るた め,フ ァクシ ミ リの利 点 を生 か し

た ま まそ れ を よ り高 速 に行 い得 る とい う意 味 で コ ス ト面 で の デ メ リッ トさ え な

け れ ば ファ クシ ミ リの 潜 在 市 場 を相 当侵 略 して しま うこ とに な る もの と予 想 で

き る。

CWPは,マ イ ク ログ ラフ ィ ックス ・システ ム と はそ の ア ピー ル ・ポ イ ン ト

が 相異 な り,直 接 競 合 し合 う ことに は な らない の み な らず,情 報 が 蓄積 さ れ た

マ イク ログ ラ フィ ック ス ・ファ イル と直 接通信 す る こ と も可 能 であ るた め に ,

大 きな影響 を受け る こ とに は な らな い。

先 にCWP利 用 の現 状 の とこ ろで,CWPの 有用 性 が現 在 充分 に生 か され て

い な い原 因 と して,装 置 間 の 互換 性 の欠 如 を大 き く取 り上 げ て指摘 した が,こ

の問 題 は,イ ンテ リジ ェ ン トPABX,内 部 パ ケ ッ ト交換 及 びACS等 の技 術 に

より解 決 さ れ るで あ ろ う。 こ う した技 術 的 な障 害 は 絶 ゆ まぬ 研 究 開発 に よ り次

次 と解 決 で きる。80年 代 初 期 頃 に は,WPに 通信 用 の ボ タンが 加 え られ,電

子郵 便 と して のそ の 活 用 が は じめ られ る こ とにな るで あろ う。

CWPに は,会 話 型 情 報 ネ ッ トワー ク(InteractiveInformationNet-

works)の 普 及 発 展 の た め の積 極 的 な役 割 を演ず るべ く注 目 と期 待 が寄 せ られ

て い る。
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